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角川ルビー文庫




本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。





目次









片かた恋こいのシグナル





シグナルに気づいて






　

片恋のシグナル

１







「三階は……ちょっとシャレにならないよなぁ……」


　跳とび箱の上に乗って窓から下を見て、若わか木ぎ侑ゆう登とは大きな溜ため息をついた。


　下は土だが、微び妙みような位置に花か壇だんがあり、周囲がレンガで囲まれている。飛び降りたところで足から着地すれば死にはしないと思うが、痛い思いをするのは嫌いやだ。いや、そもそも絶対に死なない、とは言い切れないのだ。


　たかが、三階。だがここは学校で、民家よりも各フロアの天てん井じようが高く、窓は天井に近い場所にある。マンションだったら四階相当だろうか。体育倉庫なんて、一いつ般ぱん的には三階になんてないと思うのだが、この学校は体育館が校舎の三階部分にあるので、必然的にそうなっているわけだった。


　大声で叫さけべば誰だれかが気づくだろう。それはわかっていたが、侑登にはそれを実行に移す気はなかった。


「負けるもんか」


　少しだけ目め尻じりの上がった大きな目は、人に言わせると猫ねこのような印象だという。どちらかと言えば小こ柄がらで細い身体からだも、しなやかさがあって、人からの印象をさらに決定づけている。ここのところ瘦やせてしまったから、今はおそらくみっともないほどに貧ひん相そうだろうけれども。


　だが、絶対に降こう伏ふくなんかしない。授業はもう始まってしまっているが、なんとか切り抜ぬけて、教室へ行かねばならない。


　ただの意地だ。助けを呼ぶのが嫌だとか、自分でなんとかしたいというわけではなく、助けを呼んだことを特定の人間に知られたくないのだ。


　つまらない、けれどもなくしたらやっていけない意地だった。


　侑登は室内を見回して、使えそうなものを物色した。倉庫とはいっても、ここは体育用具があるわけではなく、体育祭で使ったと思われるものがしまってあるだけだ。看板や横断幕、点数表示用の大きな数字の板、そして応おう援えん団だんか何かの衣い装しよう。学校の制服はブレザーだが、さすがに応援団は学ランでなければいけないらしく、黒い学ランが何着が置いてある。果たしてちゃんと洗ったのかと、ふとした疑問が脳のう裏りをよぎった。


「結構余よ裕ゆうあるよな、俺……」


　慣れというものは恐おそろしい。入学した直後だったら、もっと焦あせって余計なことなど考えなかっただろうに、二ヶ月以上も過ごしているうちに、すっかり冷静に、そして落ち着いてきたようだ。


「これしかないか……」


　白くて細長い布は、応援団用のタスキらしい。侑登はそれらの端はしと端を縛しばり、長い一本のロープにすると、横に置いたバレーボール用ネットの支柱に一方の端をくくりつけ、跳び箱の上に再び乗った。


　繫つないで作ったロープを窓から下へと垂らし、枠わくを乗り越こえる。ロープをしっかりと摑つかみ、慎しん重ちように手で送っていく。


　すぐに侑登は自分の失敗に気づいた。手のひらが摩ま擦さつで熱い。


（何か布、取ってくればよかった……）


　手のひらに布を巻き付けておけば、もっと楽に下りられたのに──。


　そう思ったときに、がくんと身体が数センチ落ち、同時にタスキで作ったロープが破れる音が、耳に届いた。


「っ……」


　声が出なくて、身体も硬こう直ちよくしてしまう。それから頭上を見ると、数十センチ上で布が裂さけているのが見えた。


　まずい──。


　そう思った直後に、嫌な音はさらに響ひびいて、侑登は全身から血の気が引くのを感じた。


　すべては一いつ瞬しゆんのことだったはずなのに、まるでスローモーションのように、その後のことはゆっくりと見えていた。


　裂けていく布が、限界まで細くなったところで、ぷつんと一気に切れた。支えを失い、身体は当然のごとく落下していく。走そう馬ま燈とうのように……なんて言葉を聞いたことがあったが、侑登の場合はそんなものは見えなくて、だったら死ぬことはないかな、なんて暢のん気きなことまで考えていた。


　地面との衝しよう突とつの瞬しゆん間かんは、特に痛いとも思わなかった。


　けれども、侑登の記き憶おくはそこで途と切ぎれてしまったのだった。











　目を覚ましたとき、侑登は病院のベッドの上にいた。


　直後は自分がどうしてそんな場所にいるのか理解できなかった。それどころか病院だということにも気づかず、ベッドの脇わきに座っていた担任教師に、「遅ち刻こくしてすみません」などと、突とつ拍ぴよう子しもない事を口走っていた。


　担任はひどく痛ましいものを見るような顔をしていた。


　侑登は二階の天井くらいの高さから落ちたのだという説明を受け、ようやく落ちる寸前のことを思い出した。落ちて、左ひだり脛けい骨こつを折ったのだ。全治二ヶ月の重傷だった。意識を失い倒たおれていたところを、職員に発見されてそのまま麓ふもとの病院に運ばれたのだという。


　麓に下りるのは、五月の連休以来だった。


　侑登が通っている高校は、地方の山の上にあり、生徒はすべて敷しき地ち内にある寮りようで暮らしている。侑登は春に入学したばかりなので、まだ二ヶ月ほどしか経たっていない。


　それから間もなく、侑登は実家がある東京の病院に転院をした。両親の強い希望と、学校側の希望が一いつ致ちしたらしい。それを知ったのは、もっと後になってからだったけれども。


「退たい屈くつ……」


　閉めきった窓から外を眺ながめ、侑登はぽつりと呟つぶやいた。


　家族が持ってきてくれた雑誌や本は、今は読む気になれない。どうしてこの窓は開かないんだろうと、小さく溜め息が漏もれた。


　ここが大部屋だったならば、他の入院患かん者じやと話をすることだってできたのに、侑登がいるのは個室だ。おかげで見み舞まい客きやくが帰ってしまうと、侑登は窓の外を眺めるばかりになってしまう。家族の誰かが、しょっちゅう来てくれるが、楽しい会話を交かわす、という雰ふん囲い気きではないのだ。


　家族の中にある微妙な緊きん張ちよう感かんに、気づかない侑登ではなかった。あえて個室にしたのも、彼らの配はい慮りよの一つだということもわかっていた。


　だが侑登は何も気づかないふりをし続けている。周囲がこれ以上は神経質にならないよう暗い態度は取らないでいるが、無理に明るくふるまうこともせず、あくまで自然に見えるようにしているつもりだった。


「ねぇ、ケータイ貸して」


　ジュースを買いに行っていた兄の慎しん司じが戻もどってくると、侑登は何度目かの要求をストレートに口にした。


　侑登には兄が二人いる。一人はこの慎司で、今は大学二年生だが一いち浪ろうしているので年は五つ上だ。そしてもう一人は憲けん也やという名で、さらに年が離はなれた二十七歳だった。外資系の証券会社にいて、今はニューヨーク勤務だ。


　慎司は困ったように笑い、小さく嘆たん息そくを漏らした。


「ここは携けい帯たい電話が禁止なんだって言ったろ？」


「俺以外に誰もいないんだから、いいじゃん」


「侑登、わがままを言うんじゃない」


　窘たしなめるように言われて、侑登は再び窓の外を見やった。本当は仕方がないと諦あきらめているが、それを気取られないように拗すねたふりをする。


　家族の態度が不自然な理由は知っていた。


　病院に運ばれた侑登の身体は、骨折以外にも問題があったのだ。多少の裂れつ傷しようはともかくとして、問題視されたのは、栄養状態だった。


　家族が記憶しているよりもずっとやせ細り、病院での食事を胃が受け付けようとしなかったからだ。


　食べられなくなっていたのは、ずいぶんと前からだった。無理に食べても吐はいてしまい、そのうちに空腹というものを覚えなくなった。瘦せて力がなくなっていたのは自分でも気づいていたが、食べなくてはと思っても、どうにもならなかった。


　医者や家族には、ダイエットだと言い張った。誰だれも信じていないのはわかっていたが、頑がんとして侑登は精神的な問題を認めなかった。カウンセラーまで来て話をしたが、押し通した。


　だから今のこの状態は仕方がないのだ。携帯電話を渡わたしてもらえないのも、家族や親しん戚せき以外には見舞客が来ないのも。


　侑登は中学までこちらの学校にいたから、連れん絡らくすれば、友達が退屈を紛まぎらしに来てくれるだろうが、周囲は誰もそれを望まなかった。とにかく侑登を刺し激げきしたくない、という意図がありありとわかるのだ。


　病室に、危険だと思われるもの──刃は物ものや鏡など──が一いつ切さいない理由も一いつ緒しよだ。


　そんな心配はいらないのに。侑登は絶対に負けまいと思っているし、逃にげる気もない。むしろ早くケガを治して学校へ戻りたいと思っているくらいなのに。


「侑登」


「何？」


「勉強がしたいって言ってたことだけど……」


　切り出された話に、侑登は慎司を見やった。退院までにはもう少し時間がかかり、その後も、完治までは自宅にいなくてはいけないそうなのだ。ギプスをはめての寮生活は、周囲にも迷めい惑わくがかかるというのが理由らしい。だから侑登の復学は、夏休み明け、ということになってしまう。


　勉強が遅おくれるのは困る。あの学校で、侑登は何がなんでもトップをキープしなくてはいけないのだから。


「家庭教師っていうか……知り合いに、ちょっと勉強を見てもらったらどうかと思ってるんだ。前に話したことがあるだろ？　亡なくなった叔お父じさんの……」


「ああ、なんだっけ……」


　記憶の糸を手た繰ぐっても、顔も名前も出てはこなかった。


　父方の叔父は十年近く前に亡くなっているが、それよりも数年前に、短い結けつ婚こん生活を送っていた。相手には連れ子がいて、彼らが夫ふう婦ふだった二年間だけ、侑登たちとは従兄弟いとこだった者が一人いたのだ。慎司よりも一つ年下だが、最後に会ったのは叔父の葬そう儀ぎのときで、以来、一度も会っていない。法事にも顔を出さなかったからだ。


　それが偶ぐう然ぜんにも、兄と同じ大学に入り、再会したのだという。親しいというほどの付き合いではないようだが、何度か会って話をしているらしく、侑登も彼の話をちらっと聞いたことがあった。


「矢や島じま総そうだよ。優ゆう秀しゆうなやつだから、頼たのもうかと思って」


「ふぅん……」


「かまわないか？」


「別に、いいよ」


　あまり覚えてはいないが、悪い印象はない相手だし、別にかまわなかった。侑登が三歳くらいのときの話なので、記憶が薄うすいのは当然なのだが。


　問題はないだろう。慎司が推おしたくらいだから、総という男は優秀なだけでなく、気き遣づかいができて口も堅かたいはずだ。まったくの他人にしなかったのは、侑登が深刻な問題を内に抱かかえ込んでいると誤解しているためだし、慎司自らが家庭教師役を務めないのは、入院してからの息が詰つまりそうな空気に耐たえられないからだろう。慎司は昔から押し出しが弱く、何かと逃げだしがちなところがあった。とても優やさしい兄だから、そんな部分をもどかしいと思ったことはあっても、悪く思ったことはなかったが。


「……早く、退院したいな。それで早く身体からだを戻して、九月にはちゃんと初日から学校に行きたいんだ」


「侑登……」


　ひどく戸と惑まどいを見せた慎司に、侑登は小首を傾かしげた。


「どうしたの……？」


「その……学校の、ことなんだけど……」


　歯切れが悪かった。もともと慎司はハキハキした話し方をするとは言いがたいところがあるのだが、それにしたって妙みようだった。


　嫌な予感が、胸をよぎった。


「こっちにある系列校に通ったらどうかと思うんだ」


「どうして……？」


「やっぱり、いろいろと不便じゃないか。あの環かん境きようじゃストレスも溜たまるし、あわない学校に無理して通っても……って思うし」


　饒じよう舌ぜつなくせに歯切れが悪いという、なんともバランスが悪い慎司を、侑登は冷静に見つめていた。


　慎司だってあの学校の卒業生なのだ。三年間、彼はむしろ楽しそうにあの山奥の学校に行っていた。規則はあるが親類の目が届かない寮生活は、彼の性しようにあっていたはずだし、本来はさほど環境として悪くないことも知っているはずだ。ストレスなんて、侑登のために用意した言い訳だった。


　わかっていたが、何も言わなかった。


「こっちの学校もいいところらしいよ。多少、偏へん差さ値ちは落ちるかもしれないけど、のびのびした、いい校風だって聞いてる」


「……そうなんだ」


　なるべく普ふ通つうに聞こえるように侑登は呟つぶやいた。


　本当は、多少どころじゃないことを知っているし、侑登が知っていることを、慎司も承知しているのだ。


　ここで事実を口にしたら、どうなるのだろうか。


　思っただけで、すぐにその考えは打ち消した。家族を困らせるつもりはなかった。


「もともと、門かど真まの家の意向みたいなものだったんだし……」


「……うん」


　侑登たち兄弟が三人揃そろってあの高校に進んだのは、母方の家からの強い勧すすめがあったせいだった。


　母親は、大物と呼ばれた元代議士の二女だ。侑登たちにとって祖父にあたる人物は、かつて幹事長も務めた人間で、政界を退いた今では、長女の婿むこにすべてを譲ゆずって、選挙区を守っている。あの高校は、祖父と伯お父じの後こう援えん会かい長ちようである人物が深く関かかわっているのだ。


　外孫だというのに、侑登たちは祖父や伯お父じの思おも惑わくに踊おどらされたわけだった。


　そう、大人たちの都合に、侑登は翻ほん弄ろうされている。あるいはあの三年生も、同じなのかもしれない。


　彼が侑登の前に現れたのは、入にゆう寮りようした日の夕方だった。後援会長の孫だと名乗ったその三年生は、侑登の前に立ってひどく嫌なふうに笑い、すぐにここから追い出してやる、と高らかに宣言した。


　腹が立つより先に、呆あつ気けにとられてしまった。初対面で、どうして目の敵かたきにされなければいけないのか理解できなかったし、正直、バカじゃないかと思って相手にしなかった。


　だがその日のうちに、言葉は実行に移されたのだ。


　寮は四人部屋だったが、侑登と言葉を交かわそうという者はおらず、少なくとも寮では孤こ立りつを深めていくばかりとなった。子供じみた嫌がらせを含ふくめたら、何もされなかった日など一日もなかったくらい、あの三年生の意思は働いていたし、侑登が入っていた棟とうにおいて、彼の影えい響きよう力りよくは絶大だった。


　負けるものかと思った。そのうちに飽あきるだろうと思っていたし、そうでなかったとしても、一年もすれば彼は卒業していく。だからそれまでの我が慢まんだと言い聞かせ、侑登は誰にも何も言わず、生活を続けた。


　人に言ったら、その時点で自分は負けるのだと思った。あんなやつに、してやったりと思わせたくない。その一心だった。


　結局は、こんな形であの学校を離はなれてしまったが、九月になったら何ごともなかったような顔をして戻もどってやると心に誓ちかっていたのだ。


「俺はあの学校がいい」


「だけど……」


「友達もいるし」


　それは噓うそではなかった。別の棟にいるクラスメイトの中には、侑登に対して普通に接してくれる者もいた。とても少なかったが、そのうちの一人──三年に兄がいるという地元の大きな病院の息むす子こは、侑登の状態を知ってとても親切にしてくれた。


「……この手紙の子？」


　慎司は一通の手紙を取り出してきて、侑登に差し出した。


　受け取って裏書きを見た侑登は、少しだけ表情を和やわらげだが、封ふうが切られていることを知って再び表情を曇くもらせた。強こわばらせた、といったほうが正しいかもしれない。


　理由は問わなかった。今のこの状態では、学校の生徒から差し出された手紙に対して家族が神経質になるのは当然だった。


　侑登は黙だまって手紙を読んだ。そこには労いたわりの言葉と、力になれなかったことへの後こう悔かいを綴つづられていて、かえって申し訳ない気分になってしまった。相談しなかったのは侑登の意地でしかなく、むしろなんとか状じよう況きようを改善しようとしていた友人に、自分の問題だからといって拒きよ絶ぜつをしたようなものだったのだ。


　小さく溜め息をついて読み進めていた侑登は、ある一文を読んで、愕がく然ぜんとなった。


「……兄貴、これ……どういうこと？　ここ……『転校は残念だけど』って……」


　指し示した指先が震ふるえそうだった。文面から、すでに侑登の転校が決まったことがわかってしまった。噂うわさでこんな書き方をする人間ではないから、決定事じ項こうとして学校側から伝えられたということだろう。


　手紙を渡わたしたときから、これをきっかけにするつもりだったらしく、慎司の態度は落ち着いたものだった。


「もうあの学校に、お前の籍せきはない。父さんたちが、学校側と話しあって、そう決めてしまったんだ」


「なんで……？　俺の意思は関係ないの？」


「お前のためなんだよ。学校も、体調やお前の生活態度を問題にして、そうしたほうがいいだろうって……。僕もそれがいいと思う」


「そんな、だって生活態度って言われても……」


　言いかけて、侑登は口を噤つぐんだ。おそらく遅ち刻こくや、喫きつ煙えんの噂のことを言っているのだろう。だが前者はそう仕向けられていたせいだし、後者に関しては悪意に満ちた、根も葉もない噂だ。それを理由にされても、理り不ふ尽じんだとしか思えない。


　ようするに学校は、侑登にやめて欲しかったのだろう。落下事故は、どうやら侑登の悪ふざけで済ませたいようだし、今までのこともなかったことにしたいに違ちがいない。このまま侑登が戻り、もっとひどい事態に発展することを、学校側は何よりも恐おそれているのだ。だから対象となっている侑登がいなくなってくれたほうがいいというわけだ。


「もう手続きは済ませたそうだ」


「……わかった」


　所しよ詮せん、侑登一人の力ではどうにもならない。いくら侑登が行きたいのだといっても、無理なものは無理なのだ。


　きっとあの三年生には侑登が逃にげたと思われただろう。今いま頃ごろは満足げに、侑登の荷物が運び出された部屋で笑っているのかもしれない。


　知らず、侑登はシーツを握にぎりしめていた。小刻みに震えてしまっているが、気づいているのかいないのか、慎司は何も言わなかった。


　視線を窓の外へ向け、風に揺ゆれている木の葉を睨にらみつける。


　感情を抑おさえ込むのにせいいっぱいで、今はどんな言葉も口にすることはできなかった。




２







　矢島総が現れたのは、侑登が退院をした翌日のことだった。


　慎司につれられてリビングに姿を見せた総を見たとき、侑登はまず、顔のいい男だなと思った。とんでもない美形というわけでもないし、どこにいても目立つような華はなやかさはないが、整った嫌いや味みのない顔であることは間違いない。いかにも賢かしこそうに見え、すらりと背が高くて姿勢もよく、雰ふん囲い気きは真面まじ目めそうで、愛想はよくも悪くもないといった感じだ。


　実際に会っても、やはり昔のことは思い出せなかった。


「こんにちは」


　侑登は自分から挨あい拶さつをした。過か剰じように愛あい嬌きようを振ふりまく気はないが、かすかに笑うことくらいは苦ではない。まして今は気軽に立ち上がることもできないから、座ったままでも態度が悪いと思われないように心がけた。


「今日からよろしく」


「こちらこそ、お願いします」


　ぺこりと頭を下げた侑登の正面に、総は慎司が勧めるままに座った。今日はまず顔合わせをと思ったのか、勉強を始める三十分ほど前に総を呼んだのだ。


　母親がコーヒーを運んできて、侑登の隣となりに座った。慎司からおおよそのことを聞いてはいても、やはり総の人ひと柄がらが気になるらしく、他た愛わいもないことをいろいろと聞きたがった。そのうちに、お定まりのように昔話になってしまったが。


「総くんは、侑登をよくかまってくれたのよね」


「……覚えてない」


　侑登はぽつりと呟つぶやいたが、それを咎とがめる者はいなかった。二歳か三歳の頃の話だから、当然だった。


「ここに来ると、ずっと遊んでましたよね。小さい子が珍めずらしかったんですよ。なんだか、高校生になった侑登くんを見ると不思議な気がします」


「私もよ。だって、総くんと最後に会ったとき、あなたまだ中学生だったんですもの。本当に大人っぽくなったわねぇ……慎司にも見習って欲しいくらいだわ」


　母親はにこにこと楽しげに笑っている。


　引き合いに出された慎司も、仕方なさそうに笑っている。慎司のほうが一つ年上なのに、確かに総のほうが落ち着いているし、年も上に見えた。


「ところで、お母様はお元気？」


「仕事が順調みたいで、忙いそがしそうにしてますよ」


「そうなの。またぜひお会いしたいわ」


　母親は心底会いたそうに微ほほ笑えんだ。どうも彼女は総の母親に対し、とても好感を抱いだいているらしい。今回、総に頼たのむことにためらいがなかったのも、そういった理由があったのかもしれない。


「伝えておきます」


「七しち回かい忌きでお会いしたきりなのよ。あのとき、総さんはちょうど受験期だったのよね」


「はい」


　同じ年に二回目の大学受験をしていた慎司も、七回忌には出なかった。そのおかげがどうかは知らないが、念願の大学に見事合格を果たしたのだった。


　総の落ち着いた話し方と雰囲気は、母親を大いに安心させたらしい。それは横で聞いていた侑登にもよくわかった。


　結局のところ、三十分ほどの予定は大おお幅はばに延びて、勉強のために取っていた時間は、ずいぶんと削けずられてしまっていた。


「母さん、そろそろ……」


　慎司に促うながされ、ようやく母親は総を解放してくれた。侑登は松まつ葉ば杖づえをついて、ギプスをはめた脚あしに注意しながら一階の奥にある客間へと向かう。本当は二階に部屋があるのだが、ケガが治るまでは客間で寝ね起おきすることになったのだった。


　侑登の後ろを、総は慎司と並んでゆっくりとついてくる。


　杖をつく音はしなかった。床ゆかが傷つくような気がして、布のカバーを付けてもらったからだ。危ないからやめた方がいいと言われたが、どうしてもと押し切った。


　だがやはり滑すべりやすいことは確かなのだ。


「わっ……」


　ずるっと松葉杖が滑り、侑登はバランスを崩くずしてしまう。前のめりに倒たおれそうになったとき、後ろから伸のびてきた腕うでが身体からだを支えてくれた。


　背中から抱だきしめられる形で、総が助けてくれたのだ。


　思わず大きな溜ため息が出てしまった。


「だ……大だい丈じよう夫ぶか？」


　慌あわてた声を出したのは慎司で、総は小さく息をついただけだった。見れば大丈夫なことはわかるからだろう。


「うん、平気。ありがとう、あ……ええと、先生……？」


　なんて呼ぶべきかを迷って、侑登はそう言った。家庭教師なのだし、とりあえず先生でいいだろうと思ったのだ。


「先生、は勉強を始めたらな」


「じゃあ今は？」


「矢島でも、総でも、好きなように」


　総は侑登を立たせると、松葉杖を拾って慎司に渡わたし、ケガをしている側から支えるようにして歩き始めた。


　見た目よりもずっと、しっかりした身体だということがわかる。高校で何かスポーツをやっていたのか、もしかしたら大学でも何かやっているのかもしれない。慎司からはそこまでは聞いていなかった。


　部屋に入ると、総は侑登を椅い子すに座らせた。運び込まれた机の脇わきには、総のための椅子も用意されている。


「それじゃ、矢島。頼むよ」


「ああ」


　松葉杖をベッドに凭もたせかけて、慎司は部屋を出て行った。それを見送ってから、総は机の上の教科書に手を伸ばした。


　学校で使っていたものだ。九月から復学することを前提としての勉強なので、両親はそれでいいと思ったらしい。何か必要なものがあれば、総と実際に話してから、揃そろえるつもりだったようだ。


　ぱらぱらとノートを捲めくる総の手元を見て、初めて彼が左手の中指にシルバーのリングをしていることに気がついた。五ミリくらいの幅はばの、あまりゴツくはない細工のものだった。よくよく見ると、首にもシルバーのドッグタグが見えた。


　今どきの大学生だなと思った。髪かみは染めていないし、服装も極きよく端たんに流行を追ってはいないが、シルバーのアクセサリーをつけたりしているところを見ると、少なくとも慎司よりは今っぽい感じがする。


　やがて総は、ふーんと鼻を鳴らして顔を上げた。


「真面目に取ってるじゃないか」


「……一応」


「学校では、遅ち刻こくしたりサボったりしてたって聞いたけど、どうして？　こんなふうにノート取ってるやつが、授業に出なかったりする理由がわからないな」


　わからない、と言いながらも、総の目には疑問が浮うかんでいない。きっと彼の中では、推測が立っているのだ。いや、慎司からある程度の説明と、導き出された可能性を伝えられたのかもしれない。


「兄貴からは、なんて聞いてるの？」


「君が学校で、何かトラブルに巻き込まれていたんじゃないか……と言ってた」


　言いながらも、それを鵜う呑のみにしてはいない様子が窺うかがえた。だからこそ、ストレートに尋たずねてきたのだろう。


「トラブルって、どういう？」


「素行の悪い連中に脅おどされてたとでも思ってるみたいだな。いやいや付き合わされて、食べられないまでに追いつめられていた……って」


「は……はは……、そうなんだ……」


　肩かたから力が抜ぬけたような気分だった。


　家族が腫はれものに触さわるように接してきたのは、そういう理由からだったのか。てっきり気づいていると思っていたのに、見当違ちがいなことで胸を痛めていたわけだ。だが学校側が事実を隠かくしていたのだとすれば、仕方がないことだった。道理で侑登宛あての、明らかに生徒とおぼしき人間の手紙を開かい封ふうするわけだ。


「俺、なんでケガしたって思われてんの？　学校はどこまで説明したって？」


　どちらも侑登は知らないことだった。家族が誰だれも触ふれようとしないから、こちらからも言えなかったのだ。


「詳くわしくは知らない。俺が聞いたのは、お前がふざけて校舎の窓から外へ出ようとした、ってことだけだよ」


「へぇ……」


「本当は閉じこめられたんだろ？」


「っ……」


　いきなり突つきつけられた言葉に、侑登は思わず目を瞠みはった。身がまえる隙すきさえ、与あたえてもらえなかった。


「やっぱりそうか」


「……やっぱり、って？」


「脅しに屈くつして素行不良になるほど、気が弱そうには見えない。負けん気が強いのはいいけど、神経の太さがついていかなかったみたいだな」


「どういう……意味？」


　気がつくと総に対して敬語を使わなくなっていたが、注意されなかったし、何より総が不快そうな態度を見せなかったので、侑登はそのまま続けた。


「まるで俺の神経が細いって言ってるように聞こえるんだけど」


「その通りだろ？　気が弱いのと神経が細いのは違うんだよ」


　当然のことだと言わんばかりの切り返しだった。


　納なつ得とくはできなかった。自分はそんなに弱くない。骨折さえしなかったら、これからもずっと一人で立ち向かっていけたはずだったのだ。


　睨にらみつける侑登の視線を難なく受け止め、総は冷静な声こわ音ねで言った。


「何があったかは俺からは訊きかない。でもどうして誰にも相談しなかった？　どうして壊こわれかけるまで溜め込んでたんだ？」


「別に壊れてなんかいないし、溜め込んでもいない。ただの意地だよ」


「ものが食えなかったんだろ？　胃が受け付けなくて、ずっと点てん滴てきの世話になってて、ようやく吐はかなくなったところだって聞いたぞ。食えないくらいに追いつめられてたってことじゃないか。どうして認めない？」


「そんなんじゃない……」


　侑登はかぶりを振ふって、俯うつむいた。自分で思っていたよりも、否定の言葉に力がなかったことには気づいていた。


　認めてしまったら、何かが崩れてしまいそうな気がした。


　なのに総は、はっきりと言った。


「限界だったんだ」


「……違う……」


「ケガをしなかったとしても、そのうち倒れて入院するはめになってたさ。結果は同じだったな」


　ただ時期が早まっただけだと総は断言した。


　反論のすべはなかった。階段を上がるだけで息が上がるほど体力が落ちていたことは事実だったからだ。


　結局は、あの三年生の思おも惑わく通りになるばかりだったのだ。


　侑登はきゅっと唇くちびるを嚙かみしめた。


　もっと強ければよかった。もし笑って誰かに話せていたならば、こんなふうにはならなかったかもしれない。


「誰かに弱音を吐けばよかったんだよ」


　伸のばされた手が頭を撫なでてくる。本当は軽く触れただけだったが、侑登には撫でられたように感じた。


　遅おそかれ早かれ身体からだが限界を迎むかえていただろうことも、自分の弱さを認められないくらいに弱いことも、本当はわかっていた。


「悔くやしい……」


　じわっ、と目の前が滲にじんでしまう。涙なみだはたちまちあふれ出して、ぽろぽろと勝手にこぼれていく。


「負けたくなかったのに……」


　耐たえきれなくなって逃にげ出すのも、こんなふうにリタイアするのも、侑登にとっては同じことだ。大だい丈じよう夫ぶだと言い聞かせてきたものの、実際に心は耐えきれなくなり、身体にまで変調を来きたした。それは侑登にとって負けだった。


　そんな自分自身に、何より腹が立った。


「く……やし……よ……」


「ああ」


　涙が止まらない。今度のことで泣いたことなんて一度もなかったというのに、まるで涙るい腺せんが壊れてしまったみたいだ。


　しばらく黙だまって見ていた総は、やがて侑登の頭を抱かかえ込むようにして自分のほうへ引き寄せた。それはとてもゆっくりとした動作だったから、侑登も自然に総の肩口へと顔を埋うずめることができた。


「開き直ればいいんだよ。一人で頑がん張ばるのは終わりでいいから」


「う……」


　ぽんぽん、と背中を叩たたかれて、侑登は声を上げて泣いてしまった。それでも呆あきれることなく、総はあやすように背中を叩いてくれる。


　感情の嵐あらしが収まってからも、しばらくは言葉にならず、しゃくり上げるだけになってしまう。子供みたいに泣きじゃくって、侑登は総にしがみついていた。


　しゃべれないくらい泣いたのなんて、いつ以来だろう。少なくとも小学校に入ってから、そんなことはなかったはずだ。


　そう思ったら、急に照れくさくなってきた。抱だきしめられて大泣きするなんて、本当に小さな子供みたいだ。高校生にもなった男がすることじゃない。とはいえ、どうやって離はなれたらいいのか、タイミングも計れなかった。


　どうしよう──。


　鼻をすすりながら考えていると、頭の上から総の声がした。この場にそぐわないほど、笑えみを含ふくんだ声だった。


「泣くのはいいらしいよ。ストレス物質みたいなものが涙と一いつ緒しよに流れるんだってさ」


「なんだよ、それ……」


　思わず乾かわいた笑いを漏もらしてしまって、それがきっかけでそっと身体を離すと、総の腕うでもするりと背中から離れていった。


　それに心細さを感じるなんて、よほど気弱になっているのだろう。


　恥はずかしくて、顔は上げられなかった。


「問題の相手は一人だったのか……？」


　総はまた打って変わって真しん剣けんな調子で尋たずねてきた。


「基本的には一人。でも、なんとなく寮りようの中で、そういう空気になってて……」


「原因はなんなんだ？」


「知らない。だってそいつ、入寮した日に来て、追い出してやるからなって宣言して帰ったんだ。会ったこともなかったのに……わけわかんないよ……」


　今でもまったく理解できていなかった。何度か問いかけたが、わかったことと言えば、どうやら母親の実家が絡からんだ感情だということくらいだった。


「そいつの祖父じいさんて、うちの祖父さんとか伯お父じさんの後こう援えん会かいの会長なんだ。でも、自分たちは違ちがうって言ってたな。自分たちっていうのは、そいつと、そいつの父親のことなんだけどさ」


　門真という家に何か思うところがあったのかもしれないし、祖父や伯父に言いつけたって無む駄だだと言いたかったのかもしれない。どのみち侑登には最初からそんなつもりはなかったし、とんでもないとばっちりだとしか思えなかったけれども。


「あんまりバカらしいから、無視してた。何されても平気なふりしてさ。でも……だめだった。負けるもんかって思ってきたのに、負けちゃった……」


「負けたわけじゃないだろ」


「けど……」


「見返してやればいい。そのバカなガキと日ひ和よった学校に、おまえらなんか俺の人生に必要なかったって、突つきつけてやれよ」


　総らしからぬ言い方があまりにも意外で、侑登はまじまじと総の顔を見つめてしまう。涙でぐしゃぐしゃに濡ぬれた顔はきっとみっともないのだろうが、それを気にしていられる余よ裕ゆうはなかった。


　最初に抱いだいた印象とは違う。礼れい儀ぎ正しくて真面まじ目めな青年、というのは噓うそではないのだろうし、むしろ知り合いの大人の前ではあれくらいの態度が普ふ通つうだが、思っていたよりも穏おん和わな性格ではないらしかった。そして四角四面の優等生、というわけでもない。侑登にとっては付き合いやすい相手だと言えた。


　驚おどろきながらも、侑登は抱いた疑問を口にした。


「でも、どうやって？」


「そうだな……まず、その学校がお前を手放すんじゃなかったって思うくらい、いい大学に入ること」


「いっぱい勉強して？」


「ああ。やる気が出るだろ？」


「あ……うん」


　侑登がいた学校は進学校ではなかったから、いくらあそこでトップだったとはいっても、全国的にみればそれほどよくもないのが実情だ。大学の付属だから半分くらいはそのまま上がるし、外部受験をしようとしても、寮ゆえに塾じゆくへ通うこともできず、高こう偏へん差さ値ちの大学へ行きたい場合は、慎司のように一いち浪ろうして翌年に勝負をかけることになるのが一いつ般ぱん的だ。


　確かにそれは楽しい想像だった。あの学校に行っていたら無理だったかもしれない進学を果たすのは、気持ちがいいことかもしれない。


　次の言葉を期待して見つめていると、総は考え考え言った。


「バカなガキのほうは……そうだな、侑登自身が高校やめてよかったって、思えるようになることかな」


「思っただけじゃ相手にわかんないじゃん」


　口を尖とがらせると、総はくすりと笑みをこぼした。


「すぐには無理かもな。でも、そのうちわからせることはできるよ」


「そっかな……」


「たぶん、そいつは侑登の様子を知ろうとするはずだ。学校からいなくなっただけで気が済むほど、あっさりした性格でもなさそうだからな。そのときに侑登が楽しそうにしていればいいことだよ。いつまでも悔しがって学校に戻もどりたいって思ってたら、もっと悔しくないか？」


「……悔しい」


　大きく頷うなずくと、総は目を細めて笑った。どうやら侑登は、総の期待通りの返事ができたようだった。


「じゃあ、一緒に頑張ろうな」


「うん」


「で、俺は学校の授業の補足をすればいいのか？」


　問いかけながらも、彼は侑登の考えていることを見み透すかしているようだった。そういう目をしていた。


　だから侑登は、ずっと考えてはいたものの、決心がつかないできたことを総に打ち明けた。たった今、心に決めたことだった。


「大検と、受験用の勉強がいい」


「学校はやめるのか」


「うん。本当はそこまでする必要ないって自分でも思うけど、向こうから提示された通りにするのは嫌いやなんだ。だからって他ほかの学校で受け入れてもらえるような理由もないしさ。系列校蹴けってよそに行くわけだし」


　転校は意外と難しいものだと聞いている。転居だとか経済的な理由があればともかく、侑登はそのどちらにも当てはまらない。イジメを証明できれば受け入れてもらえるらしいが、こちらは侑登にとって問題外だった。


「最後の意地だから、見み逃のがして。今回のことでは、もうこれ以上変な意地張らないから」


　行けばきっと楽しいこともあるだろう。学校で学ぶのは勉強だけではないということも、理解しているつもりだった。けれどもここだけは譲ゆずりたくない。教師は違えど、経営者が同じで、そもそも今回の提示だって元を辿たどればその経営者から出たはずなのだ。


　総はかすかに嘆たん息そくしただけで何も言わなかった。


「それで、ずっと俺の勉強見てくれたら嬉うれしいんだけど……」


「ずっと？」


「うん。総さん、二年生だから……えっと、俺が受験するときまだ大学生だよな。就職活動の合間でいいから、そのときまで見てくれないかな」


「俺はいいけど、専門の家庭教師のほうがよくないか？」


「いいんだ。じゃなくて、総さんがいい」


　じっと目を見つめて侑登は訴うつたえた。どれだけ自分が本気であるか、どうしても総にわかって欲しかった。


「だってさ、他の人じゃ一緒に頑がん張ばることにならないじゃん。俺、総さん以外の誰だれにも、本当のこと言う気ないよ」


「まだ実際に勉強を見てないんだぞ？　俺が教えるのに向いてるかどうかもわからないのに、そんなこと言っていいのか？」


「絶対、上手うまいよ」


　それは確信だった。だって総の言葉は、水が染しみこんでくるようにするすると侑登の中に入ってくる。初対面のようなものなのに、侑登はもうこんなにも総を信しん頼らいしている。


　ほんの数十分前の侑登と今の侑登は、明らかに違うのだ。そんなふうに思わせてくれた人が、侑登にとっていい教師でないはずがなかった。


「ほんとは誰にも言うつもりなかったのに、気がついたら全部言っちゃってたし……そのおかげかもしれないけど、すげー気が楽になったし」


「あれだけ泣けばすっきりするだろ」


「い、言っとくけど、泣いたことなんかなかったんだからな……！」


「わかってるよ。泣けてたら、もう少し楽になれてただろうし」


　真面目な顔で返されて、侑登はうっと言葉に詰つまる。なんだか妙みように気き恥はずかしくなって、ぷいっと横を向いた。


　それでも、言葉だけは素す直なおに伝えた。


「……今はさ、絶対に頑張るって気になってるよ。意固地になってるときの頑張るじゃなくて、もうちょっといい感じの」


「そうか。まぁ、誘ゆう導どう尋じん問もんの成功と、家庭教師としての能力は関係ないと思うけどな」


　苦く笑しようしながらも、総は自信がないとは言わなかったし、侑登の頼たのみを断りもしなかった。その事実に、ほっと胸を撫なで下ろしながら、侑登は言った。


「誘導尋問だったんだ……」


「泣きたそうだったから、泣かせてやろうと思っただけだよ。正直、勉強を教えるよりこっちのほうが大事だと思ったんだ」


「……うん。そうかも……」


「どうして俺が、家庭教師を引き受けたと思う？」


「え？　それは……兄貴に頼まれたからだろ？」


　きょとんとして答えるが、それは正解ではなかったらしい。もちろん切っ掛かけではあったのだが、承しよう諾だくした理由でないという。


　黙だまって正解を待っていると、総は再び手を伸のばして、さっきよりも少し乱暴に侑登の髪かみをくしゃりと乱した。


「侑登が大変なことになってるって聞いて、居ても立ってもいられなくなったんだ」


「え……で、でも……ずっと会ってなかったし、俺なんか兄貴に言われるまで総さんのこと思い出しもしなかったし……」


「俺はちゃんと覚えてたよ。たった二年だったけど、侑登は可愛かわいい従兄弟いとこだったしな。俺も小さかったけど、侑登はもっと小さくて、ちょっと目を離はなすと、すぐにどっかへ行っちゃって危なっかしかったんだ」


「なんかそれ……親にも兄貴たちにも言われた……」


「可愛かったけどな。なんていうか……俺がちゃんと見てなきゃって思ってたよ。あの頃ころの俺には、侑登は守らなきゃいけないものだったんだ」


　なんだかとてつもなく恥ずかしくなってきて、侑登は顔を赤らめた。いくら赤ん坊ぼうに近い頃のこととはいえ、面と向かって言われたら、うろたえてしまうではないか。


　総の表情が甘くて優やさしいから、余計に照れくさかった。


「血のつながりも、今は戸こ籍せきのつながりもないけど、侑登は大事な従兄弟なんだ」


「……うん……」


　また涙るい腺せんが緩ゆるみそうになって、慌あわててそれを引き締しめた。今度は悔くやしさからではなく嬉しさからだが、一度緩んでしまうと癖くせになるのかもしれなかった。


「ただし、勉強中は容よう赦しやしないぞ」


「うん」


「俺のことも、先生って呼べよ」


　冗じよう談だんめかして笑う総につられて、侑登は思わず笑ってしまった。


「わかりました、先生」


　自然に笑えみがこぼれたのは、ずいぶんと久しぶりだった。











　結局、初日は勉強をまったくやらなかった。学校の授業ではなく、受験に向けた勉強をするということになり、いろいろと話し合って今後のことを決めたのだ。


　誰かと一いつ緒しよに何かをする、というのは、とても楽しかった。もちろん今まで何もかも自分一人でやってきたわけではないが、こんなふうに相手に自分をさらけ出し、同志のような気持ちを抱いだいたことは一度もなかった。


「教材を揃そろえないとな。明日にでも見てくるよ」


「俺も行きたい」


「まだ無理だ」


　言い切られてしまうと、侑登にはどうにもできなくなる。一人で行けるものでもないし、一緒に行くとなったら、総にかなりの負担をかけることになるのだ。


「治ったら、行こう。俺が買ってくるのは、当面の分だから」


「……うん」


「あ、もうこんな時間か」


　時計を見て総は呟つぶやいた。勉強のために割り当てられていた時間から、すでに十分は過ぎていた。


　今日は初日ということで、総には夕食時まで残ってもらい、仕事から帰った父親を交えての食事ということになっている。


　だからちょうどいいと思った。


　部屋から出て来た侑登を見て、母親は大きく目を瞠みはった。泣きはらした目をしているのだから無理はなかった。彼女はすぐに視線を総に向け、おそらくは問いかけのために口を開こうとしたが、それより早く侑登は言った。


「総さんに全部話して、思いっきり泣いたら、なんかすっきりしちゃったよ」


　笑顔は無理に作らなくても大だい丈じよう夫ぶだった。憑つきものが落ちたみたいな気分というのは、こういうことを言うのかもしれないと思う。


「どんなこと話したの？」


「内緒。総さんに訊きいてもだめだよ。ちゃんと口止めしてあるし」


　いたずらっ子のように笑って、侑登はソファに座った。


「すみません。約束を破るわけにはいかないので、俺には訊かないでくださると助かります」


　ほんの少し冗談めかしてはいるが、真しん剣けんなのは伝わっているのだろう。母親にしても慎司にしても、気になって仕方がない様子だったが何も言いはしなかった。


「それと、決めたことがあるから聞いて。俺、高校やめる。総さんにもさっき言ったんだけど、系列校には行かないで大検取って受験するから」


「え……？」


「もう決めたんだ」


「侑登……！」


　黙っていられなくなった慎司が、ひどく困こん惑わくした様子で声を発したが、後の言葉は続かなかった。まっすぐに見つめ返した侑登の目に、固い決意を見たからだろう。


「わがまま言ってごめん。でも、行きたくないんだ。その代わり、ちゃんと頑張るから。逃にげるんじゃないから安心して」


　今度は頑張りすぎないように頑張る。自分に言い聞かせるように、そして総に伝わるように、侑登ははっきりと言った。


「門真の家には、俺からちゃんと説明するから」


　本当は母親の実家──門真家に進路のことで口出しされるいわれはないと思うのだが、若木家の場合は少し事情があって、そうしなければいけない形になってしまっている。


　今まではそれでもいいかと思っていた。子供の頃から門真家の発言力が大きな家庭で育ってきたから、よそでもそういうものだと思っていた節もあったし、強く望んだ進路があったわけではなかったから、母親の実家から推おされた学校へ進むことにもさほど抵てい抗こうはなかったのだ。だがもう違ちがう。侑登には侑登の考えがあり、希望がある。言いなりになる気は、まったくなかった。


「だから、認めてください。お願いします」


　真剣な態度で頭を下げる侑登に、母親も慎司も異を唱えることはできなかった。




３







　エアコンが効いた室内で、侑登はカリカリとペンを走らせていた。


　単語を覚えるのは得意だから、このあたりは引っかかることなく解答を次々と導き出せる。どちらかというと文法が苦手なのだ。


　机の上には、ペットボトルが二つ。水分補給のため、総があらかじめ用意しておくように母親に頼たのんであるものだ。途と中ちゆうで人が入ってくるのは邪じや魔まだから──という言い方はしなかったが、つまりはそういうことらしい。


　総は週に三回、勉強を見てくれる。大学が早めに終わる日は夕方から、土曜日の今日は、午前中から夕方まで来てもらっていた。


　この形になるまでは、ほんの少しだけ大変だった。


　家の者は比ひ較かく的簡単に説き伏ふせることができた。こちらの決意が固かったせいもあるが、何よりも侑登が体調を崩くずしていた事実が効いたようだった。そして門真家の者たちも、いろいろ言ってはきたが、結局は折れてくれた。門真家まで出向いて話をした末、大学へ進むつもりがあるならと引き下がってくれたのだ。最終学歴が中学でなければいい、という意識が透すけて見えていたが、もちろん侑登は気づかないふりをした。


「う……あれ？　なんだっけ……」


「黙だまってやれ。学校でもテスト中にそんなこと言ってたのか？」


「……言ってなかったけど」


　二人きりなんだからいいじゃないか、と思いはしたが、そんなことを言おうものなら、確実に怒おこられるだろう。勉強中の総は、結構厳しいし、容赦がなかったりするのだ。


　侑登は眉み間けんに皺しわを寄せて、頭に入っているはずの単語を思い出そうとしていた。総はその横で、侑登が宿題としてやっておいた国語の読解問題の解答に目を通していた。


（結果……結果……）


　喉のどまで出かかっているのに、どうしても出てこない。とりあえず学力を知りたいと言われて、いろいろな教科のテストをやっているだけなので、本当はもっと気楽にやればいいことなのだが、今まで受けたどんなテストよりも必死になっている自分がいた。あまりできが悪いと、総に呆あきれられてしまうかもしれないと思ったのだ。


「わからなかったら、次に行ったほうがいい。配点が低い問題にいつまでも引っかかってると時間がもったいないだろ」


「あ、うん」


　言われるままに、侑登は次の問題へと移った。そういえば、高校受験のときに担任の教師が同じことを言っていたが、あのときの侑登はそれを聞き流した。侑登のレベルから考えるとあの高校は楽勝だったので、必要を感じなかったからだ。それこそ全教科で満点を取ってやるという気き概がいで臨のぞんだし、実際に侑登は主席入学だった。


　集中して最後まで解答を書き入れ、残った時間で単語を思い出そうとしたが、最後まで出てこなかった。


「終わり」


「なんだっけ……！」


「ｒｅｓｕｌｔ」


「あーっ、そうじゃん！　なんで出てこなかったんだろ……うー、悔くやしい」


　手のひらで、ばんばん机を叩たたいて騒さわいでいると、総は何やらじっと侑登を見つめ、納得した様子で顎あごを引いた。


「よく悔しがるよな」


「えっ？　あ……うん、そうかもね。なんかさ、できるはずなのにできないと、悔しいじゃん。まったく手が届かなかったりすると、平気だけど」


「なるほどね。闇やみ雲くもに負けず嫌ぎらいじゃないわけだ」


「別に負けず嫌いじゃないよ。自分的に負けたくないこととか、負けたくない相手に負けるのが嫌いやなだけ。普ふ通つうだろ？　総さ……じゃなくて、先生と勝負して負けるのは、全然平気」


「そうなのか」


　くすりと笑って、総は手元の紙に目を落とした。


「先生が俺より頭よくても背高くても、モテモテでも、平気だし」


　言いながら、侑登は説明のつかない違い和わ感を覚えた。本心からの言葉なのに、何かが変だった。たとえ総のすべてが侑登より優すぐれていたとしても、ひがんだり妬ねたんだりしないし、劣れつ等とう感なんてものとは無む縁えんだ。そう言い切れるだけの自信はあるのに──。


　侑登の心情に気づくことなく、総はさらに笑った。


「関係ないだろ、それは。そもそも勝ち負けなのか？」


「た、たとえばの話だよ」


「とりあえず、戻もどろうか」


　総は侑登の目の前で、終えたばかりのテストを採点していく。間違えたところは、一つ一つ赤で書き込みながらの解説をくれるのだ。


　総はどの教科を取っても苦手ということがないらしい。だからといって、わからない人間のわからなさを理解しないわけでもなく、こちらが理解するまで根気よく教えてくれる。先日の物理は、総もかなり大変だったはずだ。


　今日の英語は、侑登も自信があるのだが。


「よくできてる。英語は得意なんだな」


「うん」


「こっちの読解も問題なしだ。本を読むのは好きか？」


「中学まではよく読んでたかな。高校入ってからは、全然読んでないや……。ほんとに余よ裕ゆうなかったんだなぁ……」


　思えばこの数ヶ月、侑登がしていたことといえば勉強ばかりだった。学校ではもちろん、寮りように戻ってからもそうだ。とにかく成績を下げてなるものかと、強きよう迫はく観かん念ねんのように思っていた気がする。それ以外の意識は、周囲に注意を払はらうことに使っていた。いつ、どうやって、相手が何をしてくるかわからなかったからだ。


　冷静に考えれば、身体からだを壊こわすのは当然だった。部屋で眠ねむるときですら、侑登は安らげなかったのだ。


「そうだ。読みかけの本があったんだ……」


　入寮するときに何冊か持って行った本は、おそらく半分も読んでいないはずだ。戻された荷物の中に入っていたはずだから、今は二階の部屋にあるだろう。


　独り言ごちている侑登をよそに、総はすべてのテストの結果を眺ながめている。


「英語は俺よりできてるな」


「え？」


「侑登にやらせたのは、俺が高校一年のときの中間テストの問題だよ。母がなんでも取っておく人だから、電話して送ってもらったんだ」


　彼が大学に入ると同時に、彼の母親は実家のある長野に戻り、商売を始めたと聞いている。母親と二人で住んでいたマンションに、総はそのまま一人で暮らしているのだ。


「そ……そうなの？」


「比ひ較かくできて、ちょうどいいだろ」


「えっ、いやでも……先生と比較されても……」


　もごもごと口の中で呟つぶやいていると、総は顔を上げて侑登を見つめてきた。


「少なくとも英語は俺よりできてるって言ったろ。ちなみに俺の当時の学年順位は、二位」


「それって……」


　総が通っていた高校は、都内でも有名な進学校だ。偏へん差さ値ちは知らないが、けっして低くないことだけはわかる。


「これなら、たぶん二十位以内には入れる」


「ほんと？」


「ああ。予想以上だった」


　満足げに言われて、侑登のほうが嬉うれしくなってしまう。単にもっとレベルが低いと思われていただけかもしれないが、期待はずれだと思われなければそれでよかった。


　褒ほめられるのは嬉しい。総に褒めてもらいたくて、そして認めてもらいたくて、余計に頑がん張ばっていることは確かだった。


　おまけに初日に大泣きして気持ちを吐と露ろしたせいか、今までになく素す直なおに自分を預けることができる。肩かた肘ひじを張ることなく、安心して落ち着ける場所があるというのは、こんなにも心ここ地ちがいいことだと知った。


「今か今かと待ってる頃ころだな」


　時計を見て、総は言った。そろそろ昼食の時間だ。


「なんか、いい匂においしてるね」


　今日は母親が外出しているので、家にいる慎司がピザを取ってくれると言っていた。もちろん事前にリクエストはしてある。


　総がドアを開けると、遠くから慎司の声がした。どうやらこの部屋で食べることにしたらしい。母親がいないからこそだ。


　慎司に言われて総は折り畳たたみのテーブルを運び入れ、クッションを三つ床ゆかに置いた。それから慎司が持ってきた三人分のピザと二リットルのウーロン茶のペットボトル、そしてグラスを三つ置けば、ランチの用意はすべて調ととのった。


　侑登は総の手を借りて、ゆっくりと床に座った。


「なんかピザなんて久しぶりだなぁ」


「母さんが留守のときじゃないとね」


　必要もないのに声を潜ひそめて言ってから、慎司は美味うまそうにピザに齧かじり付いた。


「部屋で食べたのバレたら怒られちゃうね」


「後で窓開けて換かん気きしよう」


「えー、今日かなり暑いよー」


　侑登は窓の外を見て、目を細めた。


　空から梅雨つゆのまま六月の末になり、日差しはとっくに夏のそれになっている。あの学校を去った頃は、まだ夏は遠いと思っていたのに。それとも山の中だったから、こちらよりは涼すずしいというだけだろうか。


　いや、そうじゃない。そもそも侑登は、暑いとか寒いとか、天気がいいとか悪いとか、そんなことを感じる余裕さえなくしていたのだ。何かを食べて美味いと思ったことも、あの頃はなかった気がする。


「何笑ってるんだ？」


　総に顔を覗のぞき込まれ、侑登は思っていたことを素直に口にした。


「ご飯が美味いって、いいなーって思って」


「侑登……」


　慎司が思いがけない反応を示したことで、侑登はしまったと思った。何気ない言葉だったのに、とても深刻に取られてしまったと気づき、焦あせってフォローしようとすると、横から総が呆あきれたように言った。


「宅配ピザでそれを言うのも虚むなしいな」


「だ、だってピザ、久しぶりだし。総さんは……あっ、わかった。一人暮らしで、こういうのばっか食べてんだろ」


　場の雰ふん囲い気きを変えようとして、侑登は不自然にならない程度に声を弾はずませる。


「そんなことないよ」


「アヤシイ。もしかして普ふ段だんはコンビニ弁当とかカップ麵めんだったりして？　意外に部屋とかも汚きたないとか？」


「普通」


「ふーん、綺き麗れいとは言わないんだ？　掃そう除じしてくれる彼女とかいないの？」


「彼女はいるよね？　掃除はなかなか、してもらえないけど」


「え……っ？」


　口を挟はさんできた慎司の顔を、侑登はまじまじと見つめてしまった。それから総を見ると、彼はひょいと肩を竦すくめただけで、否定も肯こう定ていも口にしない。代わりにまた慎司が説明をした。


「アメリカに留学してる彼女がいるんだよ」


「へぇ……そうなんだ」


「写真も持ち歩いてるもんな」


「……今も？」


　ひどく意外な気がして、侑登は総に尋たずねた。これだけの条件を備えた男なのだから、彼女がいること自体は不思議でもなんでもないが、相手の写真を持ち歩き、それを他人に見せたことがある、というのは、イメージにあわなかった。


　もっとも侑登が知っている総なんて、まだほんの一部なのだろうけれども。


「結構、可愛かわいいよ」


「見たことあるんだ？」


「前にね。今日も持ってるんだろ？　侑登に見せてやってよ」


「い、いいよ」


　侑登は慌あわてて手を振ふり、ピザを齧った。遠えん慮りよしたわけではなくて、本当に見たくなかったのだ。


　いいと言ったものを見せる総でもなく、写真の件はそれきりになった。


「そうだ、心理学のノート、もうちょっと借りてていいか？」


「ああ、うん。来週までに返してくれればいいよ。コピー取って渡わたせばよかったんだよね。読みづらかったらごめん」


「いや、綺麗なノートだったよ」


　友人同士の会話を、侑登は黙だまって聞いていた。聞いているしかない、といったほうが正しいかもしれない。口を挟めるような話題ではないし、強ごう引いんに自分のわかる話に引き戻もどせるほど図ずう々ずうしくもなれない。総に嫌きらわれるような真似まねはしたくなかった。


　黙もく々もくとピザを食べながらも、疎そ外がい感にテンションは下がっていた。早く勉強の時間になればいいのにと、心の中でだけ呟いた。











　ギプスが無事に外れた後も、侑登はリハビリのために病院に通わなければならなかった。


　ずっと使っていなかった脚あしは筋肉が落ちてさらに細くなっていて、まだ当分は思うように動けないだろうことを侑登に予感させたが、それでも歩くようになってくると、徐じよ々じよに元に戻ってくるから人の身体からだというのは不思議だ。


　リハビリのために、総に病院の送り迎むかえをしてもらうのも、これで三度目だ。八月はもう目の前だった。


「もうしばらくリハビリは続くな」


　当初は全治二ヶ月、という診しん断だんだったが、どうやらリハビリ期間を入れると少し延びることになるらしい。だが総との病院通いは楽しいものだった。すでに夏休みに入っている総は、時間があるからと毎回家まで来てくれて、病院に付き合ってくれるのだ。せがめば寄り道もしてくれるので、先日は一いつ緒しよに教材を買うために大型書店に行ってもらったし、疲つかれたと言えばカフェにも入ってくれた。久しぶりの外出にはしゃぐ侑登に、家の者もまっすぐ帰れとは言えず、適度に付き合ってやってくれと総に頼たのむのがせいいっぱいらしかった。


「うん……でも、いいや。ギプス取れて、いろいろマシになってきたし」


「マシって？」


「だから、邪じや魔まくさかったりとか……いろいろだよ」


　侑登はとにかくいろいろだと言って、まだ貧ひん弱じやくな脚をさすった。


　本当にマシになったと思う。ギプスを外したそのときは、自分の身体の一部ながら、くらくらとめまいがしそうな状態だった。


　暑いのを我が慢まんして、総と会うときはいつも丈たけの長いパンツを穿はいていたから気づいていないようだが、ついこの間まで、左足はあせもだかなんだかの湿しつ疹しんやらなんやらで大変なことになっていたのだ。


「やっと普通になったんだ。まだ筋肉は足りないけどさ」


「ああ……そうか、ずっとギプスしてたもんな」


　隣となりから一いつ瞬しゆんだけ視線を投げ、総は納なつ得とくしたように頷うなずいた。


　マシな状態になったので、侑登は膝ひざ丈たけのハーフパンツを穿いているが、空すいている電車の中は冷れい房ぼうが効きすぎていて少し寒い。せっかくマッサージでほぐしてもらった関節が、これでまた固まってしまうのでは……などと思っていると、まったく予想外の感想が聞こえてきた。


「よかったじゃないか。綺麗に戻って」


「き……綺麗……？」


「綺麗な肌はだだよ。知らなかったか？」


「な、何言ってんの……」


　恥はずかしくなって、侑登は俯うつむいてしまった。もしかしたら、顔が赤くなっていたかもしれない。


　言った本人は、まったく意に介かいしたふうもなかった。


　一人でうろたえているのがバカみたいだ。よく考えてみれば、こんなに動どう揺ようする理由なんかなかったのだ。


　大きく息を吐はき出して、侑登は顔を上げた。降車駅までは、あと二つだ。今日は寄り道をせず、まっすぐ家に戻って勉強することになっている。


　勉強を見てもらうようになって一ヶ月ほどが経たち、身体のほうも順調に回復しているし、食欲もそれなりに戻った。まだかつての量は食べられないが、楽しそうに食事をする姿は、家族をかなり安心させているようだった。


　駅から家までの距きよ離りを、ゆっくりと歩く。梅雨が明け、暑い日が続いているが、夕方の日差しはそれほどきつくない。長い影かげが、行く手に向かって伸のびていた。


「いくらバイトだからって偉えらいよなぁ……」


「うん？」


「夏休み、俺のせいで潰つぶれてるじゃん。彼女、帰ってきたりしないの？　ていうか、会いに行ったりもしないの？」


「向こうも忙いそがしいんだよ」


「ふぅん……寂さびしくないんだ？」


「もう慣れた」


　総は言葉少なに答えて、ふっと空を見た。彼女のことでも考えているのかもしれないと思ったら、話しかけられなくなった。


　家まではもう少しだ。自然と歩調が速まったのは、早く涼すずしい場所に入りたかったからだ。「ただいまぁ」


　出で迎むかえてくれた母親から冷えたペットボトルとコップを受け取り、侑登は総と共に、ようやく二階に戻された部屋に上がった。


　喉のどが渇かわいていたせいか、五〇〇mlのペットボトルの半分ほどが、あっという間になくなってしまった。


「ずいぶん元気になったよな」


「若いもん。けど、半分は総さんのおかげだよ。特に気持ちの問題とかは、完かん璧ぺきに総さんのおかげ」


「俺は役に立ったか？」


「当たり前じゃん！　ていうか、役に立ったなんて言葉で片付けるのは、なんか違ちがうよ。もっとさ、なんか……上手うまく言えないけど、総さんが来てくれて、ほんとによかったなって思うんだ」


　侑登は椅い子すごと総に向き直り、必死でこの気持ちを訴うつたえた。だがどんなに言葉を尽つくしても、きっと伝わりきることはないだろう。それがもどかしかった。


「だから、ずっと俺のこと見てて」


「クビにならなかったらな」


「そんなの絶対させないもん」


「じゃ、そのためにもしっかり結果出さないとな。ああ、そうだ。結果の英単語は？」


「ｒｅｓｕｌｔ！」


「よし」


　笑って頷いてくれるのが嬉うれしいあまりに、侑登はつい注意力散さん漫まんになり、机に向かおうとした拍ひよう子しに左足をぶつけてしまう。


「痛っ……」


「侑登！」


「だ、大だい丈じよう夫ぶ……ちょっとぶつけただけ……」


　音の割に大したことはない。痛みはするが、それは角にぶつけた打だ撲ぼくによるもので、骨への影えい響きようはないはずだ。


　なのに総はしゃがみ込んで、侑登の左足に両手で触ふれてくる。確かめないと気が済まないらしかった。


「平気だってば……」


　声が上うわ擦ずりそうになって、侑登は掠かすれたように小さな声で言う。心臓がばくばくと音がしそうなほど速く動いてしまっていた。


「少し擦りむけてる」


「そんなの唾つばつけとけば治るし」


「……」


　一瞬の間があったように思ったのは、気のせいだろうか。総はふっと息をつくと、侑登の足を床ゆかに下ろし、元のように椅子に座り直した。


「後で、絆ばん創そう膏こうでももらってくるよ」


「あ……うん」


「せっかく綺き麗れいになったのに、また傷ができちゃったな。あ……そういえば、ギプスが取れたんだから、何かお祝いをやるよ。何がいい？」


　唐とう突とつな問いかけに、侑登は目を白黒させた。おそらく思いつきを口にしたものだろうが、何かくれるという申し出は嬉しくて、唐突な話題の転てん換かんについて深く考えることは放ほう棄きした。それよりも、何をもらおうかを考えたかった。


「ええと……」


「完治祝いが来月あたりに控ひかえてるから、今回はお手て柔やわらかにな」


「じゃあ、それがいい」


　侑登は総の左手を指さして言った。いつもはめているシルバーのリングが、前からとても気になっていたのだ。


「これか……？」


　総はまじまじと自分のはめているリングを見つめた。


「うん」


「メーカーがわからないんだ。適当にどこかで買ったから、店もうろ覚えだし……同じものは難しいから、似たようなのでいいか？」


「それはダメ？」


「人が使ってたものじゃ嫌いやだろ？」


「そんなことないよ。古着だって、ちょっとは持ってるし」


　侑登はとっさに噓うそをついた。本当は古着など一着も持っていなかった。むしろ人が身に着けたものに対して抵てい抗こうがあるタイプなのだ。


　だがそのリングだけは例外だ。どうしても、それでなくては嫌だった。


「安上がりになっちゃったな。その分、完治祝いで奮発するか」


　言いながら総はリングを外した。じっとそれを見て、小さく「ちょっと変色し始めてる」と呟つぶやいて、侑登の手のひらを取ってそこに載のせてくれた。


　侑登はぎゅっと、手を握にぎり込んだ。


「ありがと。約束ね」


「何を言われるやら、だ」


「今から考えとくから覚かく悟ごしといて」


　自然と口元がゆるゆるになってしまう。手の中のリングを右手の人差し指にはめてみたが、それでもまだ緩ゆるかった。


「細い指だな」


「女の子ほどじゃないよ」


「それはそうだろ。侑登は男なんだし」


　一いつ緒しよにするなと言われた気がした。男にしては細いというだけの話なのに、自分でもどうして女の子を引き合いに出したのかわからなかった。


　あるいは、と思う。頭の中に、総の彼女のことがあったのかもしれない。今日もきっと写真を持ち歩いているだろう、彼女のことが。


「ちょうどいい指がなかったらチェーンでも通せばいい」


「うん」


　そのほうがいい気がしてきた。総のように男らしくて綺麗な指でもなく、女の人のように細くもない、こんな中ちゆう途と半はん端ぱな指にはめるより、首から提さげたほうがまだ見み映ばえがするかもしれない。


　それでもやっぱり嬉しくて、侑登は指にはめたリングをじっと見つめた。











「侑登、話があるんだけど……」


「何？」


　総を見送ったばかりの侑登は、玄げん関かんドアの手前で母親を振ふり返り、小首を傾かしげるようにして問いかけた。


「こっちにいらっしゃい」


　立ち話で済むことではないらしい。侑登は黙だまってリビングへついていき、母親の向かいに座った。


　話はすぐに切り出された。


「侑登のお勉強のことなんだけど……」


　ひどく言いにくそうなその様子に、思わず表情を曇くもらせた。侑登にとってよくないことを言われるのは、わかってしまった。


　こちらが身がまえていることはあえて見ないようにしているのか、母親は言いよどみながらも本題に入った。


「プロの方に頼たのんだらどうかと思うの」


「なんで？」


「だって、最初は夏休みの間だけって考えて総くんにお願いしたのよ？　事情をある程度わかってもらったほうがいいと思ったし、まったく知らない人よりはって……」


「総さんに何か問題があるの？」


「ないけど……でも、総くんには大学だってあるんだし、受験するならもっと……」


「もっと、何？　なんで総さんじゃだめなんだよ？」


　侑登はムッとしながらも、声は荒あら立だてないようにと留意して言った。まだ結果も出ていないのに、総がだめだと決めつけられたようなこんな提案は、受け入れられるはずがない。わかっているからこそ、母親は及および腰ごしなのだろうけれども。


「このこと、兄貴にも相談したのか？」


「してないわ。お父さんと私で話しただけよ」


「そっか……」


　だったらまだよかった。慎司まで同じ意見だったら、もっとやるせない気持ちになっていただろう。


　ふっと息をついて、気持ちを落ち着かせてから、侑登はゆっくりと言った。


「あのさ、今度のことでは母さんたちにもいろいろ心配かけちゃって、高校までやめちゃって、悪いなって思ってる。だから、本当は言うこと聞きたいんだけど……でも、俺のこと何もわかってない人に、見てもらいたくないんだ」


　大学に合格させることだけを考えるプロに、侑登の思いなんて理解できるはずがないし、そもそもこっちの事情なんて言う気もない。それならば、一人で机に向かって勉強をしたほうが、ずっとマシだった。


　母親は困ったような顔をした。総の人ひと柄がらについてはむしろ評価し、信用しているはずで、侑登が立ち直ったのも総のおかけだとは思っているようだ。


　問題は家庭教師としての能力だけなのだ。


「ちゃんと結果出すから、もう少し待ってみて」


「わかったわ」


　溜ため息まじりだが、母親はしっかりと頷うなずいた。もともと成績が悪いわけではないし、まだ一年の夏ということもあり、さほど強きよう硬こうな姿勢でないのが幸いだったといえる。


　侑登は表情を和やわらげ、明るい口調で母親に言った。


「じゃあ俺、宿題やってくる。総さん、また大量にくれちゃってさ」


「あら大変」


「うん。けど楽しいから頑がん張ばるね」


　侑登は自室に戻もどりながら、きっと褒ほめてくれるから楽しいのだろうと思った。


　たぶん、本当は総に褒めてもらいたくて頑張っているのだ。課題をすべて片付けたり問題が解けるようになったり、飲み込みが早かったりすると、総は必ず何か言葉をくれる。言葉がないときでも、表情やしぐさで喜んでくれているのがわかる。それが見たくて、そして聞きたくて、侑登は余計に頑張っていた。もちろん自分のための勉強ではあるのだが、ご褒ほう美びがあると人は違ちがうものだ。追われるように勉強していた以前とは違い、目の前にニンジンをぶら下げられて走っているような感覚があった。


　部屋に戻ると、机の上にはリングがころんと転がっていた。それを拾い上げ、また指にはめてみると、自然に笑えみがこぼれた。


「鎖くさり、買わなきゃな……」


　アクセサリーを着ける習慣がなかったから、手持ちのものは何もない。今度、リハビリに付き合ってもらうとき、一緒に選んでもらおう。そう思いながら、侑登はぶかぶかのリングを外した。


　大事にしまい込もうとして、ふと手を止める。


（一人で買ったのかなぁ……）


　簡単にくれたから、自分で買ったというのは本当で、プレゼントではないのだろう。でも一人で買ったとは限らない。もしかしたら誰だれかと一緒のときに、選んでもらったということは充じゆう分ぶんに考えられる。


　そして、あのドッグタグはどうなのだろう。


（自分で買ったのかな……それとも、彼女からのプレゼント……？）


　急に胸のあたりがムカムカしてきた。誕生日、クリスマス、バレンタインデー、いくらでも機会はあっただろう。


　けれども彼女は遠い空の下だ。総の一番近くにいるのは、今は侑登なのだ。そして先に出会っていたのも、侑登であるはずだった。


　この胸むな苦ぐるしさはなんだろう。総のことを考えると楽しくて、落ち着かなくなって、少し苦しい。もらったリングを手にしていると、総の手の感かん触しよくを思い出して、心臓が早はや鐘がねを打ってしまう。


　脚あしに触ふれられたとき、なんであんなにドギマギしたんだろう。


　深く考えちゃいけないと警けい鐘しようが鳴っているのに、止まらなかった。この感情の正体を確かめなくてはいられなかった。


（まさかまさか……）


　怖こわい考えに行き着いてしまう。


　あのとき、彼女の写真を見たくないと思った。興味がなかったわけじゃなく、本当に見るのが嫌だった。


「それじゃまるで……」


　まるで、総のことが好きみたいだ。


（好き……）


　難問だと思っていたのに、あっけないほど簡単に答えは出た。一つの結論に辿たどり着いてしまうと、もう何もかもが腑ふに落ちてしまい、否定することもできなくなる。すべては、「総が好き」という一言で説明できてしまうのだ。


　侑登は茫ぼう然ぜんとして椅い子すに座っていた。


　恋こいをしたのは、初めてじゃない。まだ小学生のときに、同じクラスの女の子のことを好きになったことがある。四年生のときだ。


　けれども、失しつ恋れんは初めてだった。


「男……だし、彼女……いるし……」


　二重の意味で、大きな壁かべがある恋だった。


　自覚とすると同時に失恋するなんて、ついてない。もっとも期待できるような状じよう況きようではなかったから、ショックも最小限で済んだのかもしれないけれど。


　侑登はリングを握にぎりしめたまま、机に突つっ伏ぷした。


「宿題、やんなきゃなぁ……」


　呟つぶやいてはみたものの、力が抜ぬけたようになって、どうしても顔を上げることはできなかった。




４







　さすがにあの直後は、体調不良を理由にして勉強の予定をキャンセルしてしまったが、それは一回きりだった。


　恋を自覚し、失恋したものの、意外なほど侑登の立ち直りは早かった。自分も相手も男だという事実が、どうせ成じよう就じゆしないものだから仕方がないというところに早く落ち着いた最たる理由だった。


　侑登が勝手に好きになってしまったというだけの話だ。それ以外は、今までと何も変わらない。総は相変わらず優やさしいし、勉強中は厳しいながらもちゃんと褒めてくれる。二人だけでいられる時間がとても楽しいから、それを失わないために、侑登は今まで以上に熱心に勉強に打ち込んだ。


　結局、何よりも強かったのは、総と一いつ緒しよにいたいという気持ちだったのだ。


　態度が変わらないようにするために、侑登は今までよりも、はしゃぐことが多くなった。幸いなことに、リハビリが順調でケガが確実に完治へ向かっている時期と一いつ致ちしていたから、総を含ふくめて周囲は不自然に思わなかったようだ。


　実際に、身体からだが元通りになっていくのはとても嬉うれしいことだった。


　もらったリングは、机の引き出しにしまったままで、ほとんど身に着けることがない。鎖も買ってはいなかった。だが総は、特に疑問を抱いだいてはいないようだ。


　侑登が駆かけ寄っていくと、いつものように病院まで付き合ってくれていた総は、ひどく心配そうなそぶりを見せた。まだ走ってはいけないと思ったらしく、思わず立ち上がってこちらに近づいてこようとした。


「大だい丈じよう夫ぶだよ。あのね、めでたく卒業だって」


「リハビリはもういいってことか？」


「うん」


　それは嬉しいことであると同時に、総といる時間が少し減ったことをも意味した。だが残念に思う部分は微み塵じんも出さず、侑登は通院しなくていい喜びだけを出すことにする。


「二ヶ月ちょっとかかったね」


「一時はもっとかかるかと思ってたよ」


「実は俺も。でも、これで大手振ふって遊びに行けるかな。ケータイも買ってもらえるし」


　完治したら買ってもらうことを、両親と約束していたのだ。入にゆう寮りようのときに買ってもらった携帯電話は、嫌いやがらせの一いつ環かんで壊こわされてしまい、それっきりになっていた。新しくしても同じことだろうと思い、いらないと言い続けていた。入院してからは必要を感じたが、そのときは両親が外部との接せつ触しよくを警けい戒かいして難色を示し、ここまで持ち越こされてしまったのだった。


　病院を出て駅まで歩きながら、侑登は携帯電話を見ようと訴うつたえた。駅前にはその手の店があるはずだ。とりあえずは機種をチェックしようというわけだ。


「それはいいけど、俺へのリクエストは考えたのか？」


「もちろん。スペシャルなの考えたよ」


「怖いな。なんだ？」


　そんなことを言いながらも総は笑っている。


「夜遊び」


　にっと笑みを見せると、総は虚きよをつかれた顔をして、まじまじと侑登を見つめ返してきた。ものをせがまれると思っていただろうから、このリクエストはかなり予想外だったはずだ。


「夜遊びねぇ……」


「驚おどろいた？」


　半分くらいは総が驚く顔が見たかったというのが理由だが、夜の街で遊んでみたいというのも本当だった。こう見えても侑登は中学の頃ころからとても真面目まじめで、ライブなどで多少帰りが遅おそくなることはあっても、いわゆる夜遊びとは縁えんがなかったのだ。そして高校に入ってからは言わずもがなだ。


「そう来るとは思わなかったな」


「バーとか、そういう感じのとこに行ってみたいんだ。酒出すとこ」


「ダメだ。お前、まだ十六になったばかりだろ？」


「えー、約束したじゃん」


「奮発するとは言ったけど、なんでもＯＫだとは言ってない。夜遊びなんて、ご両親が許すはずないだろ」


「言わないよ。黙だまって行くの」


　許可が下りるとは思っていなかった。侑登の年ねん齢れい的な問題もさることながら、兄たちが揃そろいも揃って超ちようがつくほど真面目だったので、十代が夜遊びをするという概がい念ねんがまったくないのだ。


「無理だ」


「総さんちに泊とまりがけで勉強しに行くことにしようよ」


「侑登……」


　呆あきれ顔で聞いていた総は、それでも首を縦に振ってくれなかった。


「もしバレたらどうする？　侑登に夜遊びさせたなんてことになったら、俺の信用はガタ落ちだ。家庭教師、下ろされるかもな」


　だから諦あきらめろと言いたいらしい。もちろん最初からすんなり承知してもらえるとは思っていなかったので、侑登は考えておいた策を提案した。


「バレても平気だよ。俺が悪いことにすればいいんだもん」


　侑登のわがままということにすれば、大たい抵ていのことは済まされそうな気がする。今は夏休みだから、やりようはいくらでもあった。


「たとえばさ、俺がどうしても夜遊びしたくて学校の知り合いに連れん絡らく取ろうとしてたから、仕方なく総さんが付き合ってくれた……とか。そんなに間ま違ちがってないだろ？」


「そんなに行きたいのか？」


「うん」


　行ってみたいという好こう奇き心しんによるものが大きいのだが、少しばかり羽目を外してみたいという考えも、侑登の頭の中にはあった。そして夜の街において総がどんなふうなのかにも興味がある。堅かたい兄たちとは少し違う彼だから、別の一面が見られるかもしれない。


　総はしばらく黙り込み、いろいろと考えを巡めぐらせていた。侑登を諦めさせようとしているのか、それとも叶かなえてくれる方向で策を練っているのか、顔を見ているだけでは判別できなかった。


　今日は朝から曇くもりで、暑さも連日ほどではない。それでも歩いているうちに、汗あせがぽたりと落ちてきた。


　やがて嘆たん息そくをしてから、総は侑登を見た。


「外がい泊はく許可が取れたらな」


「いいのっ？」


「ただし条件がある。まず、時間は九時まで」


「えー、それじゃ夜遊びにならないじゃん？」


「嫌なら話は終わりってことで」


　素っ気なく言って、総は前を向く。決定権は総にあるわけだから、侑登としては条件を呑のむしかない。


「わかったよ」


「もう一つ、アルコールは一いつ切さい飲まないこと」


「そんなぁ」


「嫌なら……」


「うー……はい……」


　イメージしていた夜遊びとはずいぶん違ってしまったが、連れて行ってもらえないよりはマシだと自分を納なつ得とくさせる。それにいざ行ってしまえば、場の雰ふん囲い気きで予定とは違う流れになるかもしれない。


「ちなみに俺は泊まりに来るのを受け入れるだけだからな。外泊許可は、自分でもぎ取ってこいよ」


　協力はしないと宣言されたが、ここは問題なかった。総は両親からの信しん頼らいも厚いし、泊まるくらいは簡単に許してもらえるだろう。


「楽しみー」


「ああ、それからもう一つ」


「まだあんの？」


「俺の指示には従うこと。単独行動は禁止」


「はーい」


　侑登は頭の中でカレンダーを作り、だいたいの日程を決めた。お盆ぼんのあたりは母親が実家に戻もどるので、何かと忙いそがしくて侑登にはかまっていられまい。確か慎司もどこかへ泊まりに行く日があったはずだ。


　帰ったら、早さつ速そく切り出さなければ。


　歩きながら、侑登はどんなふうに言おうかと、頭の中であれこれ言葉を組み立てた。











　渋しぶ谷や駅からほど近い、けれどもにぎわう界かい隈わいとは駅を挟はさんで反対側にあるビルに、総は侑登を連れて入っていく。


　きょろきょろするなと言われているので、視線は総の背中に当てたままだ。


　リハビリの一環と称しようして地下二階まで階段を使わされ、着いたところはカフェバーと銘めい打うった店だった。営業は五時半かららしい。


　ガラスをはめ込んだドアからは、中の様子が見えている。


「なんか明るいね」


「どんなところを想像してたんだ？」


「もっと薄うす暗ぐらくて、いかにもバーですって感じのとこ」


　映像の中で見るような、気け怠だるそうで大人っぽい空間を期待していたのだが、ここはカジュアルな雰囲気で客層も若く、バーというよりは本当にカフェのようだった。


「そういうところがいいなら、もっと年が上の人に連れて行ってもらえよ」


「べつにそういうわけじゃないよ」


　侑登は口を尖とがらせて、ドアをくぐる総の後に続いた。まだ七時ということもあってか、店内の客はそう多くなかった。


「あれ、どうしたんだよ」


　出で迎むかえた従業員が、親しげに声をかけてきた。総とそう年は変わらないから、大学生のアルバイトなのかもしれない。


「今日は引いん率そつ」


「引率って……あ、どうも、いらっしゃい」


　彼は侑登に気づき、慌あわてて従業員として挨あい拶さつしてきたが、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱに畏かしこまった態度になっていた。


　座ったテーブル席は、店の奥の目立たないところだった。総が希望したのだ。本当はカウンターがよかったのだが、言うことを聞くと約束したのでおとなしく従った。


「ジントニックとコーラ」


「はいよ」


　普ふ通つうの客には絶対に言わないだろう返事をして、従業員は去っていく。その後ろ姿から総へと視線を戻し、侑登は小声で尋たずねる。


「知り合い？」


「……俺がたまにここでバイトしてるんだよ」


「えっ……？」


　心底意外で、侑登は啞あ然ぜんとしてしまった。


「侑登を連れて行くなら、店の雰囲気がわかってたほうが安心だから、ここにしたんだ」


「今もしてるってこと？　俺のカテキョやりながら？」


「たまにね」


「そうなんだ……」


　ほうけて呟つぶやきながら、侑登は店内をじっくりと見回した。さほど大きな店ではないが、フロアスタッフは三人ほどいる。いずれも白い開かい襟きんシャツに黒のスラックスで、総が同じ格好で働いている姿を想像したら、自然と頰ほおのあたりが緩ゆるんでしまった。


　さぞかし見み映ばえがすることだろう。


「どうした？」


「総さんもあんなふうにやってんだなーって思って」


「余計なこと考えるなよ」


　冗じよう談だんめかして軽く睨にらみつけられ、侑登は笑いながら少し座り位置を遠ざける。すると先ほどの従業員が近づいてきて、グラスをテーブルに置いた。それから、頼たのんでいないナッツ類やチョコレートをサービスだと言って置いていく。


　侑登はナッツを口に入れて、また店内を見回した。


　明るくカジュアルだが、やはりカフェやレストランとは様子が違う。そのことに満足し、コーラを飲んだ。


　両親も兄も、侑登がこんなところにいるなんて考えてもいないだろう。


　いろいろな意味で侑登が落ち着いたのは総のおかげだと認にん識しきしているし、実際にその通りなので、外泊を切り出したときも、あっけないほど簡単に許可が下りた。むしろ総の迷めい惑わくにならないかと、そちらの心配をしていたくらいだった。


「本当のこと知ったら、母さんたちびっくりするよね」


「だろうな」


「でも別に、そんなに悪いことしてるわけじゃないよな。酒は飲んでないし、ちゃんと九時には帰るしさ」


「まぁ、いいんじゃないか。家に帰らない連中に比べたら可愛かわいいもんだし」


「あ、うん」


　総はときどき、侑登の予想外のことを言う。てっきり両親や慎司からの信頼はプレッシャーとなっているのではないかと思ったのに、さして気にもしていないようだ。


　まだ付き合うようになって日が浅いから当然かもしれないが、侑登は総のことをあまり知らない。いろいろな顔があって、それを見つけるたびに侑登が喜びを感じているなんて、きっと総は知りもしないだろう。


「いつからバイトしてんの？」


「去年の秋くらいかな」


「うちの兄貴は知らないよね……？」


「ああ」


　わざわざ言う必要もない、ということらしい。どうやら侑登が思っていたよりも、彼らは親しくないようなのだ。一時でも親類だったというよしみで付き合ってはいるが、互たがいに普段は別の連中といることが多いらしい。堅かたい慎司は、もしかしたら総にとってあまりあわない人間なのかもしれない。


　ふと気がつくと、店の入り口のほうが何やらにぎやかだ。誰だれかが大声を出しているわけでもないのに、様子が変わっている。


「なんだろ……」


　じっと見つめると、新たに客が入ってきたことがわかった。金きん髪ぱつよりはもう少し落ち着いた明るい色の髪かみをした、派手な若い男だった。


「ああ……」


　納なつ得とくしたように総が頷うなずく。どうやら知り合いらしい。


「あの人も知り合い？」


「前にここで働いてた人なんだ。別の店に移ったんだけど……今日は飲みに来たのかな。臨時で入る感じじゃなさそうだし」


「ふぅん……」


　侑登はじっと、その男を見つめた。年は二十代半ばといったところだろうか、総と同じくらい背が高く、顔立ちもかなりいい部類だ。そして立ち居振ふる舞まいのせいなのか、なぜか人目を引いた。


　あまりにも見ていたのが悪かったのか、向こうが不意にこちらを見た。そしてまっすぐに近づいてきてしまった。


「よう、久しぶりじゃん」


　砕くだけた口調は、彼の雰ふん囲い気きから少しも外れたものではなかった。


「こんばんは。今日はお客？」


「ああ。お前もだろ？　引率なんだって？」


　どうやら先ほどの従業員から聞いたらしく、男は侑登の顔を見て、にやにやと笑った。そしてあろうことか椅い子すを引き、そのまま座ってしまった。


　誰もいいと言っていないし、第一この男はいいかと訊ききもしなかった。侑登はムッとして男を見み据すえた。総の知り合いだから下手な真似まねはできないが、不快感を表すくらいは許されるだろう。


「睨まれたよ。ふーん、生意気そうで可愛いじゃん。お坊ぼつちゃんに社会勉強させてんのか？」


「まぁ、そんなところかな」


「何者？」


「俺が家庭教師やってる生徒」


　総はそれ以上のことは言わなかった。説明が長くなるし、そもそも教える必要を感じていないらしい。


「へぇ……お前がね。何を教えてあげちゃってんだか」


「普通に勉強だよ」


「どうだか。俺だったら、イケナイことも教えちゃうけどなぁ。それ以前に、俺にカテキョ頼むようなやつはいねぇけどさ」


　話しているうちにグラスとオードブルが運ばれてきて、いよいよここに居座るつもりらしいと侑登は小さく嘆たん息そくした。


「ここで飲む気なんだ？」


　侑登の気持ちを代弁したように、総が溜ため息まじりに言った。


「まぁまぁ、奢おごってやるからさ」


「俺はいいんだけど……」


「ああ、教え子ちゃんか。そうだよな。俺、いてもいい？」


「別に……いいですけど」


　面と向かって訊かれたら、嫌だとは言えなかった。それに感じの悪い男ではないから、同席されるのが絶対に嫌だというわけでもないし、侑登が知らない総のことを話してくれるかもしれないという、期待感もある。ただここまでの流れが、どうかと思っただけだった。


「じゃ、許可してもらったところで自己紹しよう介かいな。俺はね、槇まき将しよう吾ごっていって、前にここで働いてたんだよ」


「若木侑登……です」


「いくつ？」


「十六……あっ……」


　言ってしまって大だい丈じよう夫ぶかと、とっさに総の顔を見ると、問題ないというように頷くだけの答えが返ってきた。


「うわ、十六だって。十も下じゃん。そうか……十歳差って、こんな感じか……」


　ふーんと鼻を鳴らしながら、将吾は何を思ってかまじまじと侑登の顔を見つめてくる。何かに置き換かえているらしいことはわかるのだが、それが何かはわからなかった。


「総とは四つ違ちがいか？　確かお前、二十歳はたちだよな？」


「はい」


「だったらそんなに離はなれてるわけじゃねぇよな。けど……二十歳と十六のカップルなのに初うい々ういしさを感じねぇのは、お前のせいか？」


　将吾はうーんと唸うなりながら総を見やった。


（カップル……？）


　啞あ然ぜんとしてしまい、侑登はぽかんと口を開けていた。いつまで経たっても総が否定の言葉を口にしないから、なおさらだった。


「相変わらず、好みのタイプが被かぶるっていうか……」


「将吾さんが広すぎるからでしょ」


「今度の子はいつもとちょっと違うじゃん」


「将吾さん」


　少し困ったように、総は苦く笑しようを浮うかべる。


　今の言い方から察するに、将吾は以前の相手を知っているということだ。いや、いつもというからには複数知っているということか。


　混乱して、上手うまく考えがまとまらない。慎司に聞いた話によれば、総は入学したときにはもう今の彼女がいたらしい。そして去年の秋から始めたアルバイトで将吾と知り合ったのだとしたら、それから一年足らずの間に何人も相手が変わったということなのか。それとももっと以前からの知り合いだったのか。いや、もっと気にしなくてはいけないことがある。将吾が当たり前のように、侑登が相手だと言ったことだった。男同士なのに、それをまったく気にしたふうもないし、総だって驚おどろいてもいなかった。


「ああ……悪い。そうだよな。いや、別に総が遊びで付き合ってるとか言ってるわけじゃないからな？　ただ俺が知ってる今までのやつらとは、ちょっとタイプが違うなって思っただけさ。それだけ本命ってことなんだろうな、うん」


　言い訳をするように将吾は侑登の顔を覗のぞき込んでくる。侑登の中の混乱は、不安だと受け取られたようだった。


「今までの……って？」


「侑登」


「下手に隠かくさねぇほうがいいって」


「将吾さんが下手なこと言ったからだろ」


「まったくその通りです。大変申し訳ありません」


　将吾はテーブルに両手をついて深々と頭を下げた。ふざけているような態度だが、本気で謝罪しているのは間違いなかった。つまり今までの言葉は噓うそでも冗じよう談だんでもないということなのだ。


　将吾は顔を上げて、再び侑登を見た。


「いや、つまりフリーのときは、そういう相手もいたって意味な」


「……えっちする相手ってこと……？」


「ぶっちゃけて言うと、そうだな」


　自分で言ったにも拘かかわらず、肯こう定ていされたら二の句が継つげなくなってしまった。ショックだったらしいと、他人ひとごとのように思った。


　彼女がいるのに、他ほかの人──それも不特定多数の相手と付き合うような人だったのか。総のいろいろな面が見たいとは思ったが、これは侑登の想像を遥はるかに超こえていた。


「悪気もなく波風立てちまったなぁ……あ、もしこれが原因で総と別れることになったら、俺に電話して。優やさしーく慰なぐさめてやるから」


　将吾は軽い口調でそう言いながら侑登の肩かたを抱だき、顔を寄せてくる。頰ほおにキスしようとしているのがわかった途と端たん、侑登は両手で将吾を押しのけていた。


「何すんだよっ……」


「ほっぺくらい、いいじゃねぇかよ」


「や、やだよ！」


「そんなに力いっぱい拒きよ否ひされると、意地でもしてやりたくなるな」


　もう一度将吾が手を伸のばしてこようとしたが、それよりも早く、総が侑登の腕うでを摑つかんだ。


「わっ……」


　引っ張られ、侑登はバランスを崩くずしながら総の胸に受け止められる。抱かかえ込まれ、こめかみあたりに総の唇くちびるを感じ、侑登は真っ赤になりながらぎゅっと目を閉じた。


（う、うわっ……）


「人の恋こい人びとに、ちょっかい出すなよ」


　耳に心ここ地ちいい声が肌はだに触ふれる。こんなに近くで総の声を聞いたのは初めてだった。


「なんか、ずいぶん初々しい反応だな」


「まだキスくらいしかしてないんだから当然だろ」


「マジ？　まだやってねぇのか？　あらららら……そりゃあまた……」


「つき合い始めたばかりなんだ」


「なるほどね」


「フォローしなきゃいけないんで、今日はもう帰るよ。行くぞ、侑登」


「う……うん……」


　顔が上げられなくて、侑登はぎこちなく頷うなずくだけの返事をした。顔の赤みはまだ引いておらず、みっともないことになっているだろう。


　入店してからまだ三十分も経っていないが、今はそれどころじゃなかった。総に手を引かれ、他の客や従業員たちの視線にいたたまれない気持ちになりつつ外へ出た。


　外はまだ蒸し暑く、重たい空気が身体からだを取り巻いた。だがそれよりも、握にぎられた手が熱くて、そればかりが気になってしまう。


「総さん……っ」


「ああ、ごめん」


　初めて気づいたというように、総は手を離した。駅へと向かう人の流れに乗って歩く間、それきり言葉はなかった。


　改札を抜ぬけて電車に乗って、総のマンションがある最も寄より駅で降りる。人通りがまばらになった道を歩き始めたとき、ようやく総は言った。


「あんなこと言って悪かったな。ああ言っておかないと、あの人は本当に手を出しかねないんだ。知り合いの恋人には、絶対に何もしない人だから」


　だから恋人だということにしたのだと言われ、侑登は小さく嘆息した。そういうことかと、まずは一つ納なつ得とくした。同時に、どこか気落ちしている自分に笑いたくもなった。


　将吾にカップルだと思われて、悪い気はしなかった。総に恋人だと言われて抱き寄せられたとき、本当は少し嬉うれしかった。


　侑登がどれだけ動どう揺ようしたか、総はまったくわかっていないのだろう。


「その……男と寝ねたことがないとは言わないけど、基本的には相手は女だから。将吾さんは同じくらいの比重だから、俺のこともそうだと思ってるみたいだな」


　やけに饒じよう舌ぜつなのは、思いがけない一面を暴ばく露ろされた動揺のせいだろうか。いつになく焦あせっているように見えるのは、おそらく気のせいではない。


　だが侑登が知りたいのはそんなことじゃなかった。


「……総さんて、彼女いるのに他の人とも付き合っちゃうんだ？　もしかして、上手くいってないの？　写真持ち歩いて人に見せたりしてんのに？」


「いや……別に上手くいってないわけじゃないんだ。つまり……その、禁欲生活にも限界があるから、誘さそわれるとたまに断れないときもあった……っていうか。あの店にいるときに、何回かあったから、将吾さんは外ではもっと機会があったと思ってるんだろうな」


「ふぅん……」


　わかるようなわからないような、曖あい昧まいな気分だ。侑登自身が性的欲求というものを強く感じたことがないせいかもしれない。


「相手は男でもいいんだね」


「好みのタイプで、相手が割り切って寝てくれるならな」


「そ……そっか」


　だったら侑登は範はん疇ちゆう外がいということだ。タイプが違ちがうと将吾も言っていたし、本来だったら総が連れ歩く相手ではないということだろう。


「荷物取ったら、帰るか？」


「え？」


「嫌だろ？　こういう男の部屋に泊とまりたくないんじゃないか？　男と寝たなんて、気持ち悪いだろ」


「そんなことないよ……！」


　侑登は慌あわててかぶりを振ふった。あまりに強い否定になってしまったことに、自分でも驚いてしまった。


　侑登は頭の中で、必死に言い訳を探した。


「そういうの、全然平気だし……。俺も、わりと……その、どっちもありかなー、みたいなとこあって」


　しゃべっているうちに、自分でもよくわからないことを口走っていたが、出てしまった言葉は撤てつ回かいできなかった。偏へん見けんはないのだと言えばよかったことなのに、かえって総を驚かせてしまったらしい。


　言葉もなく見つめてくる総に向かって、侑登は畳たたみかける。


「総さんだって基本的には女の人が好きって言うし、俺のことは好みじゃないんだし、見境なく何かする人じゃないだろ」


「信しん頼らいされているんだな」


「そりゃそうだよ。でなきゃ泊まったりしないもん。それに、今から帰ると理由とか考えなきゃいけないし、面めん倒どうじゃん」


　だから予定通りにしたいと言うと、総は納得したように頷いた。


　マンションまでの夜道では、何人もの人たちと擦すれ違った。彼らの目に、自分たちはどう映っているのかと、急に気になってしまう。


　友達か兄弟というのが普ふ通つうだろう。恋人には見えないだろうなと、当たり前のことを考えながら、侑登はちらっと総を見やった。


　外灯に照らし出される整った横顔は、もういつもの冷静さを取り戻もどしていて、何を考えているのか読めなくなっていた。




５







　マンションは駅から十分ほどの場所にあり、周囲は静かな住宅街だった。ずいぶんと前に買ったものらしいが、メンテナンスは充じゆう分ぶんになされていて、古いという印象はない。エントランスはフリーなのだが、管理人が常じよう駐ちゆうしているせいか、特に問題は起きていないのだと総は言っていた。


　戻ってきた部屋はファミリータイプの二ＬＤＫだ。母親の部屋だったところは、家具だけはそのまま残されているが、ほとんど使っていないということだった。侑登はその母親の部屋に泊めてもらうことになっていた。


「先にシャワー浴びてさっぱりしたほうがいいな。その後で、勉強しよう」


「あ、うん」


　持ってきたバッグからパジャマを取り出して、侑登は総に案内されるままバスルームに向かう。使い方の説明をし、脱ぬいだものは洗せん濯たく機きに入れるように言って総が出て行ってしまうと、思わずほっと息が漏もれた。


　なんだか意識してしまっていけない。好きだと自覚したのは今日じゃないし、総にとって自分など対象外だとわかっているのに、総のちょっとしたしぐさだとか視線に反応してしまいそうになる。


「絶対、おかしいって思うよなぁ……」


　どうやってごまかそうか。侑登はシャワーを浴びている間、ずっとそればかり考えていた。髪かみと身体を洗って汗あせを綺き麗れいに流し、洗面所でドライヤーを使う頃ころになっても、答えはちっとも出てこなかった。


　好きだなんて言ったら、総を困らせてしまうだけだ。割り切れる相手としか付き合わないというのは、つまり本気になられたくないし、なるつもりもないということだ。あくまで総の本命は留学中の彼女なのだろう。教え子に片思いされていると知って、果たして総が家庭教師を続けてくれるかどうか。頼たのみ込めば可能かもしれないが。今までと同じように付き合ってくれることはなくなってしまう気がする。


　せめて今までの関係だけでも保ちたい。ただ一人の理解者であり、協力者でもある総を失いたくはなかった。


「よし」


　ドライヤーのスイッチを切って、侑登は洗面所を出て行く。リビングにいた総は、入れ違うようにバスルームに入っていった。


　総が「普通」だと言っていたように、部屋はそこそこ綺麗で、ほんの少し雑然としている、生活感がある空間だった。一人暮らしになったときに、いくつか家具は処分したそうで、リビングにはソファやテーブルといったものはない。テレビを見るときなどはラグの上に座るらしい。


　侑登は毛足の長いラグの上に座り、昨日買ってもらったばかりの携けい帯たい電話を取り出した。いつの間にかメールを着信していたので開いてみると、差出人は慎司だった。出先から寄よ越こしたらしく、様子を窺うかがう内容だ。総に迷めい惑わくをかけるなという一文も織り込まれている。


　返信を打って、しばらくすると、またメールが来た。今度は「しっかり勉強しろ」と共に、おやすみとあったので、返事はしなかった。


　携帯電話をバッグに突つっ込んで、代わりに勉強道具を取り出す。果たしてどこで勉強するのだろうかと思いながらダイニングテーブルを見ていると、廊ろう下かの先から洗面所のドアが開く音がした。


　侑登は努めて意識をしていないふりをし、手元のテキストとノートを見ていた。


「偉えらいな。準備万ばん端たんか」


「そうでもないけど……」


「あっちのテーブルでいいか？」


「あ、うん」


　やはりダイニングテーブルなのかと思いながら立ち上がろうとすると、また侑登の携帯電話が着信を示した。音は消してあるが、バッグの中で何か硬かたいものに当たって、音を立てている。


　また慎司からのメールだろうか。そう思いながらフラップを開けると、予想外の名前が表示されていた。


「あ……」


　自然と表情が和やわらいでしまう。侑登の入院中に手紙をくれた友達は、手紙の中に自分の携帯番号とアドレスを書いてくれたのだ。どうしようかと少しだけ迷い、昼頃にようやくメールを送ったその返事だった。


　開いてみると、彼は実家に戻っているらしく、とりとめのない報告が記してあった。学校のことにも侑登の体調のことにも触ふれていないのは彼の気き遣づかいなのだろう。


　返事をしようとして、侑登はキッチンから聞こえてきた音に顔を上げた。総がコーヒーを淹いれようとしているところだった。


　急いでメールを打って送信してから、侑登は勉強道具を持ってテーブルに向かった。


　総は上半身がタンクトップで、下は薄うすいコットンのイージーパンツという出いで立ちだ。生なま乾がわきの髪はぼさぼさなのに、それは総の魅み力りよくを少しも損そこなうものではなく、見ているだけでドキドキしてきてしまう。


　気がつかないうちに、侑登はぼーっと総を見つめていた。


「侑登？」


「えっ、あ……ええと、ここでいいのかな」


　笑ってごまかしながら、侑登は椅い子すを引いた。二人用のテーブルは、勉強をするのにちょうどいい大きさだった。


　総はマグカップを手に、こちらにやってきた。


　顔が上げられない。今、こんな近くで総を見たら、ただでさえ挙動不ふ審しんなのに、説明がつけられない態度を取ってしまいそうだ。


「ありがと」


　目の前に置かれたマグカップに手を伸のばし、侑登は顔を上げないまま礼を言った。エアコンが効いた室内だから、熱いコーヒーがちょうどいいくらいだった。まして侑登は、少し前まで医者から極端に冷たいものは避さけるように言われていた身だ。


　じっと侑登を見ていた総は、向かいにあった椅子を引き寄せて侑登の斜ななめ前に座った。いつも勉強するときに取る位置だった。


「襟えりが片方、立ってる」


　すっと伸ばされた手が襟に触れようとしたとき、侑登は、思わず顔を上げた。そうして視界に総の姿を捕とらえた途と端たん、ごまかしようがないほどに赤くなってしまった。


「侑登……」


「あっ、あの……ご、ごめん……なんか……」


「……一つ確かめたいことがあるんだけど」


「何……？」


「男もありだ、って……言ってたよな」


「あ、うん……まぁね」


　本当は男がありなのではなく、総が好きなだけなのだが、侑登は引きつった笑いを浮うかべながら大きく頷うなずいた。


「将吾さんがキスしようとしたとき、嫌いやがっただろ。俺のときは、たぶん違ちがってたと思うんだけど、どうして？」


「えっ……あ……」


　指し摘てきされるまで気にもしていなかったことだ。将吾の目には、恋こい人びととそうでない男への態度の差として映ったのだろうが、違うとわかっている総には、とても不自然に思えてしまったのだろう。あのとき、あの場では侑登が恋人同士を演じる理由はなかったのだ。だから演技で総のキスを受け入れたという説明は成り立たない。


　親しさの違い、というしかないのだろうか。ひどく焦あせりながら言葉を探していると、少し離はなれたところから侑登の携帯が着信を知らせてきた。


「ごめん、ちょっと電話……」


　逃にげるようにしてバッグに駆かけ寄り、携帯電話を取り出した。かけてきたのは、先ほどの友達だった。


「はい、もしもし？」


『俺。よかった、声も元気そうじゃん』


「だから元気だって言ったろ」


　その場しのぎにしかならないとわかっていても、友達からの電話はありがたかった。安あん堵どする気持ちが表情に出てしまっていたが、友達からの電話に表情を和らげるのは不自然ではないだろうと、かまわず話を続けた。


『なんか家には電話しづらくってさ。携帯番号とか教えてくれてよかったよ。最近、どうしてんの？　どっか遊びに行ったか？』


「あ、うん。ちょこちょこね」


『彼女とかできた？』


「で、できるわけないじゃん……！」


『ムキになってるところがアヤシイなぁ。もしかして、いい感じになりそうなのがいるんじゃないの？』


「ちが……違うってば……っ」


　目の前に好きな人はいるが、別にいい感じでもなんでもない。心の中でそう叫さけんでいたら、視界の隅すみで総が動き、無意識に目をやってしまった。


　髪をタオルで拭ふいているだけの、ただそれだけのしぐさに目を引きつけられそうになり、慌あわてて下を向いた。


　総を見ないようにして話しているうちに、強く視線を感じるようになった。ダイニングから、じっとこちらを見ているのだ。長く話をしている場合じゃない。これから侑登は勉強をしなくてはいけないのだ。


　だが電話を切ったら、先ほどの話の続きをしなくてはいけないかもしれない──。


『若木？　どうした？』


「あ……うん、なんでもない……その……なんか電話で話すの初めてだから、緊きん張ちようしちゃってるみたいでさ」


『ええ？　なんだ、それ』


　ずるずると話を引き延ばそうとしているのは、不自然に思われないだろうか。総の視線が気になって仕方がなかった。


　だがいつまでも話しているわけにはいかない。侑登はちらっと時計を見て溜ため息をつき、自分から切り出した。


「あ、ごめん。ちょっと親が呼んでるから、また今度、電話する。あとメールも」


『ああ、こっちこそごめん。それじゃな』


「うん」


　電話を切って、侑登はふっと息をついた。頭の中は何もまとまっていなかったが、戻もどらなければ不審に思われてしまう。


　侑登は携けい帯たい電話を握にぎりしめ、大きく息を吐はき出した。


「友達か？」


　不意に総が声をかけてきたことに驚おどろいて、侑登はぎこちなく頷いた。だが顔は上げないままだった。


「同じクラスで、親切にしてくれてたやつ。入院中にも手紙くれたんだけどさ、学校に手紙出すの嫌で、そのままになってて……。携帯買ったから、昼間連れん絡らくしたんだ」


　事実を言っているだけなのに、なんだかとても言い訳がましいと思った。侑登自身ですらそう思うのだから、聞いている総はもっと思ったことだろう。


「侑登から友達の話を聞くのは初めてだな」


「そうだっけ……？　あ……そっか。兄貴にちょっと話しただけだったかも……」


「同じ寮りようだったのか？」


「違うよ。同じだったら、もう少し状じよう況きようはよかったかもな。そいつには、例の三年生の影えい響きようとか、あんまりないみたいだったし。冷静なやつでさ、同じ年なのに、もっと大人で……」


　言いかけて、急に納なつ得とくしたことがあった。どことなく総に似ているのだ。顔かたちはそうでもないが、声や雰ふん囲い気きが似ている。


「なんだ？」


「ちょっと似てるんだ、総さんと。雰囲気とか、声とか背格好とか」


「へぇ……」


　素っ気なく返して、総は視線を逸そらす。


　不ふ愉ゆ快かいだったのだろうか。侑登は何気なく言ってしまったが、自分が知らない誰だれかに似ているなんて話は、人によっては気分が悪いのかもしれない。


　謝ろうと口を開きかけたとき、総は視線を外したまま尋たずねてきた。


「だから、俺だと平気だったのか？」


「え……？」


「その友達と俺が似てるから？」


　思いもつかなかった言葉を聞きながら総の横顔を見たとき、侑登の頭の中で答えがはじき出された。


　好きなことにしてしまえばいい。総に似た友達が好きだから、触ふれられても嫌ではなかったが、意識はしてしまって赤くなった。男も恋れん愛あい対象としてありだと言ったことも含ふくめて、これで筋が通る。


　返事がないことに焦じれて総がこちらを向いたとき、侑登は大きく一度だけ頷いた。


「そいつのこと、好きなんだ。片想いだけどさ」


「学校をやめたくなかったのは、そういう理由もあったのか？」


「うん、まぁ……。どうせ無理なのはわかってたけど、そばにいたいじゃん。恋愛じゃなくても、好きでいて欲しいって思うし」


　綴つづった言葉は本当だった。ただし思い浮かべているのは友達ではなく総だったから、視線に熱が籠こもるのが見えないように、少し下を向いた。


「無理なのか？」


「そりゃそうだよ。彼女もいるっていうし、もしいなくたって、俺なんか対象外だしさ」


「学校で、告白されたり迫せまられたりしたことはなかったのか？」


「は……？　告白……？」


　突とつ然ぜんに何を言い出すのかと、侑登は目を丸くした。


「へぇ、なかったのか」


「な、ないよ。あるわけないじゃん……！」


　男同士の恋愛やセックスなんて、侑登はほんの少し前まで考えたことがなかった。もちろん同性愛というものがあることは知っていたが、それはどこか遠い場所での話のような感覚で、自分や周囲にあるとは思ってもみなかった。同級生に片思いしていたことになっている侑登には、まさか言えるはずもなかったけれども。


「侑登を狙ねらうやつの一人や二人いても不思議じゃないと思うけどな」


「まさか」


「自分はその同級生が好きだったのに？　侑登のことを好きだったり、犯おかしたいって思うやつがいるかもしれないって、まったく考えなかったのか？」


「お……犯……」


　侑登は口をぱくぱくさせながら、真っ赤になって総を見つめ返す。ひどく生々しい言葉に聞こえて、ひたすらうろたえてしまった。総や将吾がいろいろ言っていても、自分が犯されるのだという感覚にはまったく辿たどり着いていなかったのだ。


「それとも、好きな同級生のことは抱だきたいって思ってたのか？」


「そっ……そこまで考えてなかった……」


　これもまた本心だった。総のことは好きだが、彼とどうこうなりたいなんて考えていたわけではなかったからだ。


　総は立ち上がり、侑登のすぐ近くに腰こしを下ろした。片かた膝ひざを立てた格好で座り、そこに肘ひじをかけて、探さぐるようにじっと侑登を見つめてくる。


「でも意識はしたわけだろ？　俺に友達を重ねて赤くなるくらいには、性的な何かを感じたってことだ。考えてみて、どっちだった？」


「そんなこと言われても……」


「抱きたいと思うか？」


「えええっ……？　い、いや……それはない気がする……。だって、どうこうしたいとか思わないし」


　できない、というのが正しいのだが、そこまでは言わなかった。ちらりと総を見て、この男に自分があれこれする姿なんてとても考えられない。


　受け入れ側がすべてするというパターンもありなのだか、それは侑登の想像では追いつかないことだった。


「じゃあ、されるほうか」


　そして二に者しや択たく一いつの問題ではないことに、侑登は気づいていなかった。


「う……ん……そう、なのかな。でもそんなこと考えたって意味ないじゃん。だって、望みなんて全然ないんだからさ」


「……そいつに抱かれてみたくないのか？」


　総に抱かれてみたいか。侑登は頭の中でそう変へん換かんしてみた。抱かれたいというよりも、総と触れあってみたいというのが正直な気持ちだ。目の前にいる好きな人の、肌はだの熱さを感じてみたいと思うのは、きっと自然なことなのだろう。だから本当にその友達のことが好きだったなら、同じように思ったはずだ。


　だから侑登は黙だまって頷うなずいた。


「でもさ……」


　口にしかけた言葉は、すっと伸のびてきた手が目元を覆おおったことによって、声になる前に消えてしまった。


　いきなりのことに困こん惑わくしているうちに、唇くちびるに柔やわらかなものが触れた。


　それがキスだとわかったときには、もう離はなれてしまっていた。ただし目を覆った手のひらはそのままだった。


「総……さん……」


　キスの意味がわからない。いつまで経たっても総は何も言ってくれず、緊きん張ちよう感を伴ともなった沈ちん黙もくが互たがいの間を埋うめていた。


　意味を問えばいいだけだった。目を覆い隠かくす手をどけて、総の顔を見ればいい。


　なのに身体からだは金かな縛しばりにあったように動かず、声も出てこなかった。


　ゆっくりと総は侑登を引き寄せる。そのときも手を外すことはなく、もう一方の手で頭の後ろを押さえつけて逃にげられないようにしてから、再び唇を塞ふさいできた。


　抵てい抗こうしなかったのは、混乱のためだけではなかった。好きな相手にキスをされて、嫌いやだとは思えなかったせいもあった。たとえ侑登の合意がないキスだとしても、理由がわからないキスだとしても、身体は拒きよ絶ぜつを示さなかった。


　最初は触れるだけのキスだったのに、今度は舌先で唇を舐なめてきたり、何度も何度も啄ついばまれたりした。


　侑登が嫌がっていないとわかると、総は唇を開くように促うながしてから、するりと舌を差し入れてきた。


「っ……ぁ……」


　互いの舌が触れた瞬しゆん間かん、侑登はびくっと震ふるえて、無意識に逃げようとしていた。身体もそうだし、触れられた舌もそうだった。


　なのに総はさらに強く侑登を引き寄せ、逃げる舌を追うようにしてキスを深める。


　こんなキスは初めてだ。中学の頃ころに、好きだと言われて一ヶ月だけつきあった相手としたのは、触れるだけの、さっきみたいなキスだったのだ。


　他人の舌が自分の口の中にあるなんて気持ち悪いことであるはずなのに、嫌けん悪お感はまったくなかった。それどころか、舌を吸われたり歯列の根本を舐められたりすると、ぞくぞくとした甘い痺しびれが身体の奥底から這はい上がってくる。


「はぁ……ふ……」


　縋すがるように両手で総にしがみつき、侑登は無抵抗に口こう腔こうを犯されていた。


　気持ちがよくて、自分が芯しんからゆっくりと溶とけ出していくような錯さつ覚かくを起こす。鼓こ動どうが速まり、その音が耳にまで聞こえてきそうだ。


　ラグの上に倒たおされて、そのままさらに口腔を貪むさぼられた。


　目はまだ手のひらに覆われたままだった。


　ピッ、と小さな音がした後で、総の手が離れていった。そのときにはもう、リビングの照明はリモコンで落とされて暗くなっていた。


　明かりといえば、廊ろう下かからこぼれてくるものだけだ。だがそれも逆光になって、総の顔を見られるほどではなかった。


　キスをしながら、総の手が侑登の身体をまさぐり、下か肢しへと伸ばされる。パジャマの上から触さわられて、とっさに腰が引けてしまった。


「やっ……！　な……なんで、なんでっ……？　総さん、何……し……、あっ……！」


　パジャマのズボンのウエストから手が入り込み、直じかに侑登自身に触ふれてきた。さすがに侑登は身を捩よじり、足をばたつかせたが、総を押しのけることができないばかりか、余計にしっかりと押さえ込まれてしまう。


　ゆるゆると扱しごかれて、身体中から力が抜ぬけていった。キスに呑のみ込まれる制止の声は、あっという間に濡ぬれた喘あえぎに変わる。自分の手しか知らない侑登には、他人の手の刺し激げきは強すぎた。


「あっ、ぁ……やっ、あ……ん」


　パジャマの上から胸にしゃぶりつかれ、執しつ拗ように口で弄いじられる。強く吸われ、歯を立てられて、すぐに布は唾だ液えきで濡れてしまった。


　抵抗すれば逃げられたかもしれないし、やめてくれたかもしれない。だが侑登はそうしなかった。できないのではなく、しなかったのだ。


　好きな人に、触れたい。そして触れられたい。それがこんな形でもかまわないと思えるほどに、総が好きでたまらない。


「ふ……っぁ……ぅ、んっ……」


　身体が熱くなっていくのがわかる。息が乱れ、自分が出しているとは思えないほど甘ったるい声が、ひっきりなしに唇からこぼれ落ちた。


　気持ちよくて、もう何がどうなってもいいと思えた。


　総は何も言わず、ただ侑登の身体を煽あおることにばかり熱心だ。いや、それは侑登の願望であって、本当はどこまでも冷静なのかもしれない。冷めた目で、乱れる侑登の様を観察しているのかもしれない。


「そ、う……さん……」


「俺のことじゃなくて、好きなやつのこと……考えろよ」


「え……？　ぁっ……う……」


　何を言われたのか、よくわからなかった。


　好きな人──総の認にん識しきでは、元クラスメイトだ。彼のことを考えろということは……。


「そいつにされてると思えばいい。好きなやつの、代わりだ」


「あ……んっ……」


　呟つぶやくように告げてから、総の舌はぴちゃぴちゃと音を立て、布越ごしに侑登の乳ち首くびを愛あい撫ぶしてきた。濡れて肌に張りついたパジャマはとても不快なのに、そこを弄られるとジンとした疼うずきのようなものが生まれてくる。


　快感に乱される思考で、侑登は総の言葉をなんとか咀そ嚼しやくした。


　つまり、総を身代わりにしろということだ。目を隠してキスをしたり、部屋を暗くしたのは、だからなのだ。


　侑登は無意識にかぶりを振ふっていた。


　好きなのは総だ。だから暗がりの中で見るのは総の姿だし、聞くのは総の声だ。そして侑登に触れているのも、総だった、


　やがてパジャマは捲めくり上げられ、直に舌が絡からんできた。


「ふぁ……っ、や……」


　軽く歯を当てられた瞬間に、びくっと身体が跳はね上がってしまい、侑登はうろたえたような声を上げた。


　胸だけでも感じていることに気づかされてしまった。


　総は下着ごとパジャマのズボンを引き下げて、下肢を露あらわにしてしまう。恥はずかしいと思うと同時に、少し怖こわいとも思った。


　指は侑登の膝ひざの内側から腿ももを、触れるか触れないかの強さで撫なでてくる。それはくすぐったいような、気持ちがいいような、ひどく曖あい昧まいな感覚だった。


　脚あしの付け根まで上がってきた指は、しかしながら肝かん心じんなところには触れずに離れていく。


　もどかしい、と思ってしまった自分は、どこかおかしいのだろうか。霞かすみがかかった意識の中で、侑登は自らに問いかけた。


「んっ……ぁ……も、っと……」


　たっぷりと焦じらされた挙げ句、ようやく総は侑登自身に指を添そえてくれた。だが指は撫でるように侑登自身をさするだけで、強い快感を与あたえようとはしない。萎なえないように刺激を加えているといった程度だった。


「熱……い……」


　溜たまった熱が、解放を求めて侑登の中で荒あれ狂くるっている。もう少しなのに、総は決定的なものをくれなくて、もどかしさに腰こしが捩れそうになった。


　もっとして欲しい。ひどくされたって、いいと思った。


「さ……触って……」


「どんなふうに？」


　ようやく聞けた声は掠かすれていて。いつもよりずっと大人っぽく、かつ官能的だった。


　侑登は身体の芯がじわっと溶けるような錯覚を起こした。理性も溶け始めていたせいか、問われるままに答えを口にしてしまう。


「さっき……みたいに、ちゃんと……」


「こんなふうに……？」


「ぁあっ、ん……！」


　びくんと腰が跳ねて、望んだ甘い快楽が全身を包み込む。絶頂はもうすぐそこまで来ていたが、もう少し刺激が欲しくもあった。


「気持ち……いい……も……い、くっ……」


　指の腹で先せん端たんを抉えぐるようにされると、たまらず濡れた声が上がる。


　口に含ふくまれた乳首も舌先で押し潰つぶされて、侑登は背中を浮うかせながらラグにきつく爪つめを立てた。


　聞こえるのは自分の喘ぎ声ばかりだった。


「ああぁっ……！」


　どくん、と自らが弾はじけるのがわかる。いくときにこんな声を上げたことなんてなかったのに、噓うそのようだった。


　侑登は目元を腕うでで覆おおい、乱れた呼吸を整えた。暗いのだから顔を隠かくす必要なんてないはずなのに、顔を隠さずにはいられなかった。


　総の手が、パジャマを腰元まで引き下ろす。少し丈たけが長めのものだから、腿のあたりまでが覆われた。


「もう一度、風ふ呂ろに入ったほうがいいな」


　信じられないくらいに冷静な声に、侑登の胸はチクリと痛む。とても自分に欲情してくれたとは思えなかった。


「なん……で？」


「ん？」


「な……なんで、こんなこと……したんだよ……なんで、代わりなんて……」


　声が震ふるえないようにするのがせいいっぱいで、言葉がたどたどしくなったことまでは気が回らなかった。


　少しの沈ちん黙もくのあとで、総はさすがにばつが悪そうに言った。


「侑登が俺を見て、そんな顔をしてたから……」


「お、れ……？」


「いや、違ちがうな。ごめん……侑登のせいじゃなくて俺のせいだ。ちょっと酔よってるのかもしれない。頭冷やしてくるよ」


　総は部屋の照明を元に戻もどしてから立ち上がり、侑登を見ようとしないまま離はなれていく。自室に入ってしまう総を、侑登はじっと目で追っていた。


　あれほど熱かった身体からだが、急速に冷えていく。シャワーを浴びなければいけないと思うのに、なかなか動き出すことはできなかった。


　初めて深いキスをして、初めて他人の手でいかされた。今まで侑登が快感だと思っていたものは、まったく子供だましだったのだと思い知らされた。


　熱は冷めても、身体の疼きはまだ残っている。総の指や唇くちびるの感かん触しよくが、生々しいほどはっきり残っているのだ。


「総さん……」


　きつく手を握にぎりしめ、侑登は視線を俯うつむかせた。











　表面上は何ごともないまま、八月は終わりを迎むかえようとしていた。


　あの夜、侑登は総と顔を合わせることなくシャワーを浴び、与えられた部屋で眠ねむれない夜を過ごした。バスルームから出たら代わりのパジャマが置いてあり、侑登のパジャマは洗せん濯たくされていた。


　翌日の総は、いつもとまったく変わらない態度だった。まるで前夜のことなどなかったように自然だった。


　もしかしたら夢だったんじゃないかと思ったが、畳たたまれて返ってきたパジャマを見たとき、侑登は前夜のことが現実だったことを確信した。それに、あのときの疼きはまだ身体の奥深いところに残っているような気がしたのだ。


　それでも侑登は努めて普ふ段だん通りに振る舞まった。あの翌日だけでなく、その後の勉強のときも、これまでと同じようにしていたつもりだ。


「よし、全部正解。コツがわかってきたな」


「そうかも。あ、こないだのテスト結果見せたら、親も兄貴も納なつ得とくしてたよ。だから問題なし」


　報告すると、総は短く相づちを打つだけで何も言わなかった。よかったと言って喜んでくれるはずの場面なのに、やはり先日の夜のことで後こう悔かいしているのだろうか。辞やめると言い出すのではないかと、侑登は内心びくびくしていた。


　あんなことがあっても、侑登が総を好きだという気持ちに変わりはなかった。以前よりも意識してしまうことは仕方ないとしても、やはり少しでも長く一いつ緒しよにいたいと思うのは相変わらずなのだ。


「もう休きゆう憩けいだよな。なんかさ、兄貴が総さんに土産みやげを渡わたすって言ってたよ。さっき帰ってきたんだ」


「ああ、合宿に行ってたんだっけ？」


「うん。八やつヶが岳たけだって」


　慎司はテニスサークルの合宿で八ヶ岳のペンションに何なん泊ぱくかしていたのだ。ジャムを買ってきたと言っていたが、果たして総が食べるのかどうかは疑問だった。


　なるべく歩くということで、お茶にするにもいちいちリビングへ行くことになっているから、侑登は後ろをついてくる総の気配を感じながら階段を下りた。こんなときでも、総の視線を意識せずにはいられなかった。


「お疲つかれ」


　ソファに座ると、慎司は待っていたように、ジャムを総の前に置いた。イチゴとブルーベリーだ。


「もしかして甘いもの、食べなかったっけ？」


「いや、そうでもないよ。ありがとう」


「なんだったら、侑登がまたお世話になったときにでも食べさせてやってよ。こいつ、ジャムやハチミツをたっぷりかけるやつだから」


「ああ……」


　果たして今度があるのかどうか、侑登にはわからなかった。総の様子からすると、二度目はないような気もするが、少なくとも慎司を始めとする家族は、侑登が総のところに泊とまることには抵てい抗こうがないようだ。母親もにこにこ笑いながら話を聞いている。


　総はもらったジャムの瓶びんを手にとって眺ながめていた。ラベルには八ヶ岳という文字が見えた。


「涼すずしそうでいいな」


「帰りたくなくなるくらいにね」


「いいなぁ……涼しいとこ」


　侑登は溜め息まじりに呟つぶやいた。ここのところ涼しいと感じられる日はないというのに、侑登は積極的に歩くように言われているために、エアコンが効いた家から一日に一度は外へ出されてしまう。体力を元に戻すために、適度に運動をしろと言われているのだ。なるべく夕方になってから出るようにはしているが、それでもベッタリと湿しつ気けを含んだ高温の空気は不快ものそのだ。


「高原だったら、喜んで散歩するのに」


「朝、早く起きてすればいいんだよ」


「やだよ」


「あら、それじゃどこかへ行ってきたら？」


　母親が思いつきを口にし、視線をカレンダーへやった。残暑はまだ厳しそうで、確かに今からでも充じゆう分ぶんに避ひ暑しよの価値はあるだろう。しかしながら、どこへ行くかというよりも、誰だれと行くかというほうが問題だった。さすがに一人で避暑地は遠えん慮りよしたいし、そもそも一人では許可なんか出ない。


　考え得うる限り、相手は一人しか考えつかなかった。


「矢島、都合がつくなら付き合ってやってくれないか？　環かん境きようのいいところで歩いたほうがいいのは確かだし」


「総くんなら安心だわ」


「それは……光栄です。ただ侑登がなんて言うか……俺だと、勉強合宿みたいになっちゃいますしね」


「それが狙ねらいなのよ」


　母親は笑いながら侑登を見て、視線で返事を促うながしてきた。


　どうしたいのだろうかと、侑登は自分に問いかける。


　あれから自分たちはどうにも不自然だ。起きてしまったことを、互たがいにないように振ふる舞っているのだから当然だろうが、今のままでいたいわけではなかった。


　二人っきりの夜になったら、また同じことが起きるのだろうか。


（でも……嫌じゃないし……）


　むしろ大事なのは、総と二人きりでいられるということだ。何日になるか知らないが、総を独り占じめできるというならば、こんなに嬉うれしい話はなかった。


「俺は大だい歓かん迎げいだよ。総さんさえいいなら、行きたいな」


　侑登はにっこりと笑った。


　もともと侑登の家庭教師をするために、総には連続した休みはないのだし、バーのアルバイトにしても、あの店の様子ならばいくらでもシフトの調整はできそうだ。


　見つめることで返事を促すと、総はわからないように小さく嘆たん息そくしてから言った。


「俺はかまわないですよ」


　それからはトントン拍びよう子しに話が進んだ。行く先は、門真家が所有している箱はこ根ねのリゾートマンションになった。他ほかにも門真家はいくつか別べつ荘そうやマンションを持っているのだが、遠すぎたり他の者が使う予定が入っていたりして、一番近い箱根の強ごう羅らにしたのだ。温泉も引いてあり、二家族で泊まることができるマンションなのだという。電車ではなく、車で行くことになり、母親が車を提供してくれることになった。


　部屋に戻もどると、総はまた溜ため息をつきながら侑登を見た。


「あんなことをしたのに、いいのか？」


「気にしてないから」


　侑登はけろりと言い放った。本心を気取らせない程度には、上手うまく言えたと思う。それに気にしていないのは噓うそだとしても、傷ついたわけでも怖こわがっているわけでもないので、まったくのでたらめでもないのだ。


「それに、気持ちよかったしさ。あれから自分でしても、全然よくないの。総さん、上手だよね」


　明るく言ってみたというのに、返事は嘆息一つだった。だから心の中で焦あせりつつも、侑登は言葉を続けた。


「総さんのほうが気にしてるよね」


「勉強以外は教えないって誓ちかいを破ったからな」


「そんな誓い立ててたんだ？」


「一応、ケジメとして」


　そういえば勉強中は先生と呼ばせるほど、総はプライベートと仕事に線を引きたがる男だった。もちろん大人っぽいとはいってもまだ二十歳はたちだから、いろいろ至らない部分が出てきたり、誓いが守れなかったりすることはあるのだろう。


「俺がいいって言ってんだから、いいじゃん」


「あっさりしてるんだな」


　ぽつりと呟いたきり、総はじっと侑登を見つめてきた。


　視線が意味するところは、侑登にはよくわからなかった。真意を探さぐろうとしているようでもあったし、理解できないものを見るようでもある。


　軽けい蔑べつされたらどうしよう、という気持ちが働いて、侑登は言い訳を口にした。


「誰でもいいわけじゃないよ。総さんは……ほら、似てるってのもあるんだけど、総さん本人のこともよく知ってるから安心っていうか」


「油断してるとひどい目に遭あうかもしれないぞ」


「ひどい目ってどんなの？」


　この間のことは、少なくとも「ひどい目」ではなかった。それに侑登が拒きよ絶ぜつしたり抵抗したりすれば、無理強じいをする男ではないのだから、心配することなんてないはずだ。


　現に総は嘆息するだけで何も答えなかった。


「総さんは、どうして断らなかったわけ？」


「猛もう暑しよにうんざりしてたからだよ」


　本気で答えているとは思えなかったが、侑登は追つい及きゆうしなかった。


　何かが変わるかもしれない。そう予感しながら、侑登はカレンダーの数字を見つめて小さく息を吐はき出した。




６







　箱根のリゾートマンションには、かつて一度だけ行ったことがあった。まだ侑登が小学生のときで、家族だけで二泊はくして楽しんだのだ。あのときも夏だったような気がした。


「こんなに上ったっけ……」


　まだ着かないのかと、侑登はシートに背を預けてぼやき始めた。


　箱根湯ゆ本もとの駅前を通過したとき、もう着いたような気になってしまったのだが、実際にはまだまだ走らねばならないらしい。おまけに道はくねくねと曲がった上りで、帰りは注意しないと酔よってしまいそうだった。


「まだ？」


「あと十五分くらいじゃないかな。たぶん」


「えー……」


「山なんだから仕方ないだろ。駅伝の選手なんか、ここを走って上るんだからな」


「ありえない……」


　そういえば父親が正月にテレビに齧かじり付いて見ていたっけ、と思いながらカーナビを見て、おおよその位置を確かめる。直線ならすぐなのに、と思ったところで始まらなかった。


　それでも確実に涼すずしくなっているのがわかり、侑登は少しだけ窓を開けてみた。


　空気の質が違ちがうと思った。


「やっば涼しいね」


「散歩にはもってこいだな」


「あ、でも駅伝コースはパスね」


　せいぜいマンションの周囲を歩く程度にしようと心に決め、侑登はカーナビの現在地をじっと見つめていた。


　道案内ができるほど記き憶おくが確かではなかったが、代わりにナビが指示をくれる。あてにならないと、普ふ段だんからこの車の持ち主の母親はぼやいているが、今日に限っていえばとても優ゆう秀しゆうに道案内をしてくれた。


　リゾートマンションは、舗ほ装そうされた道路から私道を通って行くようになっていた。玄げん関かん前には部屋数分の駐ちゆう車しやスペースがあり、何台かの車が止まっていた。


　マンション周辺は、別荘や保養施し設せつなどの建物が多く、とても静かな環かん境きようだといえた。人はそこそこいるのだが、旅館や店がないのと、団体で行動している者がいないので、のんびりとした風ふ情ぜいがある。


「着いたー……」


　侑登はすぐさま車外へ出て、思い切り伸のびをした。肺に入ってくる空気さえ、まったく別ものだと思う。温度や湿しつ度どだけの問題でないのは明らかだった、


　風が強いのは、九州に近づいている台風の影えい響きようだという。こちらには風くらいで大きな影響はないとされていたが、空を見ると、本当かと疑いたくなってくるような、どんよりとした雲が立ち込めていた。


「荷物下ろすぞ」


「はーい」


　車のキーと共に母親が渡わたしてきたのは、大量の食料と経費だ。いくらかは、侑登は知らなかった。


「多いよね……」


　とても一週間の滞たい在ざいでは消費しきれないほど、食材やレトルト食品、そして缶かん詰づめまでもが用意されていた。信用しているんだかしていないんだか、よくわからなかった。


　マンションは共用の温泉大浴場つきで、部屋は三ＬＤＫだ。最近まで誰だれかが使っていたそうで、中はとても綺き麗れいになっていた。


　侑登は車と冷蔵庫の間を何度か往復し、持たされた食料を次々と収めていった。クーラーボックスに収められた食料は相当な量だった。


「当分、暮らしていけそ」


「一週間の予定にしては多くないか？」


「五人家族くらいでちょうどいいかもね」


　足りないよりは、と思ったのだろうが、これは確実に持てあましそうだ。外に食べに行ったりしたら、確実に消費できまい。


「あとで、お茶いれるね」


　侑登は着き替がえを、自分が使うことにした部屋に運び入れた。それなりに築年数が経たっているわりには、とても綺麗に保たれた部屋だ。


　ベッドルームは二つあるので、一つずつ使うことになっている。その他ほかにもリビングと襖ふすま一枚で仕切られた和室があり、今回はそこで勉強をすることになっていた。


　クローゼットに服を収めていると、ノックの音がした。


「はーい」


「着いたって家に連れん絡らくしたか？」


「あ、まだ。あとでしとくよ」


　侑登はちょっと振ふり返っただけで、すぐに作業に戻もどった。一週間分の着替えとはいっても、こちらで洗せん濯たくをするつもりなので、そう量は多くない。バッグの中はすぐに空になり、侑登は仕方なく立ち上がってクローゼットの扉とびらを閉めた。


　総はまだドアのところに立っていた。


「何？」


「いや……」


「散歩は明日でいいよね。なんか今日はもう、移動でいっぱいいっぱいだし、なんか天気悪くなってきたし」


　助手席に座っていただけなのに、侑登は少し疲つかれてしまっていた。多分にそれは、隣となりにいる男を意識していたせいかもしれない。


「勉強道具は和室に置いといたから」


「ありがと。重いのにごめん」


　本当なら侑登が持つべき荷物だったのに、まだ体力が戻っていない、という理由で総が運んでくれたのだった。テキストやノートが詰つまったバッグは、結構な重さがあるのだ。


　そんなふうに気を遣つかってもらうほど力がないわけではない。もちろん入学前の状態には戻っていないのだが、日常生活に支障があるほどではなかった。


「外に行かないなら、勉強を始めようか」


「あ、うん。その前にお茶いれるね」


　侑登は総の横を緊きん張ちようしながらすり抜ぬけて、キッチンに向かった。コーヒーや紅茶、緑茶に健康茶と、飲みものはたくさん用意されている。少し考えて、侑登はインスタントコーヒーをマグカップにいれた。


　総は和室にやってきて、テキストとノートを用意している。


　今日から一週間も二人っきりなのだ。


　相手の真意を探さぐりながら何ごともないかのように振る舞まうのは、思っていたよりもずっと神経を疲ひ弊へいさせるものだった。何度も問いただそうと思い、そのたびに逃にげ腰ごしになって、今日まで来てしまった。


　自分がどうしたいのかの結論さえも、まだ出ていないのだ。


「侑登」


　ぼんやりと考えごとをしていた侑登は、声をかけられたことで、はっと我に返った。目の前では、やかんがもの凄すごい勢いで湯気を噴ふき出しているところだった。


「あ……ごめん。ちょっと、ぼうっとしてた」


　慌あわてて火を止めて、熱湯をカップに注ぎ入れる。インスタントとはいえ、いい香かおりがふわりと立った。


　キッチンカウンター越ごしにカップを渡してから、侑登は努めて明るく言った。


「晩ご飯、何にすんの？」


「まだ決めてないけど、まぁ適当に。お前に課題出しておいて、その隙すきに作るかな。手の込こんだのは無理だぞ」


「手伝うのに」


「気持ちだけもらっとく。余計な仕事が増えそうだからな」


　思わず、うっと言葉に詰まってしまった。過去に母親の手伝いをしようとして、何度か仕事を増やす結果になったことがあるだけに、何も言えなくなってしまった。もしかしたら、慎司から何か聞いたのかもしれない。


　総はテレビを付けて、天気予報にチャンネルを合わせた。


「こっちに来そうだな」


「マジ……？」


「ま、外に出る必要はないし、関係ないっていえばないか。侑登のリハビリができないくらいかな」


「リハビリじゃなくて、体力作り」


　とっくにリハビリは終しゆう了りようしている。いつまでもケガ人だの病人だのという扱あつかいは、正直言って嬉うれしくなかった。もちろん、それによって周囲が優やさしくしてくれたのも確かだが、そろそろいいんじゃないかと思うのだ。


「体力、まだ戻ってないのか？」


「かなりいいけど、高校に入る前ほどじゃないんだよね。ちょっと疲れやすいみたいでさ。まだ体重も戻らないし」


「そうか」


「前ほど食べなくなったせいもあるのかな。自分では、腹いっぱい食べてるつもりなんだけどね。この通り元気だし」


「まぁ、確かにな。食い方は今くらいでちょうどいいかもしれない」


「なんだよ、それ」


　むうっと口を尖とがらせて、侑登はようやくキッチンから出て行く。総の横を通るときは少なからず意識してしまったが、何食わぬ顔で和室に行き、正方形の座ざ卓たくに向かって座った。どうやら冬場はこたつになるものらしい。


「あのさ、スケジュールっていうか、予定決めてなかったよね」


「ああ……」


「一応、決めとこうよ」


「一応なのか？」


「や、まぁ……実行できるように頑がん張ばるけど……。あ、でも朝から晩までってのはナシね」


　いくら環かん境きようがいいといっても、進学塾じゆくの合宿のような生活は嫌だった。適度に勉強し、適度に息を抜くのが侑登の理想だ。


　総も納なつ得とくして頷うなずいてくれた。


「ま、半分は体力作りって感じかな。散歩がてら、いろいろと見て歩く時間も取ろう。芦あしノの湖このほうまで行ってもいいしな」


「うん」


「午前中は勉強して、午後は出かけて、夜にまた勉強……ってのは？」


「さんせーい」


　侑登は手を挙げながら、こちらに向かってくる総に意識を向けていた。だが視線はテキストに向けたままだった。


　総は斜ななめ前に座り、ことんと音を立ててカップを置いた。


「台風が過ぎてからの話だけどな」


「じゃあそれまで、午後はだらだらする」


「甘い。やれるうちに……っていうか、侑登が飽あきないうちに、みっちりやるぞ。今日から三日間が勝負だな」


「えー」


「どうせ後半は遊びたがるだろ」


「そんなことないよ。ちゃんとやるって」


　不満を示して反論しつつも、それはそれでいいかもしれないと思った。余計なことを考える時間はないほうがいい。


　それから二人で各教科ごとの目標を決めていった。通常よりもノルマは多かったが、頑張れば三日か四日で終わる量だともいえた。


「侑登なら問題なくできると思うよ」


「う、うん……」


　頷いて、侑登は手書きのスケジュール表をじっと眺ながめた。











　箱根に来てからの勉強は、これまで経験したことがないほど密度の濃いものだった。


　午前中に二時間、昼食と昼休み後に、休きゆう憩けいを入れつつ五時間、そして夕食を摂とってから、風ふ呂ろに入って寝ねるまで三時間というのを、総は本当に実行させている。


「こんなに勉強したの初めてだよ……」


「もっとするやつは、ごまんといるよ」


「わかってるけどさぁ……」


　四日目の夕方になって、侑登はさすがに弱音を吐はき始めた。ここへ来てから、合計で三十時間以上は勉強しているはずだった。


「今晩中に台風は抜けるらしいから、明日は一日、オフにしようか」


「マジ？　いいの？」


「最初から、四日目までに目標を達成するつもりだったんだ」


「そうなの……？　それじゃ、これはフェイク？　最初っから、ここまでが今回の予定だったの？」


　侑登はスケジュール表の一部分を指し示しながら尋たずねた。今日の十一時までにやれと言われていたことが、本当は一週間の目標だったわけだ。


「今日中に全部終わらせて、あとはなるべく歩くようにしながら遊ぶぞ。だから頑張れ」


「うん！」


　目の前にニンジンをぶら下げられた馬みたいに、集中力が再び戻もどってきた。


　夕食までの勉強時間はあと一時間。侑登は明日以降のために、必死になって問題を解いていった。


　六時になると、総は侑登を和室に置いてキッチンへ入っていく。その間も、侑登は自主的に英単語を覚えていた。この時間は遊んでいてもいいと言われているし、昨日とおとといはテレビを見ていたのだが、少しでもノルマを早く片付けて今日は早く寝て、明日に備えたかった。


　外はどうやら暴風雨のようで、先ほどから強い雨風が窓を叩たたいている。


　どんな具合なのか気になってリビングのカーテンを割ってみると、近くにある木々が大きく枝を揺ゆらしているのが見えた。


「すげー……あ、テレビテレビ」


　侑登はリモコンを探して電源をオンにした。ちょうどニュースの時間なので、どの局も台風情報を取り上げている。


　総はちらっとテレビに映った天気図を見ただけで、すぐに手元へと視線を戻した。


　チャンネルを変えても、同じような内容ばかりが映し出されている。侑登はリモコンを放ほうり出して、ソファに身体からだを預けた。


　尻しりのポケットで携けい帯たい電話が震ふるえたのは、そんなときだった。


「わ……」


　いきなりのことに驚おどろいて電話を取り出して見ると、液えき晶しようには元クラスメイトの名前が表示されていた。


　この時間だと夕食前だ。話が長引くことはないだろうと判断しながら、侑登は盗ぬすむように総を見て、通話ボタンを押した。


「もしもし？」


『今、平気か？　何してるとこ？』


「台風情報見てた」


　侑登は和室に戻り、元の位置に腰こしを下ろす。無意識の行動だったが、総から少し距きよ離りを取る形になった。


「そっちはどんな感じ？」


『夜中くらいに来るかなぁ。もう雨はすこいんだけどさ。東京はそろそろ？』


「あ、実は真っ最中。今、箱根にいるんだ」


『そうなんだ。誰だれと？』


「えっと、従兄弟いとこと……」


　けっして間ま違ちがいではないと、自分に言い聞かせる。家庭教師だと口にするのは憚はばかられたし、総との関係は説明が面めん倒どうだから、従兄弟と言っておけばいいだろうと思った。


『ふーん、いいな。なんかさ、若木がいないと寂さびしいよ』


「ええ？　何言ってんだよ」


　いつも彼の周囲には人がたくさんいたし、クラスでも中心人物だった。侑登一人がいなくなったくらいで、本気で寂しがっているとは思えないが、そんなふうに言われて嬉しくないはずがない。


　照れくささ半分、そして嬉うれしさ半分で、侑登は自然と笑えみをこぼしていた。


『や、ほんとに。実はさ……うーん、どうしよう……』


「何？」


『これは言うのヤバいと思って、ずっと黙だまってたんだけどさ……。まぁ、今だから言えるっつーか……』


　ずいぶんと歯切れが悪かった。さんざん言いあぐねて、いたずらに時間を消費した末に、彼は声を潜ひそめて言った。


『俺、本当はさ、若木のこと好きだったんだよ。友達って意味じゃなくて』


　思いもかけなかった言葉に、侑登は大きく目を瞠みはった。声も出ないくらいに驚いて、ただ携帯電話を握にぎりしめることしかできなかった。


『若木……？』


　侑登の沈ちん黙もくに焦あせったのか、電話の向こうから探さぐるような声が聞こえてきた。


「あ……うん……」


『ごめんな。やっば、引くよな』


「そんなこと、ないけど……ちょっと驚いちゃって」


　声が上うわ擦ずりそうになるのを、必死で押さえつけた。


『マジで？　引いてない？　気持ち悪くねーの？』


「大だい丈じよう夫ぶだよ」


『嫌じゃなかったら、これからも友達でいてくれな。実は嫌きらわれるの覚かく悟ごで、言ったんだけどさ』


「嫌じゃないよ」


　直接会うことがあまりないからこそ、言えたことだった。普ふ通つうの付き合いならば、こうはいかない。侑登が総に告白できないのと同じ理由だ。おそらく向こうだって、だからこそ言ったのだろう。


　けっして、嫌ではない。だが、これが総だったら……と思ってしまうのも事実だった。


　せっかく意を決して告白してくれた相手に対して、失礼なのは承知していた。


『あのさ、だったらもう一回、ちゃんと言わせて。さっきは予防線張って、ちゃらっと言っちゃったからさ』


「え、でも……」


『頼たのむよ』


「う、ん……」


　一度はよくて二度はだめだという理由もなく、侑登は戸と惑まどいながらも頷うなずいた。


『好きだ』


「っ……」


　とくん、と心臓が跳はね上がる。


　受話器を通した声は総によく似ていて、まるで総に耳元で囁ささやかれているような錯さつ覚かくを起こしてしまう。


　あの夜のことを思い出し、侑登はだらりと下げていた手をきつく握りしめた。


　声が、総の指と唇くちびるの感かん触しよくを、そしてあのときの快楽を思い出させ、身体は勝手に熱くなってくる。


　侑登は慌あわてて立ち上がり、自分が使っている部屋に飛び込んだ。あのまま総の視線に晒さらされていたら、ますます挙動が不自然になりそうだったからだ。


『ごめんな。付き合わせて。けど、やっとすっきりしたよ』


「あ……うん」


　相づちくらいしか打てないのがもどかしかった。いきなりの告白に、どう反応していいかわからないのだ。


『無理なのはわかってっから、返事はいいからな」


「ごめん……」


『台風の真っ最中に、ふさわしかったろ？』


　笑いながら言われて、侑登は素す直なおに肯こう定ていした。外も嵐あらしだが、侑登の心の中だって、それなりに大変なことになっている。


『あ、そろそろメシだ。またな』


「うん、それじゃ」


　電話を切って、侑登は大きく息を吐はき出した。それでも熱くなった身体は収まりがつきそうにない。


　総に言われたわけでもないのに反応してしまうなんて、どうかしている。情けないのを通り越こして、いっそ滑こつ稽けいだ。


　顔を歪ゆがめながら、侑登はためらいがちに自らに手を伸のばした。このままでは、もうどうにもならないのが自分でもわかった。


「ふ……っ、ぅ……」


　緩ゆるめたウエストから手を忍しのばせ、総の手を思い出しながら自分を慰なぐさめる。それは虚むなしく惨みじめな行こう為いでしかなかった。それでも友達が好きだ言ってくれたときの声を思い浮うかべてしまうのだから、まったく浅ましいというほかないと思う。そんなにも総が好きで、総を感じたいのかと、自分でも驚いたくらいだった。


「ん、ぁ……っ」


　思わず声を上げてしまった直後に、ドアが静かに開くのが視界に入ってきた。開くはずのないドアに、侑登はそのまま硬こう直ちよくしてしまう。そして総と目があったとき、さぁっと血の気が引いていく音を聞いた気がした。


　本当だったら、なんてことはない話だったはずだ。一人でしているところを、同性の従兄弟に見られたくらい、場合によっては笑い話で済んでしまうはずだ。


　だがこの空気は、そんな類たぐいのものではなかった。


「そ、総さん……」


　背中がヒヤリとした。ひょっとしたら軽けい蔑べつされてしまったんじゃないかと、不安で仕方なくなる。


　慌てて服装の乱れを直し、叱しかられるのを待つ子供みたいに小さくなった。


　身体からだは慰める必要もないほど冷めてしまった。


「友達の声を聞きながら、してたのか……？」


　カァッと頰ほおが熱くなる。友達の声が総の声に聞こえ、身体が反応してしまったのは事実だから、否定することもできなかった。


　総は後ろ手にドアを閉めて近づいてくると、ベッドサイドに立って侑登を見下ろした。


　一見したところ、いつもとなんら変わらないように見える。だが普段は感じない威い圧あつ感のようなものを、確かに感じた。


「何か言われてたな……もしかして、告白でもされたんじゃないか？」


「な……」


　侑登は大きく目を瞠り、啞あ然ぜんとしながら総を見つめた。どうしてわかってしまったのだろうか。会話が聞こえていたはずもないし、侑登がそれほどわかりやすいリアクションをとったわけでもないのに。


「やっぱり、そうか」


　特に意外そうでもなく呟つぶやいて、総は鼻を鳴らした。


「なんで……？」


「普通に話してただけだったら……」


「ぁっ……！」


　身を屈かがめると同時にハーフパンツの上から中心を触さわられて、侑登はうろたえたような声を上げてしまう。


「さっきみたいなことにはならないだろ？」


「総さ……やっ……」


　布越しの触ふれ方はすでに愛あい撫ぶといっていいほどで、熱が引いたはずの身体はたちまち芯しんから熱くなっていく。


「自分でやっても、よくないんだろ」


　それが正当な理由であるかのように言い、総は侑登をベッドに押し倒たおした。


　首に顔を埋うずめられて、脈が強いところをきつく吸い上げられる。痛いくらいに歯を立てられて、侑登は身を竦すくめてしまった。


　先日は感じなかった怖こわさが、今日の総にはあった。


　嫌なのか、して欲しいのか、侑登にもよくわからなかったが、身体は総の下でもがくように動いていた。本能的な部分で、反応していたのかもしれない。


　だが総はまったく意に介かいしたふうもなく、むしろ上から押さえつけるようにしながら、侑登が身に着けていたＴシャツを捲めくり上げて胸むな元もとを露あらわにした。


「待……っ、ぁ……」


　口に含ふくまれた乳ち首くびはすぐに尖とがり、そこに舌を絡からめられると、じわじわと甘い痺しびれが奥底から這はい上がってくる。


　総の肩かたを押しのけようとした両手は、ひとまとめに摑つかまれて頭上に貼はり付けられた。


　けっして強い拘こう束そくではないが、総が侑登の自由を奪うばおうとしていることに、少なからず衝しよう撃げきを受けた。まして組み敷しかれる理由がない。今日は部屋の明かりもついたままだから代わりというわけではないはずだし、そもそも告白されたと知った以上、総がこんなことをする必要はないはずだった。


　断ったことを、総は知らないのだから。


「んっ、ぁ……や……っ」


　少し強く歯を立てられ、ビリッとした痛みにも近い快感が指先まで走り抜ぬける。


　抵てい抗こうらしい抵抗をしないのは、これが先日と同じだという意識が侑登の中にあるからだ。違ちがうところもあるが、同じように胸を弄いじられ、中心を手で扱しごかれていかされるのだと、そう思っていた。


　だがハーフパンツを引き下ろされ、胸を愛撫していた唇が少しずつ下へずれて、腹や腰こし骨ぼねにキスをしていくうちに、侑登ははっと我に返った。


　自由になった腕うでをベッドについて少しだけ顔を上げたとき、下腹部に顔を埋めようとしている総の姿が目に入った。


「な……やぁっ……」


　そこを口に含まれて、侑登は悲鳴じみた声を上げた。


　柔やわらかく温かな粘ねん膜まくに包まれる感覚は、まるで溶とけてしまうようだった。ゆっくりと口で扱しごかれ、力が抜けきってしまう。引きはがそうとして伸ばしたはずの指先も、総の髪かみに絡むばかりだ。


　絡みつく舌に、侑登は泣きそうな声を上げた。


　手でされたときだって、たまらなく気持ちがいいと思ったのに、口でされるのはもっとよかった。よすぎて、濡ぬれた声を抑おさえることもできない。


「あんっ、や……ぁ、ん……！」


　無意識に閉じようとした脚あしは強ごう引いんに開かされ、ぎりぎりまで広げられた。痕あとがつくんじゃないかというくらいに強い力だった。


　侑登は内うち股ももを震ふるわせ、弱々しくかぶりを振ふる。


「な、ん……で……」


　問いかけようとしたのに、舌がもつれたようになって上手うまくしゃべれない。それでも総に意味が伝わらないはずはないのに、答えは得られなかった。


　口から出されたものを、下から舐なめ上げられる。


「ひぁ……う……！」


　がくりと喉のどを晒さらし、侑登は仰のけ反った。


　裏側を舐められ、指先で根本をくすぐられて、まともな思考力まで奪われてしまう。心臓の鼓こ動どうが激しすぎて、自分の脈が耳鳴りのように聞こえた。


　再び先せん端たんを咥くわえられ、強く吸い上げられると、絶頂に押し上げられていく感覚に切せつ羽ぱ詰つまった悲鳴が上がった。


「ぁ、あ──っ……！」


　頭の中が真っ白になる。総によってもたらされた絶頂は、先日よりもずっと激しく、そして強かった。


　侑登は弛し緩かんした身体を投げ出して、乱れた呼吸に胸を上下させる


　全身を包むような快楽の余よ韻いんに浸ひたりながら、侑登はますます激しくなった雨と風の音を遠くで聞いていた。


　膝ひざを軽く立てされられ、脚の間に指が入り込んでくるのを、ぼんやりと認にん知ちする。


　ぬめりのある感かん触しよくに無防備なところを触られ、ぴくんと肌はだが震えた。


「ん……」


　ゆっくりと円を描えがくように後ろを撫なでる指が気持ちよくて、侑登は陶とう然ぜんとなったまま目を閉じ、その感覚に身を任せていた。


　何をされているのかは理解していなかった。


　やがて異物が身体の中に入ってきたことに気づいて、侑登は息を呑のんだ。


「な……何っ……や、やだ……」


「指を入れただけだ。痛くないだろ……？」


「やっ、やだよ……」


　平然と答えた総が信じられなかった。少なくとも侑登にとっては「だけ」で済む行こう為いではなかった。


　男同士のセックスなんて、まったく知識を持っていなかったのだ。ちょっと考えればわかることだったかもしれないが、そもそも侑登は少し前まで同性間の恋れん愛あいやセックスを想像したこともなかったし、総が好きだと自覚してからも、自分がされた以上のことがあるなんて思ってもみなかった。


　なのに、今は自分の身体の中に他人の指がある。それ自体が、何かの生きもののように感じられて、侑登は眉まゆをひそめた。


　指先は何かを探さぐるように蠢うごめき、そしてとうとうそれを見つけ出した。


「ひっ……ぁう……！」


　鋭するどい電流が走り抜けたような感覚に、侑登は大きく目を瞠みはった。何が起きたのか、まったくわからなかった。


「ここが、侑登のイイところだよ。覚えておいて、好きなやつとするときに弄ってもらえばいい」


「そ、総さ……ぁああっ……！」


　指の先で何度も突つかれて、侑登は腰を捩よじり立てながら声を上げた。あとになってから言葉の意味を理解して、泣きたい気分になった。


　のたうつように暴れる身体からだは、体重をかけて押さえ込まれ、侑登は大きく痙けい攣れんするように何度も跳はね上がる。いまだに元に戻もどらない体力のせいでもあったし、体格や元々の力の差でもあった。


「いやぁ……っ、ひ……ぁ、あ……うっ」


　きっと自分は快感によがり、乱れているんだろう。だが意識なんて置いてきぼりで、身体だけが勝手に喜んでいるような感覚でしかなかった。


　嫌だと何度も繰くり返しているのに、総はまったく聞き入れてくれない。


　侑登が拒きよ絶ぜつすればやめてくれるなんて、とんでもない思い違ちがいだった。侑登は総のことなんて、何もわかっていなかった。


　指が増やされ、出し入れを繰り返されるうちに、圧あつ迫ぱく感は次し第だいに薄うすれていく。そうして身体が慣れた頃ころ、さらに指を足され、気が遠くなりそうなほど動かされた。気持ちが悪いだけだった異物感は、擦こすられる熱さに取って代わられた。


「はっ……」


　やがて指が一度にずるりと引き抜かれると、自然に息が漏もれた。安あん堵ど感のようでもあり、喪そう失しつ感のようでもあって、侑登はひどく戸と惑まどった。


　俯うつぶせにさせられ、腰を高く上げさせられても、抵抗しようという気は起こらない。


　そんな気き概がいは、とっくになくなっていた。


　指でさんざん弄られていたところに、熱くて硬かたいものが押し当てられる。


　犯おかされるのだと思った。抵抗は封ふうじられてきたが、けっして行為自体が乱暴だったわけではない。むしろ丁てい寧ねいだったし、優やさしかったのだろう。それでも侑登には、抱だかれているという感覚がなかった。


「あ、ぅ……！」


　開かされる衝撃に、思わず身を硬くした。


「息を吐はいて……ゆっくり……」


　総は囁ささやきながら、前に手を回して侑登のものをゆるゆると扱いた。途と端たんに力が抜け、同時に息を吐いたこともあって、総の先端は一息に中に入ってきた。


「あぁっ……は……あ……」


　身体が開かされていく。無理だと思ったのに、総は息を吐き出すタイミングを捕とらえて、じりじりと入り込んできた。


　痛みがないわけじゃないし、苦しさだってある。だが前を弄られているせいで、快感も混じり込んでいるのだ。


　やがて総が動きを止めた。


　指なんかよりも遥はるかに質量があるものは、想像以上に内側から侑登を圧あつ迫ぱくしてくる。まるで串くし刺ざしにされてしまったみたいだった。


「はぁ……、あ……ぁ……っ」


　腰を摑つかまれて緩ゆるやかに突き上げられ始めると、侑登の口からは、ひっきりなしに声が上がるようになった。だがそれは快楽を示すものではなく、突き上げられるたびに肺から押し出される息が声になっただけだ。


　総のもので擦られているところが熱い。ぐちゅぐちゅと淫いん猥わいな音を立てているのは、きっと侑登自身が放ったものなのだろう。


　きつくピローを握にぎりしめ、侑登は力なく揺ゆさぶられ続けた。


　やがて思い出したように手で前を擦られて、忘れていた快感が背筋を走った。


「う、んっ……ふ……あ、ん……っ」


　手の動きに呼応するように、腰が揺れた。それにあわせて後ろを穿うがたれて、侑登は身体で総を覚えていく。


　気持ちがいいんだか悪いんだか、痛いのかそうじゃないのか、もうわけがわからない。


　後ろを犯されながらも、侑登の前は手で弄いじられて反応していた。指の腹で先のくびれを抉えぐられ、思わず甘い声を放ってしまう。


　なおもぐりぐりと弄られ、侑登はあっけなくまた限界を迎むかえた。


「ぁあっ……！」


　いった瞬しゆん間かんに総をきつく締しめつけた直後、今度は総が欲望を放った。


　体内に断続的に注がれるものを感じながら、侑登は今さらのように、「しちゃった」のだと思った。


　好きな人をこうやって自分の身体でいかせることは、本当だったら幸せを感じることであるはずなのに、とてもそんな気にはなれない。


　総が大きく息を吐き出すのがわかったが、侑登は目を閉じたままでいた。背中を向けているから、開けたって同じだろうけれども。


「侑登……」


　掠かすれた声で呟つぶやきながら、総は深く繫つながったまま屈かがみ込むようにして侑登の耳に唇くちびるを寄せてきた。耳の後ろに、ちゅっとキスをされた。


「好きだ」


「っぁ……」


　囁かれて、ぞくぞくと甘い痺しびれが走り抜ぬける。それに耐たえるように、侑登は顔を埋うずめているピローをきつく握りしめる。


　また身代わりを務めているつもりなんだろうか。それとも、抱く相手にはいつもこんなことを言うのだろうか。


　どちらにしても、ひどい男だ。恋こい人びとがいるのに、平気で他ほかの人間を抱いて、心にもない告白までするなんて。


　じわっと目の奥が熱くなった。とっくに泣いているようなものだったけれども、今度はもう、がまんしきれそうもない。


　閉じた目の端はしから、すうっと涙なみだがこぼれ落ちてピローに吸い込まれていった。


「ごめんな……」


　耳元で響ひびいた謝罪は、本心からのものに思えた。


「ほ……本気で、思ってんなら……もう、あんなこと……言わないでよ……」


　侑登は目を閉じたままかぶりを振ふり、ピローに顔を埋めた。今は総の顔を見ていたくなかった。


「わかった」


　ゆっくりと身体を離はなされて、指先が震ふるえそうになる。こんな行こう為いにすら敏びん感かんに反応してしまう自分が悔くやしかった。


　そのまま出て行ってくれればいいのに、総は再び侑登に触ふれてくる。


「やっ……」


「このままじゃ、マズイから。中の……出さないと」


　総が言わんとしていることがわかって、侑登はベッドの上をずり上がって逃にげようとしたが、落ち着いた口調とは裏腹に、総は逃げることを許さずに押さえつけてきた。


「放せってば……っ」


「それ以上のことは何もしないから」


　言い訳のように言って、総は侑登の後ろに再び指を入れてくる。


「ぅ……く……」


　長い指が動くたびに、くちゅりと淫猥な音がする。最さい奥おうに押し当てられた乾かわいた布の感かん触しよくも、侑登の羞しゆう恥ち心しんを煽あおってやまなかった。


　ますます総の顔が見られなくなる。


　この先どうしたらいいのか、本当にもうわからなくなってしまった。




７







　あれから総との間に、会話はなかった。


　いつもより遅おそく起きた侑登に、総はただ朝の挨あい拶さつだけをして、ベッドサイドに簡単に摘つまめるような朝食を置きながら、車を洗いに行ってくると言った。


　侑登はベッドに潜もぐったまま顔も出さなかったし、返事もしなかった。


　朝食を半分だけ食べて、そろりとベッドから起き出してみると、噓うそみたいに下半身に力が入らず、歩き方もおぼつかなかった。それでも歩けないというほどひどくもない。


　カーテンを割ると、強きよう烈れつな日差しを浴びるはめになって、侑登はぎゅっと目を閉じた。


　台風一過の空はどこまでも晴れ渡わたっていて、侑登の気分とは正反対だった。昨日の夜は一いつ緒しよだったのに、天気だけが回復してしまった。


　ふと下を見ると、ちょうど総が車で出て行くところだった。昨晩の嵐あらしで、車は泥どろ水みずをさんざん被かぶったらしい。


　侑登は溜ため息をついて、カーテンを閉めた。


　昨晩はなかなか寝ね付けず、そのおかげで考える時間はたっぷりあった。なのに何一つ答えを見つけられなかった。


「誰だれにも相談できないしさ……」


　家族なんてもってのほかだし、さすがに友達にも言えやしない。男同士の関係という時点で、むしろ秘密にしていなければいけないことなのだ。


　侑登の知り合いに、同性愛に理解のある人間なんて──。


「あ……」


　一人だけいた。いや、知り合いと言ってしまうのも憚はばかられるような相手だ。一度しか会っていないし、フルネームも覚えていない。名乗ってくれたはずだが、侑登は下の名前しかわからなかった。


「なんとか将吾……」


　知っているのはそれだけだ。あとは総が連れて行ってくれた店の、元従業員というデータしか持っていない。


　それでも、思いついたら居ても立ってもいられなくなった。店にさえ行けば、誰かが今の店のことを知っているかもしれないし、携けい帯たい番号も知っているかもしれない。


（あ、だめだ。連れん絡らく先なんか聞いたら、なんで総さんに訊きかないのかってことになっちゃうかも……あ、内緒の相談ごとがあるって言えばいいのか。よし）


　侑登はクローゼットを開けて外へ行ける服に着き替がえると、書き置きをし、携帯電話と財さい布ふだけをバッグに入れて部屋を出た。総は鍵かぎを持って出たし、ここのドアはオートロックだから問題はない。


　マンションのエントランスを出ると、目を射いるような日差しに頭が痛くなりそうになる。それでも暑さは東京よりもずっとマシだから、駅まで歩くのもさほどつらくないはずだったのに、今日の体調ではそうもいかなかった。


　昨晩の影えい響きようは、確かにこの身体からだにも出ているのだ。


　侑登は強羅駅から電車に乗り、ぼんやりと外を眺ながめながら山を下った。途と中ちゆうで総から着信があったが無視をして、直後に携帯電話の電源を落としてしまった。明日には戻もどるので家には内緒にしてくれという旨むねの書き置きをしたが、そこで納なつ得とくして待つ総ではないだろうから、これは予測していたことだった。


　箱根湯本で新宿行きの特急に乗り、着いてからまた電車を乗り換かえて、総と行った店を探した。だいたいの場所は覚えているが、周囲は似たようなビルが多くてわかりにくい。それにまだ昼間だから、見つけたとしても夕方までは何もできないのだ。


「暑……」


　上からの太陽と下からの照り返し、そして熱を含ふくんだ湿しめっぽい風。こんな時間に外を出歩いたことを、侑登は後こう悔かいしていた。


　このままでは目的を果たす前に倒たおれてしまいそうだ。侑登はすぐ目の前にあったカフェに入り、レギュラーサイズのコーヒーを買って、カウンター席に座った。


　結局、そこで五時まで時間を潰つぶし、冷れい房ぼうですっかり冷えた身体で外へ出た。不快なはずの空気が、その瞬しゆん間かんだけは心ここ地ちよく感じられた。


　うろうろと歩き回ってその店を見つけたのは、十分ほど経たってからだった。


「あったぁ……」


　ほっとしてビルに入り、まだ開店していない店のドアをそっと押してみた。だがドアは開かないし、人の姿は見えない。明かりがついているし、あと二十分もしないうちに開店するから、中で準備をしているのだろうと、軽くドアを叩たたいてみた。


　ややあって、ドアの近くに人がやってきた。先日、侑登たちを案内してくれた男だった。


　彼は侑登を見て意外そうな顔をすると、すぐにドアを開けてくれた。どうやら覚えていてくれたらしい。


「ええと、何か？」


「突とつ然ぜんすみません。あの、将吾さんて人の連絡先教えてもらえませんか？　わからなかったら、今どこの店にいるのかでもいいんでけど」


「は？　将吾さん？　え、どういうこと？　総は……？」


　やはりそうきたなと思いつつ、侑登は用意してきた言葉を口にした。用意したとはいっても、まぎれもない事実だ。


「総さんには内緒で相談があるんです」


「ああ……なるほど。えーと、店も知ってるけど、いや……ちょっと待って。電話してみるから。あ、入ってそこ座ってて」


　言われるまま侑登は椅い子すに座り、彼が店のマネージャーらしき人物に事情を説明しているのを見ていた。その会話の中でわかったのは、出で迎むかえてくれた従業員の名前がノボルだということだった。


　マネージャーと目があったので会え釈しやくし、おとなしく待っていると、やがてノボルが携帯電話を手にやって来た。


「連絡ついたよ。はい」


「あ……ありがとうございます」


　侑登は電話を受け取り、もしもしと呼びかけてみる。


『おう。なんだよ、恋れん愛あい相談か？』


「えっ……」


『で、相手は総だろ』


「なんでわかんの？」


『そりゃお前、ろくすっぽ知りもしない俺に相談があるってんだから、だいたいわかるよ。他ほかの相手なら総に話してたろ』


「あ……そっか」


　納得すると共に、将吾の察しの良さに感心した。見た目はチャラチャラしているが、実は結構思し慮りよ深いのかもしれない。


『まぁ、しょうがねぇから行ってやるよ。そこでいい子で待ってな。あー……たぶん、八時くらいだな。なるべく早く行くけど』


「うん、ありがと」


　侑登は素す直なおに礼を言い、電話を返しながら事情を説明し、ノボルにもう一度礼を言った。ノボルはまだかなり時間があるからと、サービスでジンジャエールを出してくれた。


　そういえば喉のどが渇かわいていたなと、涼すずしげなグラスを見て侑登は思い出した。











　ふわふわとした心地よい浮ふ遊ゆう感かんの中で、侑登は隣となりの人の話にいちいち相づちを打っていた。


　二十代後半くらいのノリのいい女性は、将吾がまだこの店にいた頃ころからの常連だそうで、一人でふらりと入って来ると、やはり一人でぼんやり座っていた侑登に話しかけてきた。


　年を尋たずねられたときは、もちろん大学生だと答えたが、童顔ねと笑った彼女は、きっと大学生だなんて信じていないのだろう。


「遅いねぇ、将吾くん」


「はい」


　口当たりのいいカクテルを奢おごってもらい、それを飲みながら話をしているうちに、二杯はい三杯とグラスを重ねてしまった。意識ははっきりとしている──つもりだが、端はたから見たらかなり危なっかしいことを、侑登は自覚していなかった。


　時間はもう八時を回っていた。


「こんな可愛かわいい子を三時間も待たせて、何やってんのよ」


「や、俺に言われてもぉ……」


　カウンター越ごしに睨にらまれたノボルは、タジタジしながら新たにカクテルを作って彼女と侑登の前に置いた。


　ロンググラスのカクテルを半分くらい飲んだとき、ようやく将吾が現れた。


「うわ……おい、なんで飲ませてんだよ」


　将吾は侑登の赤い顔と、目の前のグラスを見て、咎とがめる口調でノボルに言った。どうやら変なところで真面まじ目めな男らしい。あるいは面めん倒どうを避さけたい、というだけかもしれないが。


「いや、俺じゃなくてですねー……」


　ノボルはちらっと女性客を見て、責任を回かい避ひしようとしたが、またも将吾に一いつ括かつされた。


「同じことだろ。止めろよな」


「女の人だからいいかなーと思ってさ。ね？」


「ねー。別にお持ち帰りなんて考えてなかったもーん。たまには可愛い子と飲みたかっただけよう」


「はいはい。お守もりをしていただいて申し訳ありませんでした。ほら、侑登だっけ？　こっち来い」


　将吾はカウンターから少し離はなれた席に座り、侑登を手招いた。おとなしくスツールから下りるのを見ながら、一いつ緒しよに飲んでいた彼女は怪け訝げんそうな顔をした。


「だっけ、って何？　仲良しなんじゃないの？」


「会うのは二度目」


「相変わらず、手、早ーい」


「違ちがうって。こいつは総の知り合いなの。今日は相談があった来たんだよな？」


　問われるまま大きく頷うなずくと、背後でふーんと、いかにも疑わしげに鼻を鳴らすのが聞こえてきた。


　だがそれっきり、彼女はこちらの邪じや魔まをしようとはしなかった。


「何がいい？　酒じゃなくて」


「コーラ」


　将吾は侑登にコーラを奢ってくれて、自分はキープしてあるボトルとグラスと氷をもらい、ロックにして飲みながら話を促うながしてきた。


　だが、いざとなると、何をどう話していいものかわからず、侑登は何度も口を開きかけては黙だまるということを繰くり返した。


　やがて焦じれたように、将吾は言った。


「総と何があったんだ？　ケンカか？」


「ううん……ゴーカンされた」


「ゴ……」


　将吾は手にした厚みのあるグラスをゴツンとテーブルにぶつけ、侑登の顔を穴が開くかというほど見つめてきた。


　声を張り上げない限り、第三者に聞かれる心配はない。席がいくつか空いていたので、将吾はそういった席を選んでくれたのだ。


「あ、ちょっと違うかも……えっと……俺も抵てい抗こうしなかったから、ゴーカンって言わないのかもしんない。でもなんか、いきなりだったし押さえつけられたし、なんであんなことしたのか、よくわかんないし……。ちょっと前に俺がやめた高校の友達と電話してて、急にそいつに告白とかされて、そしたら総さんがそれに気づいちゃって……いろいろあって、やられちゃってさ。もうしないって言ってたけど……。やっぱ、彼女と遠えん距きよ離り恋愛とかしているから、欲求不満なのかな」


「ま……待て」


　将吾は侑登の肩かたをがしっと摑つかんで、言葉としぐさの両方でストップをかけてきた。


　あれほど言葉が出なかったのが噓うそのようににしゃべった侑登は、それでも言われるままに口を噤つぐんだ。


「お兄さんはね、ちょーっと混乱してます。なので、いくつか質問したいと思います。『はい』か『いいえ』でお答えください」


「はい」


　侑登は真しん剣けんな顔で、殊しゆ勝しように頷いた。


　将吾の口調は明らかにふざけているのだが、それは表面上だけだ。故意にそうすることで、必要以上に暗くならないようにしてくれているのだ。


「いくぞ。お前と総は恋こい人びと同士だ」


「いいえ」


「総には彼女がいる」


「はい」


「お前は総が好きだ」


「はい」


「でも、それは言ってない」


「はい」


　すべてにためらいなく答えると、将吾は小さな溜ため息をついて、じっと侑登の顔を見つめてきた。


「だいたい、わかった」


　しかつめらしい顔で頷く将吾に、侑登は目を輝かがやかせた。


「ほんと？　俺、どうしたらいい？」


「そこまで知るかよ……！　そんなもんは自分で決めろって。わかったのは、お前と総の事情だ」


「だって……」


　ぶわっ、と涙なみだがいっぱいに溜まり、それを見た将吾はかなり慌あわてて紙おしぼりを顔に押しつけてきた。


　冷たくなって乾かわきかけたおしぼりに、涙はこぼれることなく吸い込まれていく。


　感情の起き伏ふくがいつにも増して激しい気がする。些さ細さいなことで感情の針が極きよく端たんに振ふれ、それはどうにもコントロールが効かなかった。


　将吾が手を離すと、おしぼりはぽとんと侑登の膝ひざの上に落ちた。


「……これ……さっき手拭ふいてた……汚きたない」


　くすんと鼻を啜すすりながら二本の指で摘つまみ上げ、おしぼりをぽいっとテーブルの上に投げると、将吾は小さく舌打ちした。


「きたねーとか言うな、このクソガキ！　まったく……あー、とりあえず総とちゃんと話せ。これが俺の出した結論」


「じゃあ、明日する……」


「こら」


「だって、まだちゃんと顔があわせらんないもん」


「あわせらんないのは、あっちだと思うけどな。しかし青いねぇ、総も。やたら冷めた顔して、大人ぶってっけどさ」


　ぷ、っと笑う将吾を、侑登は思いきり睨みつけた。人がこんなに悩なやんでいるのに、よくも笑えるものだ。


「なんで笑うんだよう。人がゴーカンされたのに……」


　ぽかぽかと将吾の腕うでを叩たたいても、将吾は呆あきれた様子ながらされるままになっている。痛くないのかもしれないし、酔よった子供のすることだからと、放置しているのかもしれない。


　またじわっと涙を浮うかべた侑登の頭を、将吾はぽんぽんと軽く叩いてきた。


「いや、だからちゃんと総から話を聞いてみろ、って言ってんの。俺が言っていいのは、ここまでだな。今日はとりあえず家に帰れ」


「やだ」


「あのなぁ……」


　さらに何か言おうと将吾が口を開きかけたが、侑登はその前に、畳たたみかけるようにして続けた。


「だって途と中ちゆうで帰ったら何かあったかって思われちゃうし、そしたら総さんの印象悪くなっちゃうかもしれないし」


「こんなときまで、総の印象なんて気にすんなよ。……ん？　途中？」


「総さんと箱根にいることになってんだもん」


「へぇ、箱根ね」


「親しん戚せきのリゾートマンションで、勉強してたんだ」


「ははぁ……なるほど。で、お前は抜ぬけ出して……って、まさか総に黙ってか？」


　将吾ははたと気づいた様子で、身を乗り出してきた。


「書き置きした」


「俺んとこに来るって？」


「それは……言ってない。明日、帰るからって……。だから今日、泊とめて」


「は？」


「だめならいい。一人でどっか店に入って朝まで時間潰つぶすし」


「入店拒きよ否ひされるぞ。最近、条例に従ってる店が多いからな。あー……まぁ、しょうがねぇなぁ……。なんだよ、俺がお持ち帰りってか？」


　はは、と笑いをこぼしながらも、将吾は少し困ったような顔をする。家に連れていきたくないのか、つれていけない事情があるのかは不明だ。あるいは侑登が未成年だということに引っかかっているのかもしれない。


「……いいよ」


「何が」


「お持ち帰りしちゃっても」


「ヤケクソになってやがんな」


　溜め息まじりの言い方が、かえって侑登をムキにさせる。酒が入っているせいもあるのだろうが、なんとなく悔くやしかった。


「俺、フリーだし。総さんが、あんたは人のものには手を出さないって言ってたけど、別に誰だれのもんでもないから」


「そりゃまた美味おいしいお話で」


「本気で思ってないだろ」


　ムッと口を尖とがらせて、侑登は将吾のほうへと身を乗り出す。睨にらみつけているつもりだったが、まぶたが重くていかにも眠ねむそうな顔になっていたから、迫はく力りよくなんて微み塵じんもありはしなかった。


「いや、可愛かわいいし、好みだけどさ」


「じゃあ、いいじゃん」


「お前変なことでムキになるなよ。いいからコーラでも飲んで、落ち着けって」


　大変面おも白しろくない侑登だったが、言われるままに手を伸のばした。変なところで反発し、変なところで素す直なおという、自分でもよくわからないこの状態は、やはり酔っているせいなのかもしれない。


　将吾を睨みつけながらグラスに手を伸ばし、摑んだそれを口元に持ってくる。


「あっ、おい待て……！」


　声が聞こえたときには、冷たいその液体を喉のどに流し込んでいた。直後にグラスを奪うばわれたが、すでに飲んでしまったあとだった。


　喉が焼けるようだった。


「げー……」


「人のもん勝手に飲んでおいて、げーじゃねぇよ」


　舌を出してしかめ面つらをする侑登を一いつ喝かつしてから、将吾はやれやれと言わんばかりの溜め息をついた。


　新たにボトルから注いだばかりだったから、あまり薄うすまってはいなかったようだ。とてもじゃないが、美味うまいとは思えなかった。


　なんだか将吾の声が遠くなってきた。目の前もくらくらしている。


「いいからもう、いっそ寝ねてくれ」


「急性とかじゃないっすよね？」


　どうやら近くにノボルもきていたらしい。だがまぶたが重くて開けられず、声でしか判断できない。


「ああ、そりゃ大だい丈じよう夫ぶ。まったくしょうがねぇなぁ、俺がおぶって帰るのかよ……はぁ、この暑いってのに……」


　溜め息まじりの将吾の声は、半分夢の中で聞いていた。
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　虫の声が、遠くでしている。


　最初に気づいたのはそれで、次に自分がゆらゆらと揺ゆれていることに気がついた。おぶわれているためだと気づいたのは、マンションのようなビルに入ったときだった。


　目を開けても、肩かた口ぐちに顔を伏ふせたままの侑登には、周囲の景色なんて見えていない。


　エレベータに乗り込んだのと、上じよう昇しようしていったのはわかった。


　おんぶなんて小学生の低学年のとき以来で、とても照れくさい。だが気持ちがいいとも思った。少し寒気を覚えていたから、人の背中や腕の体温が欲しくてたまらなかった。おそらく酒が抜けてきたのだろう。


（お持ち帰り……かぁ……）


　たぶん将吾は何もしないだろうが、もし迫せまられたとしたら自分はどうするのだろうと、まだはっきりとしない意識で考えてみた。


　将吾には好感を持っているし、こんな状じよう況きようなのだから、手を出されたとしても文句は言えない。


「でもさ……」


　唐とう突とつに侑登は口を開いた。頭の中で考えていたことが声になってしまったのだが、そのこと自体に気づいていなかった。


　鍵かぎが開けられたあと、少し背負い直された。ドアを開けるためだったことは、すぐにわかった。


「やっぱり、将吾さんになんかされたらヤダな……。だってさ、好きな人にされたって、わけわかんない理由じゃ、嫌だったんだよ……？　総さんのこと……好きなのにさ……」


「……好きなのに、逃にげたのか？」


　帰ってきた声は、予想していたものと違ちがっていた。そのことに違い和わ感を覚えながらも、侑登は深く考えることなく返事をした。


「好きだからじゃん……」


　上がりかまちにそっと下ろされ、侑登と目線をあわせるように正面にしゃがみ込んだ人を見たとき、思わずきょとん、としてしまった。


　何度まばたきをしても、やはり目の前にいたのは総だった。おまけにこの玄げん関かんは、強羅のマンションだ。上がりかまちに座ると、正面の壁に特とく徴ちよう的な絵が飾かざってあるから、間違えようもない。


「あ……あれ……？」


　頭の中は激しく混乱していた。眠ったときに目の前にいたのは将吾だったのだから、自分をおぶって帰ってくれるのも将吾のはずだった。なのにどうして総におぶわれて、ここにいるのだろうか。


　夢でも見ているような気分になって、侑登は口もきけずに茫ぼう然ぜんとしていた。


「友達のことが好きだったんじゃなかったのか？」


「う……噓うそ、ついてた。だって、総さん見てるとドキドキしちゃうからさ、似てる友達が好きって言えば、バレないかもって……」


「本当に似てるのか？」


「うん……声とか、すごく似てる。だから好きって言われて、総さんじゃないってわかってんのに、ヤバくなっちゃってさ……」


　問われるまま、侑登は本当のことを口にする。もう告白してしまったのだから、今さらごまかしたって無む駄だだし、もしかしたらまだアルコールが残っていて、余計なことを考えないで済んでいるのかもしれない。


　総は苦く笑しようを漏もらし、それから深い溜ため息をついた。


「お互たがいに噓ついてたんだな」


「総さんも？　どんな？」


「彼女なんていないんだよ」


「い……いつから？」


「最初から」


　総は静かに答えながら、侑登の靴くつひもを片方ずつ解ほどき、スニーカーを脱ぬがせた。


　問うような目を向けると、総は自分も靴を脱ぎ、今度は正面から侑登を抱かかえて立ち上がり、リビングのソファまで運んでから下ろしてくれた。


　そうしてようやく、答えを口にする。


「あれは母方の従姉妹いとこなんだ。留学してるのは本当だけどな」


「なんで、そんな……彼女がいるなんて、言ってたんだよ」


「女の子に興味がないのをごまかせるだろ」


　思いもかけなかった理由だった。つまり総にとって恋れん愛あいの対象は同性であり、しかも恋こい人びとはいないということだ。それを知っているのは母親とその従姉妹と将吾くらいだという。将吾には、ある日いきなり指し摘てきされた上、自分はバイセクシャルだと言われ、腹を割って話したのだそうだ。


　じっと見つめていると、総は隣となりに座り、頰ほおに手を添そえてきた。


　それだけで心臓が高鳴ってしまうというのに、そっとキスまでされて、ますます侑登の鼓こ動どうは速まった。


「俺が好きなのは侑登だよ」


「じゃ……じゃあ、あのとき言ったのって……」


　総が侑登の中で達した直後に、耳元で囁ささやいた「好きだ」という言葉。あれは友達の代わりでも睦むつ言ごとでもなく、本気の告白だったのだ。


「侑登の信しん頼らいを裏切りたくなくて、ずっと言えなかったんだ。軽けい蔑べつされるのも、会えなくなるのも嫌だったからさ。そのうちに友達のことが好きだって言われて……あのときは、チャンスだって思った」


「チャンス……？」


「男もありで、俺に似てるやつに片思いだったら、確率は高いだろ。俺の部屋でしたときも姑こ息そくなこと考えてたんだ。侑登に触さわれるし、俺のことも意識させられるって」


「全然……気づかなかった……」


　いろいろと説明されて、じわじわと実感が湧わいてくる。ずっと頰に触ふれている手や、熱く見つめてくる瞳ひとみは、言葉に負けないくらい雄ゆう弁べんだった。


「俺が勇気出して、もっと早く好きって言ってればよかったんだな。そしたらさ……」


　後こう悔かいを滲にじませて言うと、総はかぶりを振ふった。


「悪いのは俺だ。ごめんな。あんなふうに抱だくつもりなんかなかったのに、告白されたって知って……自分のことを抑おさえられなかった」


「それは、もういいけど……」


　嫉しつ妬とに駆かられての行こう為いだとわかれば、許せてしまう。ひどくされたわけではないし、侑登だって本気で抵てい抗こうをしなかったのだから、総だけを責める問題ではなかった。


「長期戦でいくって決めてたのに、とんでもなかったな」


「俺は逃げちゃうし？」


　ほんの少し笑いながら言うと、つられるように総も笑った。


「ああ。強羅の駅に行って、侑登らしいのが電車に乗ったことまでは確かく認にんして、急いで湯本まで下りたんだけど、遅おそかったみたいだ」


「……ごめん」


「友達に会いに行ったんだと思ってたよ。だから車飛ばして、学校まで行った」


　その言葉にぎょっとして、侑登は瞬まばたきを繰くり返した。


「マジで？」


「友達に会う前に、捕つかまえてやろうと思ってさ」


　冗じよう談だんではないらしいと知り、侑登は乾かわいた笑いを漏らす。


　そういえば今は何時なのだろうと思って時計を見たら、すでに夜中の一時を回っていた。今朝は遅く起きたし、ついさっきまで寝ねていたから、少しも眠ねむくはなかったけれども。


「一つだけ訊きいていいか？」


「うん。何？」


「友達に告白されて、ちょっとは迷ったか？」


「迷わないよ。だって、俺が好きなのは総さんだもん」


　言い終わるか終わらないかのうちに、きつく抱きしめられ、キスをされた。痛いくらいに腕うではきついが、緩ゆるめて欲しくないと思った。


「んっ……ふ、ぅ……」


　総の舌が侑登のそれに絡からみつき、拙つたないながらも侑登はそれに応こたえた。強く吸われ、あるいは歯の付け根を舐なめられて、肌はだが粟あわ立だつように感じた。


　キスがこんなにも気持ちがいいことを、侑登は初めて知る。


　やがてゆっくりと唇くちびるは離はなれていき、息が掛かかる近さで囁きをこぼした。


「侑登……また、してもいいか……？」


「う……うん。だってほら、総さんは俺のことお持ち帰りしたんだし……」


　ぎゅうっと背中を抱き返すと、耳元でふっと笑う気配がした。


「じゃあ……遠えん慮りよなく食ってやる」


　言いながら首筋に顔を埋うずめられそうになり、侑登ははっと息を呑のんだ。そうして総の腕の中でじたばたともがく。


「あ、汗あせとかいっぱいかいちゃったから、すぐはだめだってば……！」


「それなら一いつ緒しよに入ろうか」


「えええっ……！」


　当然のように言われて、侑登は素すっ頓とん狂きような声を上げてしまった。











　仕切り直しがバスルームではあんまりだからと言って、総はベッドに着くまで侑登に何もしなかった。


　明かりはベッドサイドの淡あわいライトだけで、総の顔はよく見える。だから向こうからも侑登が見えるということだ。


　恭うやうやしいほど丁てい寧ねいにベッドに横たえられた侑登は、昨日よりもよほど硬かたくなっていた。昨日はパニックになってしまっていて、身がまえることもできなかったのだ。


　唇から頰、首から肩かたへと、キスは少しずつ侑登の身体からだに痕あとを残していく。


「ん……」


　あちこちにキスをされながら、身体中を撫なでられる。くすぐったいような気持ちがいいような、曖あい昧まいな感覚だったが、総の唇が胸の粒つぶを捕とらえ、口に含ふくんだまま舌を絡めたり吸ったりするうちに、じんわりとした心ここ地ちよさをはっきりと感じるようになった。


「ふ、ぁ……っ……」


　昨日と同じだと思ったのに、違ちがっていた。無理に快感を引き出されたような昨日とは違い、今日はゆっくりと静かに波が押し寄せてくる。気がついたらもう来ていた、というような感じだった。


　刺し激げきを受けてぷっくりと立った乳ち首くびを、あめ玉のように舐めて転がされ、そこから自分が静かに溶とけていくような気がする。舌先で押し潰つぶされ、軽く歯を当てられると、身体はびくんと小さく跳はね上がった。


「ひゃ、ぁ……」


　ほとんど同じことをされているはずなのに、昨晩よりもずっと気持ちがいい。まだ胸を弄いじられているだけなのに、侑登の思考は身体と一緒にとろりと溶け始めていた。


　総は反対側に唇を移し、そちらも同じだけ愛あい撫ぶをし、同時に指でもう一方も捏こねるように摘つまんできた。


　声がもう止められなかった。


　熱くて仕方なくなるほど胸を弄られ、身体中の神経がそこに集まってしまったようだ。


「も……そこ、いい……からぁ……」


　泣き声まじりに訴うつたえて、侑登は弱々しくかぶりを振った。身体はひどく熱を持ち、もっと別のところも触って欲しいと思ってしまう。胸だけの刺激で侑登の中心は硬くなり、形を変え始めていたのだ。


　思わず自分で慰なぐさめようとすると、それに気づいた総が手を摑つかんだ。


「やっ、総さ……」


「俺がする。最後まで全部、俺にさせて……？」


　そっと手で包まれて、侑登は吐と息いきを漏もらした。安あん堵どと期待、そして新たな快感に、強こわばっていた身体から力が抜ぬけていく。


「ん、ぅ……く……んっ」


　やわやわと手で擦こすり上げられながら、胸から腹へとキスされる。


　昨日だって行為自体は優やさしかったと思うが、今日はもっと優しい。もどかしいくらいの甘い快感に、侑登はたまらず身を捩よじった。


　総の口こう腔こうに包まれると、侑登は仰のけ反りながら激しく息を乱す。深く出し入れを繰り返され、理性なんてもう何の役にも立たなくなってしまう。


「はぁ、あ……っ、ぅん……」


　張りつめるほど高められたものから、やがて総は口を離していく。そうして腰こしの下に、押し込むようにして二つ折りにしたピローを入れてきた。腰が高く浮うき、息苦しい不自然な体勢になった。


「な、に……」


　うっすらと目を開けると、尻しりの間に口を寄せようとしている総の姿があった。そうしてそのまま、濡ぬれた温かいものが最さい奥おうに触れてきた。


「ひぁ……っん……やっ、やだ……総さん……っ」


　侑登はあまりのことに驚おどろいて、身を捩り足をばたつかせて逃にげようとしたが、上から押さえつけられて身動きが取れなくなる。


　昨晩はこんなことはしなかった。まったく同じじゃないのはもうわかっていたが、自分でも見たことのない場所を舐められるなんて考えもしない行為だった。


「そんなっ……こと、しな……ぁ……」


「俺に全部させろって言ったろ」


　息がそこにかかり、侑登はぎゅっと目を閉じた。


　全部と言われても、よくわからないというのが実情だ。これが普ふ通つうのことだと言われれば、侑登は納なつ得とくするしかない。それこそ人に聞かなければ、何が正しくて何が間違いなのかもわからないのだ。


　ただ、好きな人がそうしたいのならばさせたい。侑登の中にあるのはそれだけだった。


　総は侑登の後ろにキスをしてから、舌でゆっくりとくすぐり始める。指で撫でられたりするのとはまったく違う感覚に、侑登はせつなげに眉まゆ根ねを寄せた。


「ん、ぁ……あん……」


　ぴちゃり、と舌が鳴り、襞ひだの一つ一つを確かめるようにして舐められていく。


　侑登は顔を真っ赤にして、半泣きになりながらその行こう為いを受け入れた。とんでもないこの格好と淫いん猥わいな音に、羞しゆう恥ち心しんの限界を試ためされているような気分になる。理性なんてとっくに役目を放ほう棄きしたと思っていたのに、恥はずかしくてたまらなかった。


　舌先は丹たん念ねんに後ろを舐めて、ゆっくりと中に入り込んできた。


「ひ……」


　目を瞠みはり、侑登はガクガクと震ふるえた。


　実際の感覚よりも、好きな人に身体を内側から舐められているという意識が、侑登をいっそう乱れさせていく。


　静かな夜に、甘い声と濡れた音が響ひびいていた。


　ぬめった舌は柔やわらかく侑登を蕩とろけさせ、少しずつとろんとした恍こう惚こつの表情を浮かべさせていく。微び細さいな表情までが、総からはよく見えているのだ。


　舌が出し入れされるたび、侑登はよがって泣きじゃくった。飽あくことなく繰くり返される行為に、おかしくなってしまいそうだった。


　ぐずぐずに形がなくなってしまいそうなほど気持ちがいいのに、どこかもどかしい。


「総さ……ぁん……」


　舌っ足らずな甘えたような声になってしまっても、今はそんなことどうでもよかった。


　総が欲しくて仕方がない。自分の中を総でいっぱいにして、もっと深くまで突ついて欲しかった。


　一度しか抱だかれたことがないのにこんなふうに思うなんて、自分はおかしいのかもしれない。もしかしたら総に呆あきれられてしまうかもしれない。と思ったが、快楽と欲望に支配された今は、懇こん願がんするのを止められなかった。


「ぅん……っ」


　充じゆう分ぶんに唾だ液えきを送り込んだ総は、そこに指をゆっくりと沈しずめてきた。いきなり二本も入れられたのに、さんざん舐なめ解ほぐされてとろとろになったそこは難なく異物を受け入れる。舌よりも確実に深く入り込み、あやしく蠢うごめく指がもたらす感かん触しよくに、侑登はさらに乱れて本能的に腰を振ふり始めた。


「やっ、ぁ……ゆ……び、じゃ……や、だ……」


　泣きじゃくって総に手を伸のばそうとしたのに、実際は手の先が少し上がっただけだった。それすらも、中でぐるりと指を捻ひねられたことで、悲鳴を上げながらシーツに爪つめを立てることになってしまう。


　むず痒がゆいようなこの疼うずきをどうにかして欲しかった。


「い……れて……奥、まで……いっぱい、突いて……」


「ゆう、と……」


　侑登を呼ぶ掠かすれた声に、総も欲望に支配されていることを確信した。潤うるみきった目で見つめて、もう一度懇願を口にする。


「総さん……が、欲し……」


「俺も、だ。このままで、いいか？　侑登の顔が見たいんだ」


「うん……」


　指を引き抜いた総は、触ふれるだけのキスをもう一度そこに落とし、侑登の腰の下からピローを取り去った。柔らかな感触の代わりに、総の膝ひざを尻の下に感じた。


「あ、あ……」


　熱く爛ただれたようになった後ろに総を感じて、侑登は目を閉じる。


　入り込んでくるそれに、ぞくぞくと鳥とり肌はだが立つのは、きっと歓かん喜きのせいだ。痛みなんてほとんど感じず、自分の中が総で満たされていくことがすでに快感に思えた。


　総は侑登を傷つけないよう、慎しん重ちように腰を進めてきた。


　時間をかけて侵しん入にゆうを果たしたあと、総はふうっと息をつき、屈かがみ込んで侑登の髪かみを搔かき上げてきた。


「はぁ……」


「大だい丈じよう夫ぶか？」


「ん……平気。なんか……照れちゃうけどさ……」


　こんな状態で言葉を交かわすなんて、慣れていないせいかとても照れくさい。しゃべっている間にも、繫つながったところに意識に向かって仕方なかった。


　目を開けたものの視線をあわせないでいた侑登は、総がゆっくり動き始めたことによって、再びまぶたをぎゅっと閉じてしまった。


「あぁっ……ぅん……！」


　引き出され、そして突き上げられ、底のほうから未知の感覚が這はい上がってくる。前を弄いじられなければ得ることのできなかった快感が、総と繫がったところから指先まで、電流のように抜けていくのだ。


　総は後ろを穿うがちながら、侑登の両方の胸を指の腹で愛あい撫ぶしてきた。親指でぐるりと円を描えがくように突とつ起きを触さわられ、背中が浮き上がりそうになる。


「ぁあっ、ん……あんっ……」


　律動にあわせて腰を振り、感じるままに嬌きよう態たいを演じた。みっともないだとか、男なのにとか、そんな考えは好きな人と抱き合うことの前では大きな意味を持たなかった。


　好きな人に愛してもらうというのは、こんなにも気持ちがよく、心まで満たされるものなのだ。


　中をかき回されて、侑登はシーツに爪を立てた。


　その手を拾い上げられ、同時に屈み込んできた総の首に導かれて、夢中になって両手でしがみついた。


「気持ち、い……総……さん、気持ちいい……」


　譫うわ言ごとのように繰り返すと、耳元にキスをされた。舌先がぞろりと入り込んできては、耳みみ朶たぶを嚙かむ。


　一度にいろんなことをされて、とても正気を保ってはいられない。侑登は総の下で身み悶もだえ、よがり泣いて、翻ほん弄ろうされるままに揺ゆさぶられるばかりだった。


「ひっ……ぁああっ！」


　下から弱いところを突き上げられ、乳首をきゅっと摘つままれて、一気に絶頂まで押し上げられる。


　その瞬しゆん間かんのことは、あまり覚えていなかった。


　ぱたりとシーツの上に腕うでを落とし、自らの欲望をまき散らしながら、侑登は痙けい攣れんするようにびくびくと震え、半ば意識を飛ばしていたのだ。


　締しめつけられた総も、それから何度か侑登を突き上げて、昨晩と同じように中に欲望を叩たたきつけてきた。その感触だけが、やけにはっきりと感じられた。


　少し呼吸が落ち着き、ぼんやりとしていた意識がクリアになってくると、昨日と違ちがうことを発見した。


　総が侑登を抱きしめてくれていた。


　ゆっくり目を開けると、こちらを見下ろしていた総と目があった。目を細めるようにして笑って、総は侑登の唇くちびるにくちづけた。


「途と中ちゆうから加減できなかった。ごめんな」


「大丈夫……」


　髪を撫なでられ、侑登は猫ねこのように気持ちよさそうに目を閉じる。最中はかなりきつかったが、その分気持ちよかったのも確かなのでいいやと思った。


　総も同じだったらいい。侑登はそんなことを考えながら言った。


「俺は気持ちよくて変になりそうだったけど……総さんは？」


「同じだよ」


「なら、よかった……」


　安心して笑えみを浮うかべ、広い背中にしがみつく。


　途と端たんに侑登の中で、総が反応した。


「え……ぅんっ」


　唇を塞ふさがれて、言葉は呑のみ込まれた。総は舌を絡からめたり吸ったりして、何度も角度を変えるようにしては、くちゅくちゅと湿しめった音を立てながら侑登の口こう腔こうを貪むさぼった。


　そして侑登を抱きしめていた腕も解ほどかれ、胸に指先が戻もどってきた。


「んーっ……ふ、ぁん……」


　いったばかりで過か敏びんな身体からだにはたまらない刺し激げきで、思わず総を締めつけてしまうと、ますます中で彼が力を取り戻していく。


　ようやく口を解放された頃ころには、後あと戻もどりできない状態になっていた。


「ま……また、すんの……？」


「させて？」


　甘く囁ささやかれて、その声に感じてしまった。こんなふうに言われて拒きよ否ひできるはずがない。きっと総にもわかっているのだろう。


　それに侑登だって、このまま総が離はなれていったら、きっと寂さびしい。


「い、いいよ」


　このとき許してしまったことを、あとて後こう悔かいするはめになるなんて、侑登はまったく考えていなかったのだ。











　だるい、重い、鈍どん痛つうがある。


　ベッドの中でめそめそしながら、侑登はときおり恨うらみがましく呟つぶやいて、総に困った顔をさせていた。


　原因はもちろん、昨晩から明け方にかけてしていたセックスにある。


　総だってまだ二十歳はたちで、いろいろなものが有り余っている年頃だということだ。そして火がついてしまったら、なかなかコントロールができないものらしい。おかげで侑登は満足に起き上がることもできないでいる。


「二回まではいいって言ったけど、三回もしていいなんて言ってない……」


「ごめん。つい」


　謝ってくれるわりに反省の色が見えないと思うのは気のせいだろうか。侑登はベッドの中から顔だけ出して、ムッとしながら総を睨にらみつけた。


「可愛かわいい顔すると、また襲おそうよ」


「死んじゃうってば」


「大げさだな」


「だってほんとにつらいんだもん……！　総さんもなってみればいいんだ」


「それは遠えん慮りよするよ。お詫わびになんでも言うことを聞くから、言ってみな。可能な範はん囲いで叶かなえるよ」


「それって『なんでも』じゃないじゃん」


　ぷっとふくれっ面つらをすると、総は楽しそうに笑った。別に総を笑わせようと思ったわけではないので、侑登は頭までタオルケットを被かぶり、そのまま言った。


「帰りたくない……っていうか、動くのヤダ……。明日になったからって、平気になるかどうかわかんないし」


　予定の一週間は、明日で終わりなのだ。


「延長するか？　俺は三日くらいなら大丈夫だけど」


　返事を聞いた途端、がばっとタオルケットを跳はね上げて侑登は顔を出した。本当は言うほどひどい状態ではないのだが、ようは甘えて拗すねていたのだ。


「う、うん。そうしようよ。だって俺、まだノルマ三時間くらい残ってるもん。それやんなきゃ帰れないよ」


　口実を見つけて侑登が目を輝かがやかせると、総はベッドの端はしに座り、褒ほめるようにして頭を撫でてきた。これは恋こい人びととしてではなく、家庭教師としてのしぐさだった。


「電話しないとな」


「やった。あっ、でもバーのバイト入ってるって言ってたじゃん。そっちは大だい丈じよう夫ぶなのか？」


「たぶんシフトは変えてもらえると思うよ。しあさってだし」


「じゃ、バイト代の埋うめ合わせは俺が出すね」


　小こ遣づかいは充じゆう分ぶんにもらっているし、侑登はさほど浪ろう費ひ家かでもない。総のアルバイト代を充じゆう塡てんするくらいは問題なかった。


「いらないよ」


「でもっ」


「金なんかより、侑登には身体で払はらって欲しいな」


　頭を撫でていた手が、するっと頰ほおに移動する。間近から顔を覗のぞき込まれ、囁くように言われて、うっと言葉に詰つまった。


　ここで「いや」と言えるくらいだったら、昨日の時点で言えたはずだ。


「とりあえず身体を休めるために今日は勉強だけして、支払いは明日と明後日あさつてかな」


「えっ……」


「帰る前の日は、ゆっくり休まないと……だろ？」


「あ、うん」


　とっさに頷うなずいてしまったら、それがそのまま了りよう承しようになってしまい、侑登は総のしてやったりの顔を見せつけられることになったのだった。




シグナルに気づいて













　地下鉄のドアに凭もたれて、侑ゆう登とは小さく溜ため息をついた。


　侑登自身に自覚はないが、もう幾いく度どとなくついている溜め息なので、一いつ緒しよにいる総そうはとうとう黙だまっていられなくなって口を開いた、


「何かあったのか？」


　ゆっくりと顔を上げ、侑登は総を見つめる。そしてすぐ俯うつむき加減に戻り、溜め息まじりに答える。


「困ったことが、起きちゃった……っていうか、起きそうな感じ」


　侑登は電車の窓にこつんと頭を凭れさせた。


「どうしたんだ？」


　心配そうに問いかけてくる総の顔を、ガラスを介かいして見つめる。電車は速度を落とし、次の駅に到とう着ちやくした。


　一緒に降りながら、侑登は溜め息まじりに言う。


「母さんの実家が……門かど真ま家がさ、俺たち兄弟の誰だれかを養子にして、跡あと継つがせたがってるんだってさ」


　母親の実家は、彼女の姉が婿むこを取っており、祖父が政界から身を引いた後を、侑登にとっては伯お父じになる恒つね行ゆきが引き継いでいる。しかしながら伯お母ば夫婦には跡継ぎがおらず、侑登たち兄弟が望まれることになったわけだった。


「だから、この間の野の点だてにも出ろって言ってきたのか？」


「みたいだよ」


　先日、侑登たち兄弟は、門真家からの強い要よう請せいを受けて野点に駆かり出されたのだ。門真家の広い庭を使って催もよおされたもので、政財界の名だたる人物やその名代が数多く列席していた。侑登たちを呼んだ名目は雑用ということだったが、実際にはやることなどほとんどなく、庭で客と話すことしかしなかった。


　門真家の意図を、あとから侑登たちは知ったのだ。


「なんか……俺が有力候補っぽいよ」


「どうして侑登が？」


　駅の外へ出て歩きながら、侑登は仏ぶつ頂ちよう面づらを作って答えた。


「伯母さんは、昔から俺のことが気に入ってんの」


　長男の憲けん也やは賢かしこいが理り屈くつっぽくて好きではないらしいし、次男の慎しん司じは気弱な印象が拭ぬぐえないところにもの足りなさを感じているらしい。その点、子供の頃ころから快活だった侑登は、彼女が望んだ息むす子こ像にぴたりとはまったようだった。一時は侑登が体調を崩くずし、精神的にも不安定だということで諦あきらめかけたようなのだが、ここのところすっかり元気になって快活さが戻もどったからと、侑登案が再さい浮ふ上じようしたのだそうだ。


「本人の意思は無視なのか？」


「まったく無視じゃないけど……親しん戚せき中でそんな雰ふん囲い気きになったら、結構キツイじゃん。父さんなんかはさ、すげー門真家の顔色窺うかがってるっていうか……母さんと結けつ婚こんしたことで、負い目があるみたいなんだ。もともと、祖父さんの事務所のスタッフだったってことも、あると思うんだけど」


　もともと母親には決められた結婚相手がいた。婚約という形にこそなっていなかったが、親──というよりも家が決めた相手で、思おも惑わくが大きく絡からんだ話だった。侑登はつい最近まで、その相手のことまでは詳くわしく知らなかったのだが、どうやら元の婚約者というのが、後こう援えん会かいの会長の息子だったらしい。つまり、侑登に数々の嫌いやがらせをしてきた三年生の父親である男だ。


　それを聞いたときは、思わず納なつ得とくしてしまった。父親の恨うらみを侑登がぶつけられたということだったようだ。いろいろとお門かど違ちがいだと思うのだが、言っても仕方がないし、そもそも言う気もないので忘れることにした。


「当時は、かなり揉もめたみたい」


「まぁ、そうだろうな」


「上の兄貴がお腹なかにいたから、どうしようもなかったみたいだけどね。母さんも根こん性じよう据すえて、お腹目立つまで黙ってたらしいし」


「なるほどね。だから、あんなに実家の顔色を窺うのか」


「うん。基本的には言いなり。特に父さんがね。おまけに、伯母さんとこに子供ができないってわかったら、俺たち三人のうち誰かを養子にするって約束、させられちゃってたみたいでさ。ちょうどそのとき、経済的にちょっと厳しかったみたいで。もちろん口約束だけど、子供売ったみたいで、嫌な話だよな」


「そういうことか」


「政治家にさせるかどうかはともかく、本気で跡継ぎが欲しいみたいだよ。伯父さんも普ふ通つうで考えたら、まだ当分引退しないだろうし。けど俺は絶対にヤダ」


　侑登は強い口調で言い切った。表情に嫌けん悪おにも似たものが浮うかぶのを見て、総は小さく嘆たん息そくした。


　すべての事情を知り、頭の回転の速い総には説明など不要だったらしい。


「門真家の人間になったら、後援会の連中とも無関係ではいられないしな」


「……うん」


　今だったら若わか木ぎ家の者だからで済むことも、無理になってしまう可能性があるのだ。侑登にしてみれば、養子になること自体よりも、ずっと大きな問題だった。


　あの三年生のことを思い出すと、今でも身体中に不自然な力が入ってしまう。食事に異物が入れられたりなんてことはよくあったし、私物はしょっちゅうなくなった。吸ってもいない喫きつ煙えんを咎とがめられたこともあれば、盗とう難なん騒さわぎの犯人に名指しされたこともあった。しまっておいたはずの服やノートが切り裂さかれていたことも一度や二度ではなかった。今にして思えば、総が言ったように、被ひ害がいを訴うつたえればよかったのだ。侑登が意地になって無視していたことは、相手にとっては誰にも言えないで怯おびえているようにしか思わなかったのかもしれない。


　あの教師陣じんでは、言うだけ無む駄だだったかもしれないけれども。


「本当のこと言っちゃうのが簡単なんだけどさ、俺があんな目に遭あわされてた理由が理由だから、親には知らせたくないっていうか……父さんなんて、そんなこと知ったら一生落ち込みそうだもん」


　一生分の勇気と思い切りの良さを、結婚のときの使い切ってしまったと、父親は常々笑いながら言っている。事実、気弱で立ち直りが遅おそく、他人と衝しよう突とつすることを嫌がって極力避さけようとするし、基本的にイエスマンだ。そんな父親が、仕えていた代議士の娘むすめを妊にん娠しんさせ、反対にも負けず籍せきを入れるに至ったのだから、確かに一生分を使ったのだろう。


　侑登はそんな父親が好きだし、結婚の顚てん末まつなんかも結構いいと思っている。だからこそ、今回のことは言わずに済ませたかった。


「なんかいい方法ないかなぁ……」


「俺も考えてみるよ」


「ありがと」


　総が味方してくれることにほっとして、侑登は表情を綻ほころばせる。一人で抱かかえ込まなくていい状態は、確かに気分を軽くしてくれた。


　侑登たちが向かっているのは、雑居ビルの一角にある店だった。そこは将しよう吾ごが勤めている店で、今日は特別に連れてきてもらったのだった。


　ドアの前で侑登はふーんと鼻を鳴らした。ここもカフェバーと銘めい打うっているが、ドアを開けて中に入ってみると、この間の店よりはバーっぽい──あくまで侑登の主観によるものだが、いかにも酒を出すといった雰囲気だった。店内にはジャズが流れていた。


「お、ほんとに来やがったよ」


　総が予告した上での来店なので、将吾はそんな憎にくまれ口を叩たたきながらも歓かん迎げいの姿勢を見せてくれた。ただし九時までと時間は決められている。


　侑登たちはカウンター席に座り、将吾と向かい合う形になった。将吾はさっきから総を見て、意味ありげに笑っていた。


　あの日以来、将吾に会うのは初めてだった。電話では話した総も、会うのは侑登同様に初めてらしい。


「いいねぇ、若いねぇ、青いねぇ」


　将吾はニヤニヤと笑い、総はひどくばつが悪そうな顔をした。それでもそつなく会え釈しやくをしてみせるのが総らしいところだった。


「その節は、お世話になりまして」


「いやいや。とりあえず今日は一杯ぱいずつ俺が奢おごって差し上げましょう。侑登はコーラな」


「うん」


　サービスで出してもらったコーラを少し飲んでから、侑登はじっと将吾の顔を見つめた。彼は総と話していたが、視線に気づいてニヤッと口くちの端はしを上げた。


「どうした、男前で見とれたか？　総よりいい男だろ？」


「総さんほどじゃないけど、カッコイイよ。でも……うーん……なんか、こないだほどじゃない気がするな。やっぱ、あのときは酔よってたのかな」


「どういう意味だよ、おい」


　あからさまにムッとして、将吾は侑登の頭を小こ突づいてこようとする。ひゃあひゃあ言いながらそれを避よけていると、やがて諦めたのか飽あきたのか、将吾は仕事に戻っていった。ただし侑登がすっかり元気なのを見て、特別に気き遣づかうことはやめたらしい。


　他た愛わいもない話をしながら、携けい帯たい電話の番号を交こう換かんしたりするうちに、時間はどんどん過ぎていった。


　そして一時間も経たった頃だった。


「お……」


　将吾の視線が店の入り口に向けられ、続いて軽く手を挙げる。つられるようにそちらを見ると、作りものみたいに綺き麗れいな顔をした青年がそこにいた。


　その青年を侑登は知っていた。先日の野の点だてで、彼を見かけたのだ。これだけ見立つ容よう貌ぼうの人間を間違えるはずがない。


　年は二十代の前半といったところか。男なのに美人という形容が似合うその青年は、侑登と目が合うと戸と惑まどったような様子を見せたが、将吾に話しかけられ、親しげに言葉を返しながら、将吾の示した場所に座った。侑登とは一つスツールを空けた席だった。


　たぶん向こうは侑登のことを知らないのだろう。見かけなかったか、記き憶おくにないか、どちらにしても、そのほうがありがたかった。


「将吾さんの友達？」


「それがなんと、弟なんだよ。言っとくけど、変な意味じゃねぇからな。正しよう真しん正しよう銘めい、父親が同じ弟」


　その瞬しゆん間かんに、侑登は確信した。野点のときに耳にした「噂うわさ」が、どうやら本当らしいというのは知っていたが、まさかこんなふうに繫つながってくるとは思ってもみなかった。


　好こう奇き心しん丸出しでいろいろと質問しているうちに、なぜか青年──享あきらという──を迎むかえに一人の男が現れた。


　そのとき、もしかすると侑登の目は輝かがやいてしまったのかもしれない。


「どういう関係の人？　なんで年上なのに、敬語？」


「私の雇こ用よう者しやの、身内の方々ですので」


　感情の籠こもらない声で言い、その男は間もなくして享を連れて帰ってしまった。


　二人がいなくなってしまうと、侑登はすぐに将吾のほうへと身を乗り出した。


「今の男、なんて名前？」


「え？　ああ……高たか城ぎ？」


「ふーん、年いくつ？　さっきの弟って人とは、どういう関係？」


「なんでそんなこと訊きくんだよ」


　将吾が探さぐるような目つきをしたのは当然だと思った。高城に興味を向けるのは、唐とう突とつな感が否いなめないからだ。隣となりで総も、怪け訝げんそうな顔をしていた。


「んー、ちょっと。なぁ、年くらいはいいじゃん、教えてよ」


「正確な年なんか知らねぇよ。たぶん三十くらいじゃねぇの？　ちょい前だったかな。おい、総がすげー機き嫌げん悪くなってるぞ。いいのか？」


「え？」


　言われてみると、確かに総が不機嫌のオーラを漂ただよわせている。表情はそれほどでもないが、背負った雰ふん囲い気きがそれがわかるほどだった。


　きょとんとしていると、将吾は溜ため息まじりに言った。


「目の前で他ほかの男に興味示されたら、そりゃ面おも白しろくねぇよなぁ？」


「そ、そんなんじゃないしっ！」


「帰ろうか」


「総さんっ？」


　腕うでを摑つかまれてスツールから下りることになって、侑登はそのまま店の外へと引っ張り出されてしまった。


　そろりと総の横顔を見ると、小さく嘆たん息そくして総は言った。


「別に疑ってるわけじゃないよ。ただ、やっぱり面白くはないかな」


「あ、うん……」


「どういうことなんだ？　あの男がどうかしたのか？」


「それがさ。なんかもう俺的にいろいろびっくりなんだよ。将吾さんにも、びっくり」


「将吾さんにも？」


　怪訝そうな総に、侑登は大きく頷うなずいた。どこから話そうかと考え、やはりあの享という青年からだと、野点のときに彼を見かけたことを告げた。


「でさ、一いつ緒しよにいたのが、ササモトグループの社長令息だったんだ」


　ササモトというのは国内有数の酒造メーカーにして飲料水メーカーで、株式公開をしていない大だい企き業ぎようの筆頭に挙げられる会社だ。そこのオーナー社長に隠かくし子が二人もいるらしいという話は、どうやら真実らしい。


「まさかそれが、将吾さんとあの享って人か？」


「と思うよ。まぁそれは俺に関係ないからいいんだけど、高城ってやつは、ちょっと関係ありそうなんだ。顔見て、ピーンときちゃったもんな」


「あの顔が、どうかしたのか……？」


「伯お父じさん……門真恒行の若い頃ころにそっくりなんだ」


　もちろん写真でしか知らないわけだが、他人のそら似で済ませるのは、あまりにもよく似ていた。


　総はわずかに目を瞠みはったが、何も言いはしなかった。


　駅について改札を抜ぬけ、電車に乗ったところで会話は中断された。さすがに外で話すのは憚はばかられる内容になっていたからだ。


　電車を降り、総のマンションまで歩き始めると、侑登は続きを口にした。


「伯父さんが昔、外で子供作ったんじゃないかって話は、伯お母ばさんが母さんに話してるの聞いたことがあったし」


「確実な話じゃないんだろ？　侑登の伯母さんがそう思い込んでるだけの可能性は？」


「ゼロじゃないけど、疑われるような何かがあったってことじゃないのかな。だから、なんとか高城ってやつと話して、裏取らないと。将吾さんに頼たのめば連れん絡らく先教えてくれるよな。あ、でも一応、帰ってから写真探して、ちゃんと見ないと」


　気分はやたらと高こう揚ようしていた。


「もし本当に隠し子だったら、伯父さんを脅おどすのか？」


「えっ……？」


「なんだ、そのつもりじゃなかったのか？」


「え、や……具体的にそこまで考えてたわけじゃあ……あ、でもそうだよな。伯父さんの弱みを握にぎるって、そういうことか」


　あまり気分がいいやり方ではないが、背に腹はかえられない。有効なカードを握っておくことは、損にはならないだろう。


　侑登はぐっと手を握った。


　総のマンションに戻もどってからも、侑登の頭の中は、明日からの「予定」のことでいっぱいだった。まずは家族の隙すきを見て写真を探し、伯父の顔を確かく認にん。それから将吾に電話し、首しゆ尾びよく連絡先を摑んだら、今度は高城に連絡を入れる。


「よし。あっ、総さん」


「ん？」


　総はキッチンから振ふり返った。侑登が今まで一人でブヅフツ言っている間、彼は風ふ呂ろを沸わかしたり、コーヒーを淹いれたりしていたのだった。


「俺さ、明日は早めに帰る。だから今日は一回だけね」


「…………」


「だって何回もしたら、昼前に帰れなくされちゃうじゃん！　明日は昼頃、誰だれもいなくなると思うんだ」


　身体からだをあわせるのは、総のところに泊とまるときだけだ。毎週ではなく、せいぜい二週間に一度だから、そのときの行こう為いが一回きりで済まないのはいつものことだった。


「……わかった。善処するよ」


「政治家みたいなこと言ってー」


　けらけらと笑いながら、侑登は総からコーヒーを受け取ろうと手を出した。しかしカップは、すっと遠くに行ってしまい、代わりにキスを渡わたされた。


　侑登は目を閉じて、それを受け止める。


「でも一回ね」


　釘くぎを刺さすと、返事の代わりに嘆息が聞こえた。











　和なごやかに話している総と母親に目をやって、侑登は逸はやる気持ちをなんとか抑おさえ込んでいた。


　早く言いたいのに、まだ時間があるからといって、二人は暢のん気きにお茶を飲みながら他た愛わいもない話をしている。


「いいですね、長崎と平ひら戸どですか」


　話は週末に母親が行くという旅行の話になっている。侑登のことがあってから、彼女は家を空けていなかったが、ようやくそんな気分になったらしい。学生時代からの友人と、三泊ぱく四日で出かけるのだった。


「本当はご飯のことが、ちょっと心配なんだけど……」


「大だい丈じよう夫ぶだってば」


「だって誰も作れないじゃない。慎司とお父さんはともかく、侑登は心配だわ。ちゃんと見てないと、食事を抜きそうなんだもの」


「元気だよ」


　前よりは瘦やせてしまったままだが、侑登としては元気なつもりだし、日常生活において問題はまったくない。四日ばかりレトルトやデリバリーの食生活になったところで、どうこうなるものではなかった。


「よかったら、俺が預かりましょうか？」


　だから、そんな総の申し出は、彼女の愁しゆう眉びを一いつ瞬しゆんにして開かせた。


「いいのかしら？　あ、でもいつもお邪じや魔ましてるし、迷めい惑わくよね？」


「いえ、全然。ちょうど学祭で大学には行かない予定ですし、食事は一人でいても作りますから」


　母親にとっても侑登にとっても渡りに船だった。母親は安心できるし、侑登は四日も一緒にいられるのが嬉うれしいし、よいことずくめだ。


　話はすぐに纏まとまった。


　それから間もなくして、ようやく侑登は総をつれて自分の部屋に戻ることができた。


　あとに続く総が部屋に入るなり、ドアが閉まった音も確かめないまま侑登は一枚のメモを手に言った。


「ケータイ番号ゲットした！」


　それが言いたくて言いたくて、総を玄げん関かんで出で迎むかえたときから、侑登は口をむずむずさせていたのだ。


「早いな」


「ついさっき、将吾さんが連絡くれてさ」


　将吾に電話をしたのは、昨日の夕方のことだった。おそらく出勤前だろうという時間を狙ねらい、自分の部屋から連絡してみたのだ。当然、いきなりの頼みごとに将吾は難色を示したし、理由も問われた。口から出任せで「高城が好みだったから」などと言ってみたが、もちろん信じていやしないだろうし、信じないことは侑登も承知だった。その代わり、侑登が本当の理由を言うつもりがないことは伝わったようで、不承不承といった感じで最終的にはＯＫしてくれた。


　そして今日、つい一時間ほど前に、将吾は高城の許可を取って番号を教えてくれたのだった。


「ほら、これ」


　侑登は机の引き出しに入れておいた伯父──門真恒行の若い頃の写真を机に置いた。それを見て、総は感心した様子で鼻を鳴らす。


「確かによく似てるな。高城って男は眼め鏡がねかけてた分、少し印象が違ちがうけど」


「だろ？　声も似てるんだよ」


　家族の留守中に、父親のアルバムから探したこの写真を見たとき、侑登は歓かん声せいを上げたくなってしまった。


　まだ父親が祖父の事務所にいたときに、伯父の恒行はすでに娘むすめ婿むこという立場で秘書になっていたのだ。これはその当時のものだった。


　とりあえず裏を取らねばと、侑登は携けい帯たい電話を握った。


「総さんが来てから電話しようと思って待ってたんだ。向こうは昼間なら何時でもいいって言ってたし」


　いつもはまず勉強、という姿勢の総だが、さすがに今回は何も言わない。侑登がどれだけ養子の件を──つまりは問題の三年生を嫌がっているかを知っているからだった。嫌だというより、むしろ怯おびえているといったほうが正しいくらいなのだ。


　メモを見ながら慎しん重ちようにボタンを押し、コールを聞いた。三回目で、向こうから抑よく揚ようのない声が聞こえてきた。


「もしもし、高城さん？　あの、若木侑登……という者だけど」


『私に何か？』


「あんたの親おや父じさんについて、ちょっと話がしたいなー……って思ってさ。もしかして俺が知ってる人かもしれないし」


　少しだけ遠回しに言うと、向こうから、ふんと鼻を鳴らすのが聞こえてきた。


『まぁ、こちらも少々そちらのことは調べたので、おおよそのことは把は握あくしているよ。門真幸こう三ぞう氏の二女の三男で、侑登くん』


　くん、の部分に嫌な感じにアクセントをつけられて、侑登は眉まゆをひそめた。おとといの段階で感づいてはいたが、やはり性格が悪そうだった。


　だったらこっちも負けずに言うだけだ。まどろっこしい言い方はやめることにした。


「俺はね、あんたの父親は門真恒行じゃないかって思ってるんだけど、どう思う？　寝ね耳みみに水？」


　すると隣となりで総が小声でぼそりと呟つぶやいた。


「直球だな」


　侑登はそれに答え、総に向かって笑ってみせる。高城がどう返してくるのかが楽しみだった。


　だが帰ってきた言葉は、侑登を拍ひよう子し抜ぬけさせた。


『そうらしいね。で、それが何か？』


「えっ……そんなあっさり……」


『目的は何かな。そんなに暇ひまではないので、手短に済ませてもらいたいね』


「や……目的っていうか、確かく認にんできればそれでいいんだけど……」


　用件はもう済んでしまった。もはやすることもなく、侑登は代わりにこちらの事情を説明することにした。


「ちょっと門真の養子にされそうでさ、それが嫌なんで、伯お父じさんにプレッシャーかけようかなーって」


『なるほど』


「あんたに迷惑はかけないから」


『それはありがたいな。まぁ、せいぜい頑がん張ばることだ』


　どこか小バカにしたような言い方にカチンときたが、反論する間もなく電話は切られた。携帯電話を握にぎりしめ、侑登は目をすがめる。


　なんだろう。なぜかとても癇かんに障さわる男だと思った。


「……迷惑かけてやる……」


「侑登？」


「用もないのに電話とかしたりとか……ええと……とにかく、なんかしてやる……っ」


　具体的に何をしようと思っているわけではないが、あの男のすまし顔を崩くずせるようなささやかな何かを、いつかチャンスがあったらしてやるぞと心に誓ちかう。


　だが総は冷静に言った。


「やめたほうがいいぞ」


「なんでっ？」


「何を言われたか知らないけど、あれは侑登が太た刀ち打うちできる相手じゃないよ」


　その忠告はもっともだと思った。侑登が何をしたところで、蟻ありが象に嚙かみつくようなものだということはわかっていた。しかしこのまま引き下がるのは癪しやくなのだ。


　なんだか悔くやしい。侑登は一度だけ会った男の顔を思い浮うかべながら、むっつりと口を真一文字に結んだ。


　じっと眺ながめていた総は、やがてぽつりと言った。


「そういえば、俺のところにも、さっき将吾さんから電話があったんだ」


「なんて？」


　意識はすぐに総に向かった。侑登への電話と、おそらくあまり時間的に差はないだろうから、何ごとかと気になってしまった。


「侑登をちゃんと見張っとけ、って」


「な……」


　面おも白しろくない言い方だ。侑登は別に暴走しているわけではなく、総にすべて話しているし、自分なりに考えてもいるのに。


　ムッと口を尖とがらせていると、総はくすりと笑った。


「一応、大だい丈じよう夫ぶだとは言っておいたよ。それより、ちょっと気になることがあるんだけどな」


「気になること？」


「将吾さんに、高城って人のことを『好みのタイプだから』って言ったんだって？」


「え……ああ……うん、まぁ……言った、かも……」


　理由を問われたから、適当に返しただけだ。そんなことは将吾だってわかっているだろうが、おそらく総にしっかり「見張らせる」ために、わざと言ったのだ。


　結構あれでいて将吾という人間は侮あなどれない。


「お、怒おこってるわけじゃないよな？」


「もちろん」


　その答えにほっとして、侑登は机に向かった。斜ななめ前に座った総は、机に肘ひじをついて、じっと侑登の顔を見つめてくる。


　どこか笑えみを浮かべているように思えるのは、気のせいではないらしい。


「えっと……何？」


「おとといの分も、今度はたっぷり返してもらうから」


　思わず変な声を出してしまいそうになったが、かろうじて呑のみ込むことに成功した。


　今の言葉と視線が意味することは一つしかない。


「そ、そのための三泊ぱく？」


「最後の一泊は、ちゃんと休ませるよ」


「てことは……」


　自然と顔が赤くなって、侑登はうろたえた。とても勉強どころではなくなり、上手うまく意識が切り替かえられなくなってしまった。


　そんな侑登を見て、さっさと一人で家庭教師モードに入った総は、大きな溜ため息をつく。


「どうした？」


「だって総さんが……」


「勉強中は先生、だろ」


　ちらっと侑登を見る目には、故意に作った厳しさがある。その向こう側に、確かに甘さと隠かくし切れない欲の色が見え、侑登は少しだけ笑みを浮かべた。


「はーい、頑張ります」


　どうせ泊とまる間は勉強にならないのだから、その分も今のうちにやっておかなければならない。


　侑登はペンを手にして、目をテキストに落とす。


　耳に心ここ地ちいい総の声で説明を聞きながら、恋こい人びと同士としての時間と同じくらい、この時間も大切であることを実感していた。




片かた恋こいのシグナル





きたざわ尋じん子こ
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